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次のステージ・関連科目

アジア考古学

２年

前期 2

考古学の物流からみると，アジア世界とどのように関わっていると
いえるのか，各時代の状況を理解する。

ガイダンス（南島物産からみた南島と東アジア）

貝塚文化前期の交流１

貝塚文化前期の交流１

貝塚文化後期の貝交易１

貝塚文化後期の貝交易１

貝塚文化後期の貝交易１

貝塚文化後期の貝交易１

貝塚文化後期末の貝交易１

貝塚文化後期末の貝交易１

グスク時代（古琉球）の硫黄交易１

グスク時代（古琉球）の硫黄交易１

グスク時代（古琉球）の硫黄交易１

交易ではない物流１

交易ではない物流１

南島物産からみた南島と東アジア：まとめ

レポート

シラバスの精読

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

関連資料を配布するので読むこと

課題に取り組む

①「履修の心構え」

１）試験結果（第16回：70％）と平常点（第１～15回のミニッツペーパー：30％）を加えて総合的に成績評価す
る。
２）無断欠席５回以上は「不可」とする。

１）テキスト：なし

1990『新琉球史近世編（下）』，沖縄考古学会2018『南島考古入門』ボーダーインクなど

　受講時の不必要な私語は認めない。
　出欠確認については，毎回厳格に実施する（遅刻・欠席は事前の[直前ではない]連絡が必要）。
　対話方式の講義の進め方も採用するため，積極的発言を期待したい。
　

火５

一方向的なモノの動きから，双方向へモノが動くようになる時代ご
との交易の在り方を学んでください。

２）講義資料：毎回パワーポイントによる資料を配布

②「学びを深めるために」
　専門科目であるため，専門用語の理解が必要である。講義後30分以上の復習を勧める。

１）関連科目：継続学習やその発展のため，南島先史学，南島考古学，考古学特講の受講を勧める。
２）次のステージ：考古学のより深い知識と実践法を学ぶため，３年次以降の個別テーマを掘り下げて深く学ぶ
関連講義を受講して下さい。

１）考古学的な交流・交易について理解できる。
２）南島がアジアの中でどう位置づけられるのか，各時代の在り方をみていくことで理解する。

３）参考文献：琉球新報社1991『新琉球史古琉球編』，琉球新報社1989『新琉球史近世編（上）』，琉球新報社

物流からみて，南島と東アジア地域はどのように繋がっているのか
。南島の物産から時代ごとの特性を理解する。                   ［　　　　　／一般講義］

新里　貴之
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次のステージ・関連科目

アジア史

２年

前期 2

本講義では主にアヘン戦争以降、近代への大きな転換期を迎える１
９世紀末の東アジアの歴史や文化を通して、世界的な大きな流れを
掴み、その中で地域社会にどのような変化が生じたのか受講者と共
に考えていきます。アヘン戦争や欧米列強の進出、日本帝国の誕生

ガイダンス

「アジア」とは何か？

アジア史とは①　王朝国家の時代

アジア史とは②　王朝国家の時代

アジア史とは③　植民地国家の時代

アジア史とは④　現代国家の時代

琉球版人生ゲーム「聖人上」から見る近世琉球社会と儒教

中間テスト

欧米列強のアジア進出①　東アジアから見たアヘン戦争

欧米列強のアジア進出②　ペリーが琉球にやってきた意味とは？

琉球処分とその時代①　廃琉置県処分とその研究史

琉球処分とその時代②　世界史から見た「琉球処分」

感染症と東アジア①　ペスト・梅毒・豚疫

感染症と東アジア②　コレラ・天然痘

まとめ

期末テスト

シラバスの熟読

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

２～７の授業資料の見直し

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

配布資料を使った予習・復習

９以降を中心に全配布資料の熟読

講義は基本的に配布資料やパワーポイントを用いた座学形式で行います。オンラインでの受講については、YouT

中間考査３０％(穴埋め問題と論述問題)、期末考査４０％(穴埋め問題と授業内容に関する論述問題)、平常点３
０％（毎回の授業態度と授業後のリアクションペーパーの内容)　　無断欠席５回以上は不可とします。

講義は配布資料とパワーポイントを中心に行い、資料は毎回担当教員から授業連絡システムを使って配布します

ubeのライブ配信を利用します。各講義動画はYouTube上にアーカイブで残しますので、復習に活用してください
。授業内容で重要だと思った内容に関しては適宜メモをとり、不明な点や疑問的についてはそのままにせず、リ
アクションペーパーに書くか、担当教員に直接質問してください。授業の内容を聞いて特に興味深いと思ったこ
とについて、受講者自ら文献や論文を探して読んでおくことを推奨します。また、出席の確認も兼ねて受講者に

、伝染病などいくつかのトピックを通して東アジア社会の変化を捉
え、最終的には現代社会の問題に繋げて考えることが目標です。

講義終了後に教室で受け付けます。

土２

高校までの「歴史＝暗記」とは異なり、本講義では歴史事象を通し
て「考える」ことを受講者に求めます。なので、本講義では受講者
に歴史事象や年号の「暗記」を課すことは一切ありません。一つ一
つの出来事にはどのような意味があり、どのような繋がりがあるの
か、担当教員も含めて受講者全員で考えていきましょう。

。参考文献や読んでおいてほしい文献については、適宜授業中に紹介します。

意見や考えを聞くことがあります。

このアジア史の講義を通して歴史をみる時に重要なマクロ(アジア)とミクロ(各地域社会の変化)両方の視点が身
に付くと思います。これは歴史研究のみに限らず、現代社会が抱える多くの問題を考える上でも重要な能力と言
えます。受講者各自の今後の研究や日々の実践の中で生かしてもらいたいです。

１９世紀末から始まるアジアの近代化について学ぶことで、単純な一国史(例えば日本史や中国史など)を超えた広い視野で歴史を捉え
る能力の獲得を目指します。何がどのように影響し合って歴史が動いてきたのか、アジアへの欧米列強の進出と「近代」の流入を通し
て学んでいきます。その一方で、この大きな歴史の流れが地域社会にどのような影響を与えたのか、講義の後半では琉球(沖縄)の事例
を中心に学びます。マクロとミクロ双方の視点を関連させて歴史を考える事は、今後皆さんが各自の研究を進める上でも重要な能力と
言えます。また、今私たちが生きている近代国家は、アジアでは本講義で扱う１９世紀末から形成されていきます。本講義を通して、
自分が生きている現在を考える視点を養うことができるでしょう。

19世紀末のアジアの歴史を通して歴史事象の関連性を考え、現代社
会に繋げて歴史を考える視点を養う。                   ［　　　　　／一般講義］

-前田　勇樹
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次のステージ・関連科目

アジア社会文化論Ⅰ

２年

後期 2

「アジアの時代」が叫ばれて久しい。しかし、私たちの「アジア」
理解は極めて限られたものである。沖縄・日本の社会・文化的特徴
を考察し、その未来を構想する上でも、周辺アジア地域との比較は
欠かせない。本講義では、東アジア、東南アジア、オセアニアの諸

ガイダンス ――なぜいま「アジア」を学ぶのか？

「アジア」とは何か？

中国の社会と文化（１）――概要／歴史／民族

中国の社会と文化（２）――親族関係

朝鮮半島の社会と文化（１）――概要／歴史

朝鮮半島の社会と文化（２）――親族・社会関係と宗教

日本の社会と文化――文明の生態史観／タテ社会論／民族性論

台湾の社会と文化（１）――概要／歴史／民族

台湾の社会と文化（２）――映像鑑賞

台湾の社会と文化（３）――原住民族の歴史と現在

東南アジアの社会と文化（１）――概要／歴史／宗教

東南アジアの社会と文化（２）――インドネシア・バリ島

オセアニアの社会と文化（１）――太平洋島嶼世界の基層文化

オセアニアの社会と文化（２）――ハワイの歴史・文化・現在

まとめ―― アジア・太平洋的視座の重要性

期末テスト

アジア関連の情報を調べる。

アジア概念の変遷を調べる。

中国に関する情報を調べる。

沖縄の親族関係と比較する。

朝鮮に関する情報を調べる。

沖縄の親族・宗教と比較する。

日本人論を読んでみる。

台湾に関する情報を調べる。

台湾映画を鑑賞する。

台湾原住民文化について調べる。

東南亜に関する情報を調べる。

沖縄の観光文化と比較する。

オセアニアの歴史を調べる。

ハワイの文化について調べる。

アジア世界の概要を復習する。

・周辺アジア地域の諸文化について関心をもち、沖縄・日本の文化をそれらとの比較において考察することを心

平常点（30％）、テスト（70％）
　授業への出席および積極的な授業態度を重視する。その上で、学期末テストの成績・内容を加味し、総合的に
評価する。

テキストは特になし。（毎回の講義ではレジュメおよび資料を配布する）　参考文献については、毎回の講義の

掛けてほしい。
・毎回講義の際に出席確認をかねて受講生にレスポンス・ペーパーの提出を求めるので、毎回の講義の要点を自
分なりに整理する癖をつけること。
・他の受講生の学習を妨害するような言動があった場合には、退席を要求することもあるので注意すること。

社会・文化に関する基本的な知識の習得を基礎としながら、そこ
にみられる差異と共通点について講義する。

nishigaki@okiu.ac.jp

火４

　「沖縄を知る」ことは重要である。周辺アジア地域の社会・文化
を理解することは、自社会・自文化の理解を深めることにつながる
。ぜひ、「アジアのなかの沖縄」を考え、沖縄・日本の未来を切り
拓く人材を目指して欲しい。

際に適宜紹介する。

アジア社会文化論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、比較民俗学、文化人類学理論、etc.

　周辺アジア地域の文化に関する基礎的な知識を身に着け、比較という視点からこれらの諸地域ならびに沖縄・日本の文化を考察する
ことができるようになる。

本講義は「沖縄をとりまく世界の社会や文化」を知るためのもので
ある。「アジアのなかの沖縄」を考える際の必須知識を提供する。                  ［　　　　　／一般講義］

石垣　直
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次のステージ・関連科目

アジア社会文化論Ⅱ

２年

後期 2

近くて遠い国といわれる隣国、韓国の社会と文化について理解する
ことを目指す。

講義全体の説明

韓国の歴史（１）

韓国の歴史（２）

韓国の歴史（３）

韓国の言語

韓国の家族・親族（１）

韓国の家族・親族（２）

韓国の祖先祭祀

韓国の村落（１）

韓国の村落（２）

韓国の村落祭祀

韓国のシャーマニズム

変貌する韓国社会（１）

変貌する韓国社会（２）

変貌する韓国社会（３）

期末試験

韓国の古代史について調べる

韓国の中世史について調べる

韓国の近世史について調べる

韓国（朝鮮）語について調べる

韓国の家族・親族について調べる

韓国の家族・親族について調べる

韓国の祖先祭祀について調べる

韓国の村落について調べる

韓国の村落について調べる

韓国の村落祭祀・年中行事を調べる

シャーマニズムについて調べる

現代韓国の社会・文化を調べる

現代韓国の社会・文化を調べる

現代韓国の社会・文化を調べる

履修に際しては、通常の出席確認だけでなく、リアクション・ペーパー（感想・質問・意見）の提出を求める場

期末試験（論述式）80％、授業態度（リアクションペーパーの内容）20％

特定の教科書は用いず、毎回配布するレジュメと資料、映像資料などを使用します。

合がある。他の受講生の学習を妨害するような言動があった場合には、退席を要求することもあるので注意する
こと。

授業終了後教室にて受付

月２

一見、奇妙に思える異文化の慣習・制度でも、その文化なりの論理
や価値観の上に成り立っています。「なぜ異文化の人々はそう考え
るのか、自分達の場合はどうなのか」という疑問を常に持ち、受講
して下さい。

演習Ⅰ　演習Ⅱ　アジア社会文化論Ⅲ　比較民俗学

①韓国の社会・文化を理解するための基礎的知識を身につけることができる。
②ある文化の中で、歴史・家族親族・村落・民俗・宗教などが相互に関連しあっていることを理解できる。

本科目は、「フィールドワーク」・「比較文化的観点」を強調する
本学科の教育目標の実現において不可欠なものである。                   ［　　　　　／一般講義］

-神谷　智昭
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次のステージ・関連科目

アジア社会文化論Ⅲ

２年

後期 2

In this course students are introduced to Asian culture thro
ugh the eyes of a particular ethnic group. The social and cu
ltural characteristics are brought into focus through intera
ction with other cultures. This course is conducted in Japan

オリエンテーション、講義概要、LMSの登録、WiKiの書き込み方

タイ北部の六つの民族

モン族の歴史

神話と伝説

モン族の族民族衣装

氏族と親族関係

村落組織

年中行事

伝統工芸

宗教と信仰：シャーマン、アニミズム、先祖崇拝

農業と経済

伝統的治療法

秘密の戦争

モン族の離散

移民：異文化接触と文化の変化

期末テスト

LMSの登録

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

WiKiの書き込み、次の章の翻訳

self reflection

Keep up with the class readings!

発表・参加度 - 60%
テスト・レポート - 40%

テキスト: Lewis, Paul and Elaine. Peoples of the Golden Triangle

・Fadiman, Anne. The Spirit Catches You and You Fall Down. 1997. 

ese, but English text materials are utilized.

https://bee.okiu.ac.jp/mod/page/view.php
?id=7062 / ptt1127@okiu.ac.jp

水４

Don't be afraid of English. The lecture is conducted in Japa
nese.

参考文献:

         Farrar, Straus, and Giroux

アジア社会文化論I、アジア社会文化論II、アジア社会文化論IV、卒論
外国語で書かれている専門分野の資料・論文を読んで、理解し、発見した問題の分析する力を養成する。

このコースは、ラオスとタイ北部に住んでいるモン族中に焦点を合わせ、そのレンズを通して、アジアの文化と社会を論じる。下記の
内容について検討する：

・鈴木正嵩. ミャオ族の歴史と文化の動態. 風響社. 2012  

・Symonds, Patricia V. Calling in the Soul. 2004. University of Washington Press

自ら課題を発見し、多様な観点と専門知識を整えて課題を分析する
。                   ［　　　　　／一般講義］

-ﾀﾞｸﾞﾗｽ　ﾄﾞﾗｲｽﾀｯﾄ
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次のステージ・関連科目

アジア社会論

２年

後期 2

アジア、特に東南アジア（主にタイとベトナム）の社会を理解する
ための授業です。前半は他地域を理解するとはどのようなことか、
異文化を理解するとは何かを考える時に、必要な知識、視点を養っ
ていきます。後半は主にベトナムの言語や食文化などの身近なテー

（特）前半　オリエンテーション・ガイダンス　授業の方針・アジアを知る手がかりの紹介等

（特）セッション1 　アジア社会を理解するとは？(1)背景知識としての東南アジア

（特）セッション1 　アジア社会を理解するとは？(2)「地図」「地名」からみるアジア

（特）セッション1　アジア社会を理解するとは？(3) 知っておいてほしい理論の紹介①

（特）セッション2 　異文化を理解するとは？（1）"文化”が違うとは何か？を考える

（特）セッション2 　異文化を理解するとは？（2）"文化”が違うとは何か？を考える

（特）セッション2　異文化を理解するとは？知っておいてほしい理論の紹介②

（特）後半ガイダンス、ベトナムの言語(1)基本構造・特徴・基本のあいさつ

（特）ベトナムの 言語(2) クオック・グー（国語）成立史　

（特）ベトナムの食と地理(1)コメの文化と南北ベトナム

（特）ベトナムの食と地理（2）照葉樹林文化論から見るベトナムの食文化

（特）沖縄・ベトナム関係史(1)交易の時代・ベトナム戦争期の沖縄

（特)  沖縄・ベトナム関係史(2) ベトナム戦争期のベトナム①

（特）沖縄・ベトナム関係史（3）ベトナム戦争期のベトナム②

（特）沖縄・ベトナム関係史（4）移住労働の時代（ベトナム人技能実習生、留学生）

（特）レポート質疑応答・ベトナムカルチャー（映画・音楽・本など）紹介

シラバスや授業の流れの理解

リアクションペーパー執筆

リアクションペーパー執筆

リアクションペーパー執筆

リアクションペーパー執筆

リアクションペーパー執筆

レポート準備

リアクションペーパー執筆

リアクションペーパー執筆

リアクションペーパー執筆

リアクションペーパー執筆

リアクションペーパー執筆

リアクションペーパー執筆

レポート準備

レポート準備

[履修の心構え]

河村（前半、50点）：授業への参加姿勢・平常点（20点）+中間レポート(30点）、坪井（後半、50点）：授業へ
の参加姿勢・平常点（20点）＋期末レポート（30点）で評価します。詳細は講義の中で提示します。
[授業への参加姿勢]授業に対するリアクションペーパーや小課題の提出により評価します。
[中間：期末レポート]各担当分終わりにレポートを課します。レポートの提出のみでは単位取得は不可です。
リアクションペーパーが規定提出数の2/3に達していない場合は不可となります。

・講義はオンライン(Zoom,Teams)の双方向授業です。

・参考文献等も各講師から提示します。

アジア社会の細かい知識を覚えることは、要求しません。「他者」「他地域」「異文化」を知るとはどのような
ことなのか、アジアと私達の関係を具体的な例を通じて考えることを重視します。
[学びの手立て]
積極的にアジアのニュースに接したり、映画や書籍に触れることを心がけてほしいと思います。

マからベトナム社会を、またベトナムと沖縄の関係について学びま
す。

メールは河村ptt503@okiu.ac.jp 坪井ptt121
7@okiu.ac.jp。相談等は授業後の時間も。

火２

担当講師2人のオムニバス授業となります。講師はそれぞれタイと
ベトナムを専門としているので、東南アジアのトピックが多くなり
ます。東南アジアのことはあまりなじみがないかもしれませんが、
とても面白い地域なので、皆さんに興味をもってもらえるように身
近な物をとりあげたり視覚的に楽しみながら学べるようにしていき
たいと思います。

・テキストは指定せず、講師の作成した資料を使います。

外国語資料講読演習Ⅰ・Ⅱ、社会・平和領域の選択科目

(1)アジア社会についての基本的な知識を学ぶ
(2)アジアと日本・沖縄の関係についての知識を学ぶ
(3)他者や異文化を理解するとはどのようなことが必要かについての視点を持つ

・説明資料をオンラインで配布します（配布方法は各講師が初回に紹介します）。

専門選択必修科目（異文化理解科目）
                  ［　　　　　／一般講義］

-河村　雅美(7回)・-坪井　美恵(8回)
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次のステージ・関連科目

アジア文化概論

２年

前期 2

　 「アジアの時代」が叫ばれて久しい。しかし、私たちの「アジ
ア」理解は極めて限られたものである。沖縄・日本の社会・文化的
特徴を考察し、その未来を構想する上でも、周辺アジア地域との比
較は欠かせない。本講義では、東アジア、東南アジア、オセアニア

ガイダンス ――なぜいま「アジア」を学ぶのか？

「アジア」とは何か？

中国の社会と文化（１）――概要／歴史／民族

中国の社会と文化（２）――親族関係

朝鮮半島の社会と文化（１）――概要／歴史

朝鮮半島の社会と文化（２）――親族・社会関係と宗教

日本の社会と文化――文明の生態史観／タテ社会論／民族性論

台湾の社会と文化（１）――概要／歴史／民族

台湾の社会と文化（２）――映像鑑賞

台湾の社会と文化（３）――原住民族の歴史と現在

東南アジアの社会と文化（１）――概要／歴史／宗教

東南アジアの社会と文化（２）――インドネシア・バリ島

オセアニアの社会と文化（１）――太平洋島嶼世界の基層文化

オセアニアの社会と文化（２）――ハワイの歴史・文化・現在

まとめ―― アジア・太平洋的視座の重要性

期末テスト

アジア関連の情報を調べる。

アジア概念の変遷を調べる。

中国に関する情報を調べる。

沖縄の親族関係と比較する。

朝鮮に関する情報を調べる。

沖縄の親族・宗教と比較する。

日本人論を読んでみる。

台湾に関する情報を調べる。

台湾映画を鑑賞する。

原住民文化について調べる。

東南亜に関する情報を調べる。

沖縄の観光文化と比較する。

太平洋に関する情報を調べる。

ハワイの文化について調べる。

アジアの中の沖縄を考える。

・周辺アジア地域の諸文化について関心をもち、沖縄・日本の文化をそれらとの比較において考察することを心

平常点（30％）、期末課題（70％）

　テキストは特になし。

掛けてほしい。
・毎回講義の際に出席確認をかねて受講生にレスポンス・ペーパーの提出を求めるので、毎回の講義の要点を自
分なりに整理する癖をつけること。
・他の受講生の学習を妨害するような言動があった場合には、退席を要求することもあるので注意すること。

の諸社会・文化に関する基本的な知識の習得を基礎としながら、そ
こにみられる差異と共通点について講義する。

nishigaki@okiu.ac.jp

火４

　「沖縄を知る」ことは重要である。周辺アジア地域の社会・文化
を理解することは、自社会・自文化の理解を深めることにつながる
。ぜひ、「アジアのなかの沖縄」を考え、沖縄・日本の未来を切り
拓く人材を目指して欲しい。

（毎回の講義ではレジュメおよび資料を配布する）　参考文献については、毎回の講義の際に適宜紹介する。

　アジア社会文化論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、比較民俗学、文化人類学理論、etc.

　周辺アジア地域の文化に関する基礎的な知識を身に着け、比較という視点からこれらの諸地域ならびに沖縄・日本の文化を考察する
ことができるようになる。

本講義は「沖縄をとりまく世界の社会や文化」を知るためのもので
ある。「アジアのなかの沖縄」を考える際の必須知識を提供する。                  ［　　　　　／一般講義］

石垣　直



※ポリシーとの関連性

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

インターンシップⅠ

２年

その他 2

沖縄国際大学インターンシップは各学科の専門教育科目として、県
内の企業や公官庁で実施しています。その目的は学生が実社会での
体験学修を通して、大学教育では得難い実践的知識と技能の習得、
社会人としての適性を見定め、職業観を養うことにあります。

第1回オリエンテーション（募集説明会）　※欠席不可

各学科担当教員による面接および学内選考

第2回オリエンテーション（実習生の顔合わせ、リーダー決定、今後の説明等）※欠席不可

事前ガイダンス1　インターンシップの意義・目的

事前ガイダンス2　ビジネススキル①

事前ガイダンス3　ビジネススキル②

事前ガイダンス4　インターンシップに必要な企業研究

事前ガイダンス5　インターンシップの目標設定

第3回オリエンテーション（実習前後の注意事項、学科報告会の実行委員決定等)※欠席不可

インターンシップ実習（夏期休業中の2or3週間）※実習時間数により単位数が異なる

インターンシップ実習（夏期休業中の2or3週間）※実習時間数により単位数が異なる

インターンシップ実習（夏期休業中の2or3週間）※実習時間数により単位数が異なる

インターンシップ実習（夏期休業中の2or3週間）※実習時間数により単位数が異なる

事後ガイダンス1　インターンシップを通して考えるキャリア形成

事後ガイダンス2　学科報告会での担当別研修（発表者、司会、その他）

学科報告会（実習で得た学びを発表し、全体で共有する）

面接資料作成（申込手続き後）

面接担当者へ面接日の事前確認

実習先に関する情報収集

ガイダンスの振り返り

社会人に必要なマナー習得

実習先へ電話によるご挨拶

実習先業界の情報収集（新聞等）

社会人基礎力ベースの目標設定

実習と報告会に向けて準備

出勤簿・日報へ押印・記入し振返り

実習先での座学(業種、業界研究)

実習先での業務体験(接客、事務)

実習録日報まとめ(実習振り返り)

ガイダンス内容を元に報告書作成

学科実習生全員で報告会運営準備

全体を通して学びの振り返り

【応募資格】 ①各学科で受講可能となっている年次の学生（履修ガイドの学科選択科目を各自で確認すること

【出席について】出席は単位習得の前提条件ですので、各オリエンテーションやガイダンス、報告会への出欠を
毎回確認します。アルバイト等による欠席は認められません。出席状況が著しく悪い場合は、実習取り消しや不
可となります。【評価方法・割合】①実習先による学生評価調書２０％ ②インターンシップ実習録（各ガイダ
ンスの記録や課題、勤務状況、日報などから学びの状況を確認）６０％ ③インターンシップ報告書（実習先に
関する理解度､インターンシップを通して得られたこと等について確認）２０％

実習生へ実習録を配布しますので、ガイダンス時の記録や実習中の出勤簿・日報などを記載してください。それ

）　②連続して２週間または３週間のインターンシップを意欲的に行える者　③第1回オリエンテーション（募
集説明会）から報告会まで、年間スケジュールと内容を理解して意欲的に臨める者
【注意事項】 ①各学科担当教員による面接を受けること　②全3回のオリエンテーションに参加すること（欠席
不可）　③事前・事後ガイダンスを受講すること（他講義と重ならないよう確認すること）　④報告会を運営・

参加にあたっては、社会人基礎力を大学生活での取り組みに置き換
え、全プログラムを通して意識的に実行することが求められます。

授業終了後に教室で受け付けます

その他

事前ガイダンスではインターンシップに必要な心構えやビジネスマ
ナー、社会人に必要なスキル等を学ぶことで、安心して実習に参加
できます。さらに、事後ガイダンスや報告会の参加、報告書作成を
通して、自らの学びを言語化することで「働く価値観」をより明確
にします。本プログラムを通して、働くとはどういうことか具体的
に考える機会にしましょう。

らの記録をもとに、最終的に報告書作成や報告会の準備を行ってください。

参加すること　⑤連絡事項は、沖国大ポータルの「学内連絡」、メールアドレス（学籍番号）へ連絡するので見
落としがないよう確認すること

本インターンシッププログラムを通して気づいた自身の強みはさらに伸ばし、足りないと感じた部分は残りの学
生生活で改善できるように取り組んでほしい。
また、得られた職業観は今後のキャリアを考える際に役立ててほしい。

①社会人としてのマナーを修得する。
②職業観を養い、自らの適性を見定める。
③組織の構造と機能を理解する。
④企業・組織の基本理念と将来ビジョンの理解に努め、効率的な組織の仕組みを考える。
⑤組織における自らの役割を理解した上で、思考し行動する力を修得する。

また、ガイダンス時に資料を配布しますので、あとで振り返りできるように整理してください。

学科のカリキュラムおよびディプロマ・ポリシーに謳われる「地域
理解能力」や「社会的コミュニケーション能力」と関わる。                 ［　　　　　／　　　　　］

学科インターンシップ運営委員
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次のステージ・関連科目

インターンシップⅡ

２年

その他 4

沖縄国際大学インターンシップは各学科の専門教育科目として、県
内の企業や公官庁で実施しています。その目的は学生が実社会での
体験学修を通して、大学教育では得難い実践的知識と技能の習得、
社会人としての適性を見定め、職業観を養うことにあります。

第1回オリエンテーション（募集説明会）　※欠席不可

各学科担当教員による面接および学内選考

第2回オリエンテーション（実習生の顔合わせ、リーダー決定、今後の説明等）※欠席不可

事前ガイダンス1　インターンシップの意義・目的

事前ガイダンス2　ビジネススキル①

事前ガイダンス3　ビジネススキル②

事前ガイダンス4　インターンシップに必要な企業研究

事前ガイダンス5　インターンシップの目標設定

第3回オリエンテーション（実習前後の注意事項、学科報告会の実行委員決定等)※欠席不可

インターンシップ実習（夏期休業中の2or3週間）※実習時間数により単位数が異なる

インターンシップ実習（夏期休業中の2or3週間）※実習時間数により単位数が異なる

インターンシップ実習（夏期休業中の2or3週間）※実習時間数により単位数が異なる

インターンシップ実習（夏期休業中の2or3週間）※実習時間数により単位数が異なる

事後ガイダンス1　インターンシップを通して考えるキャリア形成

事後ガイダンス2　学科報告会での担当別研修（発表者、司会、その他）

学科報告会（実習で得た学びを発表し、全体で共有する）

面接資料作成（申込手続き後）

面接担当者へ面接日の事前確認

実習先に関する情報収集

ガイダンスの振り返り

社会人に必要なマナー習得

実習先へ電話によるご挨拶

実習先業界の情報収集（新聞等）

社会人基礎力ベースの目標設定

実習と報告会に向けて準備

出勤簿・日報へ押印・記入し振返り

実習先での座学(業種、業界研究)

実習先での業務体験(接客、事務)

実習録日報まとめ(実習振り返り)

ガイダンス内容を元に報告書作成

学科実習生全員で報告会運営準備

全体を通して学びの振り返り

【応募資格】 ①各学科で受講可能となっている年次の学生（履修ガイドの学科選択科目を各自で確認すること

【出席について】出席は単位習得の前提条件ですので、各オリエンテーションやガイダンス、報告会への出欠を
毎回確認します。アルバイト等による欠席は認められません。出席状況が著しく悪い場合は、実習取り消しや不
可となります。 【評価方法・割合】①実習先による学生評価調書２０％ ②インターンシップ実習録（各ガイダ
ンスの記録や課題、勤務状況、日報などから学びの状況を確認）６０％ ③インターンシップ報告書（実習先に
関する理解度､インターンシップを通して得られたこと等について確認）２０％

実習生へ実習録を配布しますので、ガイダンス時の記録や実習中の出勤簿・日報などを記載してください。それ

）　②連続して２週間または３週間のインターンシップを意欲的に行える者　③第1回オリエンテーション（募
集説明会）から報告会まで、年間スケジュールと内容を理解して意欲的に臨める者
【注意事項】 ①各学科担当教員による面接を受けること　②全3回のオリエンテーションに参加すること（欠席
不可）　③事前・事後ガイダンスを受講すること（他講義と重ならないよう確認すること）　④報告会を運営・

参加にあたっては、社会人基礎力を大学生活での取り組みに置き換
え、全プログラムを通して意識的に実行することが求められます。

授業終了後に教室で受け付けます

その他

事前ガイダンスではインターンシップに必要な心構えやビジネスマ
ナー、社会人に必要なスキル等を学ぶことで、安心して実習に参加
できます。さらに、事後ガイダンスや報告会の参加、報告書作成を
通して、自らの学びを言語化することで「働く価値観」をより明確
にします。本プログラムを通して、働くとはどういうことか具体的
に考える経験にしませんか。

らの記録をもとに、最終的に報告書作成や報告会の準備を行ってください。

参加すること　⑤連絡事項は、沖国大ポータルの「学内連絡」、メールアドレス（学籍番号）へ連絡するので見
落としがないよう確認すること

本インターンシッププログラムを通して気づいた自身の強みはさらに伸ばし、足りないと感じた部分は残りの学
生生活で改善できるように取り組んでほしい。
また、得られた職業観は今後のキャリアを考える際に役立ててほしい。

①社会人としてのマナーを修得する。
②職業観を養い、自らの適性を見定める。
③組織の構造と機能を理解する。
④企業・組織の基本理念と将来ビジョンの理解に努め、効率的な組織の仕組みを考える。
⑤組織における自らの役割を理解した上で、思考し行動する力を修得する。

また、ガイダンス時に資料を配布しますので、あとで振り返りできるように整理してください。

学科のカリキュラムおよびディプロマ・ポリシーに謳われる「地域
理解能力」や「社会的コミュニケーション能力」と関わる。                 ［　　　　　／　　　　　］

学科インターンシップ運営委員
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演習Ⅰ

３年

通年 4

集団生活を中心とした発掘調査への参加，埋蔵文化財調査に不可欠
である発掘技術の習得，遺跡報告書の作成などを通じて，実地に考
古学のフィールドワークとデスクワークの方法論とともに遺跡への
理解を深める。グループごとの調査成果の発表，参加者全員による
討論によって，より深い知識を得る。

木２

いよいよ考古学のメインであるフィールドワークです。これを通じ
て，肌で歴史・文化を感じ，自ら掘り起こし，資料化していく過程
を学んでほしい。

１）フィールドワークによって，遺跡調査を学ぶ。
２）モノを資料化する方法を学ぶ。
２）遺構・遺物を通して，文化を構築する方法を学ぶ。
３）参加者全員で発掘調査の内容を詳細にまとめた報告書を作成できる。
４）卒論のテーマを絞り込むことができる。

領域分野における調査・研究能力を育成し，南島を中心とした考古
学研究を深く学ぶ科目                       ［　　　　　／演習］

ガイダンス（年間スケジュールと遺物・遺構の資料化について）

調査成果の整理（経過，地形測量・土層・遺構図面，写真），遺物実測準備

遺物実測

遺物実測

遺物実測

遺物実測

遺物実測

遺物実測

遺物実測

遺物実測

遺物実測

遺構図・遺物図のトレース，遺物写真撮影

遺構図・遺物図のトレース，遺物写真撮影

遺構図・遺物図のトレース，遺物写真撮影

遺構図・遺物図のトレース，遺物写真撮影

ガイダンス（報告書章立て，関連遺構・遺物調査，刊行まで）

文章作成，関連遺構・遺物調査

文章作成，関連遺構・遺物調査

文章作成，関連遺構・遺物調査

文章作成，関連遺構・遺物調査

文章作成，関連遺構・遺物調査

文章作成，関連遺構・遺物調査

文章作成，関連遺構・遺物調査

文章作成，関連遺構・遺物調査

文章作成，関連遺構・遺物調査

編集作業

編集作業

編集作業

編集作業

編集作業

発掘調査報告書輪読

シラバス，配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

シラバス，配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

新里　貴之



学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

次のステージ・関連科目

／2

①「履修の心構え」

１）随時試験を課す。
２）無断の遅刻・欠席５回以上は「不可」とする。
３）平常点70％,試験30％とする。

１）テキスト：なし。

　出欠確認については，毎回厳格に実施する（遅刻・欠席は事前の[直前ではない]連絡が必要）。

②「学びを深めるために」
　発掘調査報告書を作成するため，専門用語・知識の理解が必要である。参考となる発掘調査報告書に目配りす

２）参考文献：講義において随時紹介する。

ること。

遺跡を理解するには，多様な視点が必須となるため，社会文化学科の専門科目を広く受講することが望ましい。

2
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演習Ⅰ

３年

通年 4

卒業論文を構成し執筆する力を養うことを目的とする。前期には卒
業論文に向けた先行研究のレビューを、後期には研究報告を行う。
各回に報告者を立て、自分で作成したレジュメに基づいてプレゼン
を実施し、出席者との討論を行う。後期の研究報告はそれに基づい
た事例報告を行い、文献調査から自分自身によるデータの収集へと
結び付けていく。

t.oikawa@okiu.ac.jp

木２

卒業論文を書くことを前提に、フィールドワーク方法論、情報の収
集と論点の整理、ゼミ論文までの作業を高い密度で行う。よく準備
すること。

自分の調査データを整理し、読者に伝わるように表現できるようになる。また自分の議論のためにはどのようなデータをどのように提
示する必要があるのかを考えることが出来るようになる。

調査・研究能力を育成し、卒論作成を目的とする演習科目である
                      ［　　　　　／演習］

ガイダンス　このゼミの進め方・到達目標

論文レビュー（１）

論文レビュー（２）

論文レビュー（３）

論文レビュー（４）

調査計画の検討（１）

調査計画の検討（２）

調査計画の検討（３）

調査項目の作成（１）

調査項目の作成（２）

調査項目の作成（３）

地図の作成（１）

地図の作成（２）

卒論構想（１）

卒論構想（２）

（予備日）

（対）後期ガイダンス　後期の進め方

（対）報告書の作成（１）

（対）報告書の作成（２）

（対）報告書の作成（３）

（対）報告書の校正

（対）卒論構想　先行研究のレビュー（１）

（対）卒論構想　先行研究のレビュー（２）

（対）卒論構想　先行研究のレビュー（３）

（対）卒論構想　先行研究のレビュー（４）

（対）卒論構想　リサーチクエッションの文章化（１）

（対）卒論構想　リサーチクエッションの文章化（２）

（対）卒論構想　リサーチクエッションの文章化（３）

（対）卒論構想　リサーチクエッションの文章化（４）

（対）卒論序章の完成とレビュー

（対）後期まとめ

配付する論文を読んでくる

論文のレジュメを作成

論文のレジュメを作成

論文のレジュメを作成

調査計画（案）を作成

調査計画（案）をバージョンアップ

調査計画（案）をバージョンアップ

予備調査を実施（予定）

調査項目案のバージョンアップ

調査項目案のバージョンアップ

調査地図素案の作成

調査地図素案のバージョンアップ

卒論計画書の作成

卒論計画書の作成

実習準備

報告書の執筆と提出

報告書原稿のバージョンアップ

報告書原稿のバージョンアップ

報告書原稿のバージョンアップ

卒論の文献リスト作成

卒論計画書のバージョンアップ

卒論計画書のバージョンアップ

卒論に着手

卒論の「問い」を文章化する

卒論序章を執筆・バージョンアップ

卒論序章を執筆・バージョンアップ

卒論序章を執筆・バージョンアップ

卒論の序章を完成

レビューのフィードバック

及川　高
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ある程度の長さのある意味の通る文章を書けることが前提となる。甘く考えずに、機会をみて文章を書くトレー

①議論への参加（30％）、②生産的な問題提起・批判および応答能力（20％）、③資料およびプレゼンの準備と
内容（30％）、④報告書およびゼミ論文（20％）を勘案し、総体的に評価する。積極的な議論への参加（①）と
丁寧な事前準備（③）を特に求める。

・レジュメ及び論文のコピーを用いる

ニングを積むこと。文章力に関しては一般の啓発書にも教わるところがあるので利用すること。

・上野和男・高桑守史・福田アジオ・宮田登（編）1987『新版　民俗調査ハンドブック』吉川弘文館

実習　演習Ⅱ

2
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演習Ⅰ

３年

通年 4

本演習のねらいは、琉球・沖縄の前近代史の先行研究（文献）を把
握し、引用史料を丁寧に確認しながら、卒業論文の課題を設定する
ところにあります。前期は『沖縄県史』各論編第３・４巻の文献を
読み、先行研究・引用史料・論点に関する報告をしてもらいます。
後期は、卒業論文のテーマを決め、先行研究を踏まえ、当該史料を
用いる意味を理解のうえ卒業論文の課題を文章化してもらいます。

水曜日２限のオフィスアワーに研究室（５４
２２）で受け付けます。

木２

学内外の研究会やシンポジウムに参加して雰囲気や議論に触れてく
ださい。県内博物館の常設展や企画展に足を運んで琉球・沖縄の前
近代史をめぐるモノに接してください。

・琉球・沖縄の前近代史をめぐる先行研究（文献）と引用史料を把握することができるようになる。
・卒業論文のテーマを決定し、先行研究を踏まえ、関連史料を確認したうえで、卒業論文の課題を的確に設定できるようになる。

専門分野における調査・研究能力を育成し、卒業論文作成を目的と
する演習科目に当たる。                       ［　　　　　／演習］

前期の授業計画の確認、『沖縄県史』各論編第３巻・第４巻の担当論考割り当て

レジュメ作成要領の確認

同書各論編第４巻「総論」を読む

担当論考の先行研究と引用史料に関する報告①

同上②

同上③

同上④

レジュメ作成要領の確認

論文の構成について―序論・本論・結論の関係―

担当論考の問題の所在と論点に関する報告①

同上②

同上③

同上④

卒業論文のテーマに関する説明

「実習」の内容・計画の確認

後期の授業計画と報告日程の確認、卒業論文のテーマ（仮）の提出

レジュメ作成要領の確認など

論文テーマに関わる先行研究について

卒業論文準備報告１）と質疑応答―参考文献一覧と関連史料リスト―①

同上②

同上③

レジュメ作成要領の確認

研究の論点と引用史料の関係について

卒業論文準備報告２）と質疑応答―先行研究の論点と引用史料―①

同上②

同上③

同上④

「卒業論文の課題」に関する説明

課題と先行研究との整合性について

課題と先行研究の論点との関係について

（対）「卒業論文の課題（仮）」の提出

到達目標を理解する

報告のポイントを理解する

「総論」を読み込む

報告の準備をする

報告の準備をする

報告の準備をする

報告の準備をする

報告のポイントを理解する

論文の構成を理解する

報告の準備をする

報告の準備をする

報告の準備をする

報告の準備をする

卒業論文のテーマを考え始める

「実習」の内容を理解する

到達目標を再確認する

報告のポイントを理解する

先行研究を的確に把握する

報告の準備をする

報告の準備をする

報告の準備をする

報告のポイントを理解する

研究の成果と史料の関係を理解する

報告の準備をする

報告の準備をする

報告の準備をする

報告の準備をする

論文の課題の意味を理解する

各自の課題を文章化する

各自の課題を文章化する

各自の課題を文章化する

深澤　秋人



学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

次のステージ・関連科目

／2

・『沖縄県史』各論編第３・４巻の担当論考や各自が決めた卒業論文のテーマに関わる先行研究をあきらめずに

報告・質疑応答・卒業論文の課題設定に取り組む姿勢（６０％）、「卒業論文の課題」の的確性と完成度（４０
％）によって総合的に評価する。

【テキスト】教科書は使用しません。レジュメと図表などの参考資料を必要に応じて配布します。『沖縄県史』

・『沖縄県史』各論編第３巻 古琉球（沖縄県教育委員会、２０１０年）

最後まで読み切ってください。
・先行研究（文献）と史料の区別がつかなければ理解できるまで質問してください。

各論編第４巻「総論」は２回目の講義で配布します。

・『沖縄県史』各論編第４巻 近世（沖縄県教育委員会、２００５年）

・【重要】「古文書講読Ⅰ・Ⅱ」を確実に履修してください。「実習」（集中）での役割や責任と直接関係しま
す。当科目を履修しないと「実習」での取り組みに支障が生じます。
・４年次の「演習Ⅱ」では卒業論文の作成に取り組みますが、「演習Ⅰ」にどのような姿勢で取り組んだかが学
生生活の集大成である卒業論文のスタートラインにつながることを自覚してください。

【参考文献】

2
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演習Ⅰ

３年

通年 4

本演習では、社会現象としてのグローバル化をめぐる現代的課題を
中心テーマに、現代社会が直面する様々な課題を発見し、社会階層
・エスニシティ・移民といった分析軸からその課題を実証的・論理
的に分析、広い視野と多角的視点にたち解決策を考察していきます
。

講義終了後に教室で受け付けます

木２

社会学の考え方（ものの見方）と方法を学びながら、ゼミで共有す
る調査テーマを追究していきます。
同時に、4年次の卒業研究に向けて、個人の研究テーマも探求して
いきましょう。フィールドで見たり考えたりしたこと、本や資料を
見て考えたことを、ゼミの仲間とじっくり議論し、新しい知性を生
みだす、そんなゼミのあり方目指します。

①社会科学的思考を身につけながら、社会学の各領域についての見識を深める。
②社会調査の基礎をふまえ、ゼミで共有する研究テーマを、データに基づいて追究することができる。
③現代世界のさまざまな社会的課題・社会現象に関心を広くもつことができる。
④個人の研究テーマを探求・設定することができる。

①専門分野における調査・研究能力の育成、卒論作成を目的とした
「演習科目」。②社会調査士資格認定                       ［　　　　　／演習］

イントロダクション

ゼミで共有する研究テーマの選定

ゼミで共有する研究テーマの展開

受講生による報告と討論（文献報告）

受講生による報告と討論（文献報告）

受講生による報告と討論（文献報告）

受講生による報告と討論（文献報告）

受講生による報告と討論（文献報告）

受講生による報告と討論（プレ調査報告）

受講生による報告と討論（プレ調査報告）

受講生による報告と討論（プレ調査報告）

受講生による報告と討論（プレ調査報告）

受講生による報告と討論（プレ調査報告）

調査実習の準備

調査実習の準備

後期ガイダンス（学籍番号が奇数の学生）

後期ガイダンス（学籍番号が偶数の学生）

受講生による報告と討論（実習中間報告）（学籍番号が奇数の学生）

受講生による報告と討論（実習中間報告）（学籍番号が偶数の学生）

受講生による報告と討論（実習中間報告）（学籍番号が奇数の学生）

受講生による報告と討論（実習中間報告）（学籍番号が偶数の学生）

調査報告書草稿の提出（オンライン提出）

調査報告書の校正・推敲（学籍番号が奇数の学生）

調査報告書の校正・推敲（学籍番号が偶数の学生）

調査報告書の校正・推敲（オンライン）

受講生による報告と討論（個人の研究テーマ発表）（学籍番号が奇数の学生）

受講生による報告と討論（個人の研究テーマ発表）（学籍番号が偶数の学生）

受講生による報告と討論（個人の研究テーマ発表）（学籍番号が奇数の学生）

受講生による報告と討論（個人の研究テーマ発表）（学籍番号が偶数の学生）

調査報告書の完成・提出（オンライン提出）

1年間のふりかえり（前半45分学籍番号奇数の学生、後半45分学籍番号偶数の学生）

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

崎濱　佳代
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①共通の研究テーマに関する知識・情報を増やし理解・思考を深めるために、文献調査や読解、事前調査を授業

平常点および報告・討論への参加姿勢（30％）、グループでの調査と報告（実習）および実習報告書（ゼミレポ
ート）（40％）、個人研究レポートの内容（30％）に基づいて総合的に評価する。

授業で適宜紹介します。

に合わせて主体的に行うこと。
②本演習で共有するテーマとは一見関係ないと思われる、沖縄や世界の社会的課題について、各自で主体的に知
識を得ること。
③調査実習はグループワークを軸とする。受講生は、調査の企画設計から実査、報告書作成までの社会調査の全
過程に主体的・協力的に取組むこと。他のゼミ生との共同作業であることを自覚し、協同性を磨くこと。調査倫
理に則った節度のある行動を行うこと。

(次のステージ）演習Ⅱ
(関連する科目）領域演習・社会平和領域、ジェンダー論、国際社会学、社会学理論、マスコミ論、家族社会学
、都市社会学、南島社会学、アジア社会論、社会調査法Ⅰ・Ⅱ、社会統計学Ⅰ・Ⅱ
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演習Ⅰ

３年

通年 4

本演習は、2年次の領域演習で学んだ内容を踏まえながら、フィー
ルドでの調査研究を通して、平和学の視点と調査方法を習得する。
また、4年次の演習Ⅱ（卒業論文作成）にもつながるよう、テーマ
設定の手法（問いの立て方）についても学んでいく。

オフィスアワーおよび学内メールで随時対応
する。

木２

フィールドでの調査や報告書のまとめを通して、自身の問題関心の
幅を広げ、卒業論文で取り組むテーマを掘り下げ、探っていってほ
しい。

演習を通した到達目標は以下の3つとなる。
（１）自らでテーマを設定し、必要とされる調査方法を実践・習得できるようになる。
（２）調査で得られた結果について的確にまとめ、資料作成や報告を行うことができるようになる。
（３）上のような作業に取り組むことを通して、卒業論文で扱うテーマを絞り込むことができる。

専門分野における調査・研究能力を育成するための演習科目
                      ［　　　　　／演習］

演習の年間スケジュールと課題についてのガイダンス

調査実習のテーマ案に関するディスカッション①（ブレインストーミング）

調査実習のテーマ案に関する報告①

調査実習のテーマ案に関する報告②

調査実習のテーマ案に関する報告③

調査実習のテーマに関するディスカッション②（テーマ案の報告を受けたディスカッション）

調査実習のテーマに関する文献・資料報告①

調査実習のテーマに関する文献・資料報告②

調査実習のテーマに関する文献・資料報告③

調査計画案の報告とディスカッション①

調査計画案の報告とディスカッション②

調査計画案の報告とディスカッション③

調査実習に向けた準備①（事前調査の内容やアポイントの実施状況などを確認）

調査実習に向けた準備②（事前調査の内容やアポイントの実施状況などを確認）

調査実習の実施に向けた諸確認

調査実習の概要報告と報告書作成に向けた検討①

調査実習の概要報告と報告書作成に向けた検討②

調査実習の概要報告と報告書作成に向けた検討③

報告書の構成案の報告とディスカッション①

報告書の構成案の報告とディスカッション②

報告書の構成案の報告とディスカッション③

報告書作成の進捗報告

報告書作成の進捗報告と統一事項などの確認

卒論に向けたテーマ案の報告とディスカッション①

卒論に向けたテーマ案の報告とディスカッション②

卒論に向けたテーマ案の報告とディスカッション③

卒論のテーマ案に関連する文献・資料の概要報告①

卒論のテーマ案に関連する文献・資料の概要報告②

卒論のテーマ案に関連する文献・資料の概要報告③

卒論執筆の注意事項やスケジュールの確認

配布資料の精読

調査実習のテーマ案の検討

報告の準備

報告の準備

報告の準備

報告資料の精読とテーマ案の検討

文献・資料調査と報告の準備

文献・資料調査と報告の準備

文献・資料調査と報告の準備

関連情報の収集と報告の準備

関連情報の収集と報告の準備

関連情報の収集と報告の準備

調査実習に向けた準備

調査実習に向けた準備

配布資料の精読

調査実習のまとめと報告の準備

調査実習のまとめと報告の準備

調査実習のまとめと報告の準備

報告書の作成と進捗報告の準備

報告書の作成と進捗報告の準備

報告書の作成と進捗報告の準備

報告書の作成と進捗報告の準備

報告書の作成と配布資料の精読

卒論のテーマ案の検討と報告の準備

卒論のテーマ案の検討と報告の準備

卒論のテーマ案の検討と報告の準備

文献・資料調査と報告の準備

文献・資料調査と報告の準備

文献・資料調査と報告の準備

配布資料の精読

秋山　道宏
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演習では、講義と異なり、調査テーマの設定から調査の実施、そして、報告書のまとめまで主体的に取り組む姿

参加態度30％、報告・課題の内容70％

テキストは特に指定しない。

勢が必要となる。グループやゼミでのディスカッションの場を大切にし、課題について協力して取り組んでほし
い。

調査実習のテーマに応じて、その都度必要な文献や資料について紹介する。

4年次の演習Ⅱにつながる。
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演習Ⅰ

３年

通年 4

本講義は３年次を対象とし、近現代史研究を専攻とするゼミです。
前期には南島地域に関する近現代史の専門知識の修得し、夏期休業
期間に実施する実習の準備をおこないます。実習を通じて史料収集
と読解の技能を学んだうえで、後期には収集した史料の翻刻を基軸
とする報告書を作成する一方で、卒業論文作成に向けた各自の調査
テーマの設定と先行研究の調査・報告をおこないます。

研究室（5434）、またはfujinami@okiu.ac.j
p

木２

歴史研究は史料の読解が中心となるため、地道な作業が多くなりま
す。そうした作業に集中して取り組む根気強さが必要となります。
その一方で、歴史的事象が発生した現場へのフィールドワークにも
積極的に取り組んで、五感をフル活用して歴史理解を深めましょう
。

（１）南島地域に関する近現代史の専門的な知識を修得することができる。
（２）近現代史に関する史料の読解に、積極的に取り組むことができる。
（３）自らの研究課題に関する先行研究を調査し、まとめることができる。
（４）自らの卒業論文作成に向けて、研究課題を設定し、研究計画を作成することができる。

専門分野における調査・研究能力を育成し、卒業論文作成を目的と
する「演習科目」                       ［　　　　　／演習］

04/08 ガイダンス

04/15 実習調査の概要確認、要旨報告の準備

04/22 フィールドワーク①（宜野湾市立博物館）

05/06 文献の要旨報告①

05/13 文献の要旨報告②

05/20 文献の要旨報告③

05/27 文献の要旨報告④

06/03 文献の要旨報告⑤

06/10 文献の要旨報告⑥

06/17 文献の要旨報告（予備）、史料読解の準備

06/30 フィールドワーク②（資料保存機関）

07/07 史料読解演習①

07/14 史料読解演習②

07/21 史料読解演習③

07/28 前期振り返り、実習の確認、卒論仮テーマの設定

09/30 後期ガイダンス、文献リストの作成

10/07 第１回報告：先行研究について①

10/14 第１回報告：先行研究について②

10/21 第１回報告：先行研究について③

10/28 第１回報告：先行研究について④

11/04 第１回報告：先行研究について⑤

11/11 第２回報告：研究史の整理と研究課題について①

11/18 第２回報告：研究史の整理と研究課題について②

12/09 第２回報告：研究史の整理と研究課題について③

12/16 第２回報告：研究史の整理と研究課題について④

12/23 第２回報告：研究史の整理と研究課題について⑤

01/13 研究課題の確定

01/13 調査計画書の作成①

01/20 調査計画書の作成②

01/27 まとめ、春季休業の過ごし方

卒業論文発表会への参加（日程未定）

シラバス内容の理解

配付資料精読

報告書原稿の提出

テキスト精読／報告準備

テキスト精読／報告準備

テキスト精読／報告準備

テキスト精読／報告準備

テキスト精読／報告準備

テキスト精読／報告準備

テキスト精読／報告準備

報告書原稿の提出

配布資料精読／課題提出

配布資料精読／課題提出

配付資料精読／課題提出

仮テーマの選定／実習の準備

先行研究の収集、読み込み

報告準備／先行研究調査

報告準備／先行研究調査

報告準備／先行研究調査

報告準備／先行研究調査

報告準備／先行研究調査

報告準備／先行研究調査

報告準備／先行研究調査

報告準備／先行研究調査

報告準備／先行研究調査

報告準備／先行研究調査

研究課題の確定

調査計画書の検討

調査計画書の検討

調査計画書の提出

発表会の準備・運営

藤波　潔
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①　２年次対象の領域演習の単位を修得済みで、演習Ⅰの振り分けで近現代史ゼミに配属されていること。

到達目標（１）の評価：レポート課題（10％）、文献の要旨報告（30％）
到達目標（２）の評価：史料読解に関する課題（20％）
到達目標（３）の評価：後期の２回の報告（30％）
到達目標（４）の評価：調査計画書の作成（10％）

特定のテキストは使用しません。

②　夏期休業中に実施する実習の計画、準備、実習後の報告書作成も併行して実施する。
③　南島地域の近現代史に関する文献を、積極的に読み込むこと。
④　日本、中国、台湾といった周辺地域の歴史にも、関心をもって学ぶこと。
⑤　対面授業を基本とするが、状況に応じてteamsによる遠隔授業とする。　

要旨報告に用いる文献については、講義の最初に提示します。

演習Ⅰおよび実習の成果を踏まえて、演習Ⅱで卒業研究に取り組んでもらいます。
また、歴史領域の発展科目はもちろんのこと、社会・平和領域、民俗・人類学領域の発展科目や異文化理解科目
のなかで、自らの研究課題に隣接するものは積極的に履修することを勧めます。

読解する史料は、複写して配布します。

2
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演習Ⅰ

３年

通年 4

　本演習の目的は、実際に現地調査を通じて収集した資料を整理・
検討し、個別テーマに関する報告書を完成させることにある。前期
には、調査予定する地域の社会・文化ならびに具体的な調査テーマ
に関する文献を輪読し、調査に備える。後期には、夏休み行った調
査実習の成果を整理し、報告書の完成を目指す。

nishigaki@okiu.ac.jp

木２

　①テーマ設定→②関連情報の収集・検討→③フィールドワーク→
④調査データの整理・分析・発表（他者への説明・説得）。このプ
ロセスを大学時代に経験することは、学生たちが本学卒業後どの分
野に進もうとも、必ず役に立つはずである。社会文化学科の真骨頂
であるフィールドワークから、ぜひ多くのことを学んで欲しい。

　沖縄文化の諸トピックに関する知識を文献研究ならびにフィールドワークを通じて学び、それを説得的な形で整理・発表する作法を
身に着ける。

沖縄の文化を周辺アジア地域との比較において理解するための前段
階として、現地調査・論文作成の基礎を学び、実践する。                       ［　　　　　／演習］

ガイダンス

レポート／調査報告／学術論文作法（１）

レポート／調査報告／学術論文作法（２）

班分け／調査テーマ設定

調査計画の策定

沖縄文化関連文献の輪読（１）

沖縄文化関連文献の輪読（２）

沖縄文化関連文献の輪読（３）

沖縄文化関連文献の輪読（４）

沖縄文化関連文献の輪読（５）

アジア・人類学関連文献の輪読（１）

アジア・人類学関連文献の輪読（２）

アジア・人類学関連文献の輪読（３）

調査項目の設定（１）

調査項目の設定（２）

（予備日）

班毎の調査成果発表（１）

班毎の調査成果発表（２）

班毎の調査成果発表（３）

班毎の調査成果発表（４）

補足関連文献の検討（１）

補足関連文献の検討（２）

補足関連文献の検討（３）

調査報告書の作成（１）

調査報告書の作成（２）

調査報告書の作成（３）

調査報告書の作成（４）

調査報告書の印刷・製本（１）

調査報告書の印刷・製本（２）

調査報告発表・検討会

（予備日）

調査実習の重要性を学ぶ。

興味あるテーマを献索する。

関心あるテーマの論文を探す。

調査テーマを準備する。

調査計画について討議する。

関連文献を読み要約する。

関連文献を読み要約する。

関連文献を読み要約する。

関連文献を読み要約する。

関連文献を読み要約する。

関連文献を読み要約する。

関連文献を読み要約する。

関連文献を読み要約する。

調査項目を考える。

調査項目を考える。

班発表を準備する。

班発表を準備する。

班発表を準備する。

班発表を準備する。

関連文献を読み要約する。

関連文献を読み要約する。

関連文献を読み要約する。

班で集まって作業を進める。

班で集まって作業を進める。

班で集まって作業を進める。

班で集まって作業を進める。

ゼミ生全員で印刷作業をする。

ゼミ生全員で印刷作業をする。

発表・検討会の準備をする。

石垣　直
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　各自の身の回りあるいは沖縄各地で行われている祭りや行事などに関心を持ち、その内容を自身で調べてみよ

　ゼミ内の小課題（30％）、授業への参加姿勢（20％）、報告書の内容・成果（50％）。
　

演習の中で適宜紹介する。

う。またその際、こうした祭りや習俗がどのような歴史の中ではぐくまれてきたのか、そして周辺地域と比較し
た場合の特徴とは何なのかを考えてみよう。

　本演習で学んだ内容は、4年次の演習Ⅱ（卒論演習）でさらに活かされることになる。なお、フィールドワー
クで調査する項目に関連した科目、ならびに調査スキルやライティング・スキルの向上に関連した科目の履修も
推奨する。
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演習Ⅱ

４年

通年 4

１）自ら選択したテーマで専門領域論文を執筆することができる。
２）遺跡調査報告書編集作成で代替することも可。

月１

いよいよ研究領域に足を踏み入れます。関心のあるひとつのテーマ
に向かって調査・研究し，論理的に文化復元を行う，大学生活の集
大成です。

１）専門領域論文を作成することができる。
２）あるいは自ら計画し編集した遺跡調査報告書を作成することができる。
３）南島文化を論理的に復元できる。

南島を中心とした専門領域の研究思考・研究法を深く学ぶ。
                      ［　　　　　／演習］

ガイダンス（卒論テーマ設定，計画書など）

卒論テーマ案と計画書の提出，修正　１

卒論テーマ案と計画書の提出，修正　２

卒論テーマ案と計画書の提出，修正　３

進捗状況報告　１

進捗状況報告　２

進捗状況報告　３

進捗状況報告　４

進捗状況報告　５

進捗状況報告　６

進捗状況報告　７

進捗状況報告　８

進捗状況報告　９

進捗状況報告　１０

夏季休暇中の計画書作成，提出

中間報告　１

中間報告　２

中間報告　３

中間報告　４

論文作成指導　１

論文作成指導　２

論文作成指導　３

論文作成指導　４

論文作成指導　５

論文作成指導　６

論文作成指導　７

論文作成指導　８

論文作成指導　９

論文作成指導　１０

論文最終確認

卒論発表会

シラバス・配布資料精読

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時学会・研究会への積極的参加。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

随時遺跡・遺物の資料調査を行う。

日程未定

新里　貴之
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①「履修の心構え」

課題提出（90％）と平常点（10％）を加えて総合的に成績評価する。

１）テキスト：なし。

　出欠確認については，毎回厳格に実施する（遅刻・欠席は事前の[直前ではない]連絡が必要）。
　
②「学びを深めるために」
　人文科学系の論文の書き方に関する図書を読む。

２）参考文献：各自のテーマに沿った書籍を推薦する。

　実際にモノをみることが基本的姿勢。
　情報を得るために各研究機関，調査機関に足を運ぶこと。

次のステージ：卒業論文をもとに追補して，研究雑誌などに積極的に投稿して欲しい。
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演習Ⅱ

４年

通年 4

本講義は４年次を対象とした、近現代史研究を専攻とするゼミです
。演習Ⅰで修得した知識、技能を前提として、卒業論文を作成する
ことをめざし、前期には史料内容、後期には卒業論文の実際の執筆
内容について報告してもらいます。

研究室（5434）、もしくはfujinami@okiu.ac
.jp

水１

卒業論文作成の道のりは、とても大変です。就職活動や各種実習も
あり、大変忙しい１年になります。また、感染状況によって研究活
動が制約される可能性もありますので、計画的かつ積極的に取り組
み、早めに作業を進めるようにしてください。

（１）自らの卒論テーマに関する専門的な知識を十分修得することができる。
（２）自らの卒論テーマに関する歴史資料を収集し、正確に読解できる。
（３）自らの卒論テーマに関する調査を行い、その内容について論理的に報告できる。
（４）他者の報告に対して、建設的な意見を述べることができる。
（５）歴史学の作法に基き、論理的かつ実証的な卒業論文を作成できる。

専門分野における調査・研究能力を育成し、卒業論文作成を目的と
する「演習科目」                       ［　　　　　／演習］

04/07 史料に関する補充調査

04/14 ガイダンス

04/21 調査の進捗状況の報告、史料報告の方法確認

04/28 史料に関する１次報告①

05/12 史料に関する１次報告②

05/19 史料に関する１次報告③

05/26 史料に関する１次報告④

06/02 史料に関する補充調査①

06/09 史料に関する補充調査②

06/16 史料に関する補充調査③

06/30 史料内容に関する２次報告①

07/07 史料内容に関する２次報告②

07/14 史料内容に関する２次報告③

07/21 史料内容に関する２次報告④

07/28 史料内容に関する２次報告（予備）、夏期休業中調査の検討・確認

09/29 後期ガイダンス

10/06 報告準備

10/13 卒論中間報告①

10/20 卒論中間報告②

10/27 卒論中間報告③

11/03 卒論中間報告④

11/10 卒論中間報告（予備日）

11/17 卒論最終報告①

12/01 卒論最終報告②

12/08 卒論最終報告③

12/15 卒論最終報告④

12/22 卒論最終報告（予備日）、卒論執筆に関する最終確認

01/05 卒業論文の執筆と添削①

01/12 卒業論文の執筆と添削②

01/19 卒業論文の最終確認

卒業論文発表会への参加（日程未定）

史料調査／収集史料の読解

シラバスの精読

史料調査／収集史料の読解

報告準備／史料の内容把握

報告準備／史料の内容把握

報告準備／史料の内容把握

報告準備／史料の内容把握

史料調査／収集史料の読解

史料調査／収集史料の読解

史料調査／収集史料の読解

報告準備／史料の内容把握

報告準備／史料の内容把握

報告準備／史料の内容把握

報告準備／史料の内容把握

報告準備／史料の内容把握

報告準備

報告準備／補充調査

報告準備／補充調査

報告準備／補充調査

報告準備／補充調査

報告準備／補充調査

報告準備／補充調査

報告準備／卒論の執筆

報告準備／卒論の執筆

報告準備／卒論の執筆

報告準備／卒論の執筆

報告準備／卒論の執筆

卒論の執筆

卒論の執筆

卒論の執筆／最終点検

卒業論文集の作成

藤波　潔
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①　特別の場合を除いて、藤波担当の演習Ⅰの単位を修得済みの者が履修できます。

到達目標（１）の評価：卒論中間報告の内容（20％）
到達目標（２）の評価：史料内容に関する２回の報告（20％）
到達目標（３）の評価：卒論最終報告の内容（20％）
到達目標（４）の評価：ゼミでの発言内容（10％）
到達目標（５）の評価：卒業論文の提出（30％）

特定のテキストは使用しません。

②　卒論テーマに応じた史料の収集を自ら積極的におこなうこと。
③　史料の精読は地道で時間のかかる作業なので、早めに取り組むこと。
④　報告が中心となるので、準備をきちんと整えた上でゼミに参加すること。
⑤　対面授業を基本としますが、状況に応じてteams等を利用した遠隔授業となる場合があります。

参考文献については、個別に紹介します。

卒業論文作成を目指すこのゼミは、社会文化学科での４年間の学びの最終段階です。ゼミにしっかり取り組んだ
ことを自信として、社会に羽ばたいてください。

2
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演習Ⅱ

４年

通年 4

本演習の目的は、領域演習（2年生）と演習＆実習（3年生）で学ん
できた成果を踏まえ、各ゼミ生自らが設定する研究テーマにそって
、文献収集・研究、調査計画の策定、実地調査、調査・研究成果の
整理・分析をへて、卒業論文を作成することにある。夏休みなどを
利用して各自で現地調査を実施し、後期には調査・研究成果の発表
・議論をへて卒業論文の作成・編集を目指す。

nishigaki@okiu.ac.jp

木１

　本学科の核心は、「沖縄」の社会・文化を幅広く理解することに
あり、フィールドワークを踏まえて作成される卒業論文は、その集
大成である。ぜひ、沖縄の社会・文化をミクロな視点で学ぶ姿勢と
ともに、他地域との比較を通じて鳥瞰的かつマクロな視点から「沖
縄」を理解する視座を身に着けてほしい。

　沖縄の社会・文化に対する基礎的な学びを深めると同時に、周辺アジア地域との比較という視点から沖縄の歴史と現在を理解する。

人類学ゼミの卒業論文では、沖縄の社会・文化を、周辺アジア地域
との比較という観点から考察し理解を深めることが、求められる。                      ［　　　　　／演習］

ガイダンス

テーマ設定（１）

テーマ設定（２）

学術論文作法

アジア・人類学関連文献の輪読（１）

アジア・人類学関連文献の輪読（２）

アジア・人類学関連文献の輪読（３）

文献研究（１）

文献研究（２）

文献研究（３）

文献研究（４）

文献研究（５）

文献研究（６）

調査計画、質問事項等の作成（１）

調査計画、質問事項等の作成（２）

（予備日）

ガイダンス

調査成果発表と質疑応答（１）

調査成果発表と質疑応答（２）

調査成果発表と質疑応答（３）

調査成果発表と質疑応答（４）

中間発表会（１）

中間発表会（２）

論文作成・指導（１）

論文作成・指導（２）

卒業論文仮提出

論文作成・指導（３）

論文作成・指導（４）

論文作成・指導（５）

論文作成・指導（６）

卒業論文発表会

卒論を構想し、文献を探す。

卒論のテーマを考える。

卒論のテーマを考える。

論文作成の作法を理解する。

関連文献を要約する。

関連文献を要約する。

関連文献を要約する。

関連文献を要約し発表する。

関連文献を要約し発表する。

関連文献を要約し発表する。

関連文献を要約し発表する。

関連文献を要約し発表する。

関連文献を要約し発表する。

研究計画＆質問事項を考える。

研究計画＆質問事項を考える。

調査成果をまとめる。

調査成果の発表準備をする。

調査成果の発表準備をする。

調査成果の発表準備をする。

調査成果の発表準備をする。

中間発表会の準備をする。

中間発表会の準備をする。

卒論を執筆する。

卒論を執筆する。

卒論草稿を作成する。

卒論を執筆・推敲する。

卒論を執筆・推敲する。

卒論を執筆・推敲する。

卒論を執筆・推敲する。

卒論発表の準備をする。

石垣　直
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　日本の他府県はもちろんのこと、周辺アジア地域の情報に関心をもち、常に沖縄を内側と外側という視点から

　出席・授業への参加姿勢（40％）、調査成果・論文評価（60％）。
　卒業論文の内容はもとより、各ゼミ生の出席および演習への参加姿勢を重視して総合的に評価する。

　演習のなかで適宜紹介。

考える習慣をつけよう。それを繰り返すことが「沖縄の再発見」につながるはずである。多様な情報をゲットす
るために欠かせないのが語学能力である（e.g. 英語、中国語、韓国語、etc.）

　卒業後、どの分野に進むにしても、①テーマを設定し、②それに関連する情報を調べ、③実際に現場を取材・
理解し、④その成果をまとめて発表し、⑤他者に説明・説得するするという作業を重要である。その意味で、本
ゼミで学んだ知識や経験は、必ずやあなたが社会に出たときに活きてくるはずである。

2
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演習Ⅱ

４年

通年 4

各自が定めた卒論のテーマ、フィールド、方法、資料に基づいて卒
業論文の構想と執筆を進める。前期と後期に１回ずつ中間報告を行
い、より高い水準での論文の完成を目指す。

t.oikawa@okiu.ac.jp

水１

民俗学の論文はその議論の内容のみならず、そこに記された民俗誌
自体が後世へのかけがえのない記録となる。丁寧に取り組むこと。

論文の完成を目標とする。そのためには、先行研究を踏まえた適切な問題設定、十分な資料の収集と整理・記述、論理的な分析と明晰
な表現、の実現が求められる。

専門分野の調査・研究能力を育成し、卒業論文を作成する演習科目
である                       ［　　　　　／演習］

イントロダクション　このゼミの進め方と評価の仕方

卒論構想報告①　文献リストの検討と先行研究レビュー

卒論構想報告②　文献リストの検討と先行研究レビュー

卒論構想報告③　文献リストの検討と先行研究レビュー

卒論構想報告④　先行研究レビュー・フィードバック

卒論構想報告⑤　先行研究レビュー・フィードバック

卒論構想報告⑥　先行研究レビュー・フィードバック

卒論構想報告⑦　調査項目の検討

卒論構想報告⑧　調査項目の検討

卒論構想報告⑨　調査項目の検討

卒論構想報告⑩　調査項目のフィードバック

卒論構想報告⑪　調査項目のフィードバック

卒論構想報告⑫　調査項目のフィードバック

全体進捗確認

全体進捗確認　後期まとめ

予備日

（対）後期ガイダンス

（対）卒論進捗報告①　民族誌のチェック

（対）卒論進捗報告②　民族誌のチェック

（対）卒論進捗報告③　民族誌のチェック

（対）卒論進捗報告④　民族誌のチェック

（対）卒論進捗報告⑤　分析・論理のチェック

（対）卒論進捗報告⑥　分析・論理のチェック

（対）卒論進捗報告⑦　分析・論理のチェック

（対）卒論進捗報告⑧　分析・論理のチェック

（対）卒論進捗報告⑨　分析・論理のチェック２

（対）卒論進捗報告⑩　分析・論理のチェック２

（対）卒論最終指導①　形式と倫理のチェック

（対）卒論最終指導②　形式と倫理のチェック

（対）卒業研究のプレゼンテーション

（対）卒論報告会

文献リストおよびレビューの作成

文献リスト・レビューの修正

文献リスト・レビューの修正

文献リスト・レビューの修正

文献リスト・レビューの完成

文献リスト・レビューの完成

調査項目の作成

調査項目の作成

調査項目の作成

調査項目の修正

調査項目の修正

調査項目の修正

調査項目の修正

調査計画書の作成

卒論に向けた各自の調査

民族誌を提出する

民族誌叙述のフィードバック

民族誌叙述のフィードバック

民族誌叙述のフィードバック

考察パートを提出する

考察内容へのフィードバック

考察内容へのフィードバック

考察内容へのフィードバック

考察内容へのフィードバック

考察内容へのフィードバック

考察内容へのフィードバック

記述を整えて論文を完成させる

記述を整えて論文を完成させる

報告会のプレゼンを作成する

及川　高
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卒業論文の進捗を定期的にチェックし、文章化したものの提出を求めていく。具体的には①文献リストの作成と

卒業論文への取り組みに対して評価を与える。具体的には、①適切な研究プログラムの構想と進行（20％）、②
密度ある中間報告の作成とプレゼンテーション（30％）、③先行研究を踏まえた適切な問いの提示（10％）、④
十分なリサーチに基づいたデータの収集と記述（30％）、⑤論理的かつ説得性を具えた新規性ある結論の提示（
10％）、の５点より評価する。先行研究の消化（③）と斬新な結論（⑤）に期待するが、まずはしっかり研究計
画を立てて遂行し（①）、密度ある中間報告（②）と丁寧な調査データの収集（④）を求める。

卒業論文の先行研究にあたる文献等は各自で収集し、リストにまとめることが求められる。教員と相談しながら

レビュー、②調査項目案、③調査計画書、④民族誌パート、⑤考察パート、を学期中に提出してもらう。無為に
時間を過ごすことのないように、少しずつでも確実に作業を進めること。ゼミの場ではこれらについて議論し、
それらを各自でフィードバックして卒論のかたちに近づけていく。

作業を進めること。

世界

2
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演習Ⅱ

４年

通年 4

本演習のねらいは、大学生活の集大成である卒業論文を、先行研究
の引用史料や指摘を丁寧に踏まえ、史料を適切・効果的に用いたう
えで説得力のある論点を提示できるよう指導するところにあります
。前期では主に関連史料の読解と解釈、後期では卒業論文での指摘
と論点について報告してもらいます。

水曜日２限のオフィスアワーに研究室（５４
２２）で受け付けます。

水１

卒業論文のテーマに関わる報告がある学内外の研究会やシンポジウ
ムに積極的に参加してください。アンテナの感度を高めておけば、
報告や議論からヒントをつかめることもありますよ。

先行研究の指摘を丁寧に踏まえ、史料を適切・効果的に用いた説得力のある卒業論文を作成できるようになる。

専門分野における調査・研究能力を育成し、卒業論文作成を目的と
する演習科目に当たります。                       ［　　　　　／演習］

イントロダクション、前期の授業計画と報告日程の確認、『回顧と展望』の紹介

卒業論文の課題に関する報告①

卒業論文の課題に関する報告②

報告レジュメ作成要領の確認

卒業論文準備報告１）と質疑応答―先行研究における引用史料の読解と解釈―①

同上②

同上③

論文の構成について―序論・本論・結論の関係―

報告レジュメ作成要領の確認

卒業論文準備報告２）と質疑応答―先行研究における指摘の再検討―①

同上②

同上③

タイトルと章立てについて

前期のまとめ

後期報告日程の確認、卒業論文タイトル（仮）の提出

後期の授業計画と報告レジュメ作成要領の確認

章立て案の発表

論文の構造について―論点と課題の関係―

卒業論文準備報告３）と質疑応答―史料に基づく指摘―①

同上②

同上③

同上④

卒業論文様式と書式の説明

報告レジュメ作成要領の確認

卒業論文準備報告４）と質疑応答―論点の提示と課題の再設定―①

同上②

同上③

同上④

卒業論文の最終確認―課題と結論の整合性―

後期のまとめ

（対）卒業論文発表会と『卒業論文集』刊行に向けて

到達目標を理解する

報告の準備をする

報告の準備をする

報告のポイントを理解する

史料と報告の準備をする

史料と報告の準備をする

史料と報告の準備をする

論文の構成を再確認する

報告のポイントを理解する

報告の準備をする

報告の準備をする

報告の準備をする

章立てを考え始める

各自の進捗状況を把握する

納得のいくタイトルを考える

報告のポイントを理解する

メンバーの章立てを参考にする

論文の構造を再確認する

史料と報告の準備をする

史料と報告の準備をする

史料と報告の準備をする

史料と報告の準備をする

卒業論文の書式を理解する

報告のポイントを理解する

報告の準備と卒業論文を執筆する

報告の準備と卒業論文を執筆する

報告の準備と卒業論文を執筆する

報告の準備と卒業論文を執筆する

卒業論文を執筆する

卒業論文の構成を再確認する

卒論発表会での報告の準備をする

深澤　秋人
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・先行研究と関連史料の把握に寸暇を惜しまず励んでください。

卒業論文準備報告および質疑応答に取り組む姿勢（６０％）と報告レジュメの内容および完成度（４０％）によ
って総合的に評価します。

【テキスト】教科書は使用しません。参考資料は必要に応じて配布します。

・「古文書講読Ⅰ・Ⅱ」をまだ履修していなければ半期でも受講してください。
・卒業論文の作成と提出だけでなく、卒論発表会での報告および『卒業論文集』の刊行までが「演習Ⅱ」だと心
得てください。

【参考文献】各自のテーマに関する参考文献の紹介は個別に対応します。

「古文書講読Ⅰ・Ⅱ」および「沖縄前近代史Ⅰ・Ⅱ」の受講を求めます。

2
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回 テーマ 時間外学習の内容

21

演習Ⅱ

４年

通年 4

本演習では、学生各自の関心にもとづいて研究テーマを設定し、主
体的に調査・分析を行い、先行研究の知見にも目を配りながら、論
理的・実証的記述により、卒業論文作成を行うことを目指します。

講義終了後に教室で受け付けます

木１

現代社会が直面するさまざまな課題を発見し、移民・エスニシティ
・社会階層といった分析軸をすえなが
ら、その課題を実証的・論理的に分析しましょう。フィールドで見
たり考えたりしたこと、本や資料を見て考えたことを、ゼミの仲間
とじっくり議論し、卒業研究につながる知性を生みだす、そんなゼ
ミのあり方を目指します。

①個人の研究テーマを設定し、主体的に調査研究を行うことができる。
②自分の研究課題について、実証的・論理的に説明できる。
③ゼミで研究報告を行い、学生同士で意見交換を行うことができる。
④学術的ルールに則って、自分の研究課題を追究した卒業論文を書くことができる。
⑤卒論発表会（口頭試問）における質疑に適切に応答できる。

専門分野における調査・研究能力を育成し、卒業論文作成を目的と
した「演習科目」です。                       ［　　　　　／演習］

イントロダクション

講義:卒論作成までのプロセス

講義:卒論の書き方

受講生による報告と討論（論文概要）

受講生による報告と討論（論文概要）

受講生による報告と討論（論文概要）

受講生による報告と討論（論文概要）

受講生による報告と討論（論文概要）

受講生による報告と討論（論文概要）

受講生による報告と討論（論文概要）

受講生による報告と討論（論文概要）

受講生による報告と討論（論文概要）

受講生による報告と討論（論文概要）

受講生による報告と討論（論文概要）

前期のふりかえりと夏期休暇中の研究計画報告

後期イントロダクション（学籍番号が奇数の学生）

後期イントロダクション（学籍番号が偶数の学生）

受講生による報告と討論（中間報告）（学籍番号が奇数の学生）

受講生による報告と討論（中間報告）（学籍番号が偶数の学生）

受講生による報告と討論（中間報告）（学籍番号が奇数の学生）

受講生による報告と討論（中間報告）（学籍番号が偶数の学生）

受講生による報告と討論（中間報告）（学籍番号が奇数の学生）

受講生による報告と討論（中間報告）（学籍番号が偶数の学生）

卒業論文仮提出（オンライン提出）

卒業論文校正・推敲（原稿指導）（学籍番号が奇数の学生）

卒業論文校正・推敲（原稿指導）（学籍番号が偶数の学生）

卒業論文校正・推敲（原稿指導）（学籍番号が奇数の学生）

卒業論文校正・推敲（原稿指導）（学籍番号が偶数の学生）

卒業論文提出

卒業論文発表会（形式未定）

卒業論文集完成（形式未定）

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

崎濱　佳代
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①各自の研究テーマに関する知識・情報を増やし理解・思考を深めるために、指示された課題に積極的に対応し

平常点（30％）、研究報告の内容・討論への参加姿勢（30％）、卒業論文への取組みと内容（40％）で総合的に
評価する。

①授業で配布する「卒論作成までのプロセス」「卒論の書き方」「卒論のしおり（改訂版）」および『社会学評

社,2006)、早稲田大学出版部編『卒論・ゼミ論の書き方（第2版）』（早稲田大学出版部,2002)など。

、文献精読および社会調査を、授業に合わせて主体的に行ってくること。
②他のゼミ生の研究テーマについて、自分の研究テーマや関心にひきつけて、意見が述べられるようにすること
。
③新聞と文献を継続してしっかり読むこと。

論スタイルガイド』を共通テキストとする。

③個人の研究テーマに関する参考文献は、授業で適宜紹介する。

（関連する演習科目）演習Ⅰ
（関連する講義科目）ジェンダー論、国際社会学、社会学理論、マスコミ論、家族社会学、都市社会学、南島社
会学、アジア社会論

②参考文献は、木下是雄『理科系の作文技術』(中央公論社,1981)、栩木伸明『卒論を書こう（第2版）』（三修

2
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演習Ⅱ

４年

通年 4

各自が選択したテーマに沿って考察と調査を進め、その成果を卒業
論文としてまとめることができるように、継続的に作業を進める。
そのために必要とされる研究方法の修得・資料の収集・調査の実践
について、ゼミの場で報告・議論しながら進めていく。

オフィスアワーおよび学内メール等で随時対
応する。

木１

学部4年間の集大成として、自身の設定したテーマにこだわり、大
いに知的好奇心を発揮して論文の完成まで取り組んでほしい。

卒業論文を作成するために必要とされる情報収集を自分自身の判断に基づいて行い、その成果を論文としてまとめ上げる思考力を身に
着ける。

専門的な学びの集大成として論文作成に取り組む。
                      ［　　　　　／演習］

課題とスケジュールの確認

卒論テーマ案の報告とディスカッション①

卒論テーマ案の報告とディスカッション②

卒論テーマ案の報告とディスカッション③

卒論テーマに関する文献調査の報告①

卒論テーマに関する文献調査の報告②

卒論テーマに関する文献調査の報告③

卒論テーマに関する調査内容の報告とディスカッション①

卒論テーマに関する調査内容の報告とディスカッション②

卒論テーマに関する調査内容の報告とディスカッション③

卒論テーマに関する調査内容の報告とディスカッション④

卒論テーマに関する調査計画の報告とディスカッション①

卒論テーマに関する調査計画の報告とディスカッション②

卒論テーマに関する調査計画の報告とディスカッション③

卒論テーマに関する調査計画の報告とディスカッション④

後期のスケジュール確認と夏季休暇中の調査内容の概要報告

夏季休暇中の調査内容についてのディスカッション①

夏季休暇中の調査内容についてのディスカッション②

夏季休暇中の調査内容についてのディスカッション③

夏季休暇中の調査内容についてのディスカッション④

卒論の構成案の報告とディスカッション①

卒論の構成案の報告とディスカッション②

卒論の構成案の報告とディスカッション③

卒論の執筆状況についての進捗報告とディスカッション①

卒論の執筆状況についての進捗報告とディスカッション②

卒論の執筆状況についての進捗報告とディスカッション③

卒論の執筆状況についての進捗報告とディスカッション④および卒論提出に向けた課題確認

卒論概要の報告①

卒論概要の報告②

卒論概要の報告③

配布資料の精読

報告の準備

報告の準備

報告の準備

文献調査と報告の準備

文献調査と報告の準備

文献調査と報告の準備

文献調査と報告の準備

文献調査と報告の準備

文献調査と報告の準備

文献調査と報告の準備

調査計画の検討と報告の準備

調査計画の検討と報告の準備

調査計画の検討と報告の準備

調査計画の検討と報告の準備

夏季休暇中の調査内容のまとめ

夏季休暇中の調査内容のまとめ

夏季休暇中の調査内容のまとめ

夏季休暇中の調査内容のまとめ

夏季休暇中の調査内容のまとめ

卒論の構成案の作成と報告の準備

卒論の構成案の作成と報告の準備

卒論の構成案の作成と報告の準備

報告の準備

報告の準備

報告の準備

報告の準備

報告の準備

報告の準備

報告の準備

秋山　道宏
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関連する文献や資料を主体的に調査・収集しながら卒論の方向性を定めていく作業が最も重要である。

参加姿勢30%、卒論作成の取り組みと報告内容70％

指定しない。（各自で積極的に資料・文献を集めること）
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学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

沖縄近現代史Ⅰ

２年

前期 2

本講義では、現在の沖縄の政治社会がいかに形成されたのかという
問題設定に基づいて、「琉球処分」から沖縄戦・米軍統治・「日本
復帰」を経て現在に至るまでを時期区分のうえ、各時期の特質に出
来事・事件の概要を位置づけながら解説する。その際に、沖縄近現

イントロダクション_本授業のねらいと全体像の説明

沖縄近現代史の概観①－アプローチの方法の紹介

沖縄近現代史の概観②－時期区分論と各時期の特質

「琉球処分」－琉球王国（藩）・清国政府・明治政府の関係

日清戦争前における沖縄の政治社会の変容－「旧慣温存」と琉球救国運動

日清戦争後における沖縄の政治社会の変容－「ヤマト化」の受容と反抗

大正期・昭和戦前期における沖縄の政治社会の変容

「帝国」日本における人口移動 -沖縄からの移民・出稼ぎを中心に

戦時体制下の沖縄－ジェンダー・少国民の動向

沖縄戦―地域住民の視点からのアプローチ

冷戦構造と沖縄戦後史－アジア諸地域との関連を視野に入れて

敗戦後の政治社会―琉球政府の設置まで

沖縄の基地建設－銃剣とブルドーザー・「島ぐるみ」土地闘争

「復帰」前後における政治社会の動向

「日本復帰」とその後

期末試験

シラバス・参考文献①②目次の精読

第01週に配布のプリントを参照

第02週に配布のプリントを参照

第03週に配布のプリントを参照

第04週に配布のプリントを参照

第05週に配布のプリントを参照

第06週に配布のプリントを参照

第07週に配布のプリントを参照

第08週に配布のプリントを参照

第09週に配布のプリントを参照

第10週に配布のプリントを参照

第11週に配布のプリントを参照

第12週に配布のプリントを参照

第13週に配布のプリントを参照

第14週に配布のプリントを参照

プリントを基に半期間の総復習

①「履修の心構え」・自主性と積極性が必要である。講義に関する意見や感想、質問事項などは、授業後に教室

到達目標との関連で以下のように判定する。
①沖縄近現代史に関する基礎的知識の習得：期末試験60%
②沖縄近現代史に関する理解力・思考力などの度合い：レポート30%
③授業内容の理解度：小レポート10%

【テキスト】パワーポイントで作成し、そのプリントを毎回配布します。

②那覇市歴史博物館編『戦後をたどる ―「アメリカ世」から「ヤマトの世」へ』琉球新報社

内か、またはメールで受け付ける。適宜、講義内容に関するレポートを課すこともある。
・私語は厳禁である。厳密に出席をとる。欠席の場合には「欠席届」を提出する。やむをえざる事情により遅刻
した場合には講義終了後に、途中退出をせざるをえない場合には退出理由を申し出る。
②「学びを深めるために」・講義で使用した配布資料などを見直して、沖縄近現代史における各時期の特質など

代史全体に通底する差別構造や権力構造など、多種多様な構造的問
題を関連づけつつ、現在の沖縄社会に関する理解を深める。

①授業後に質問するか、②メール（ptt1215@
okiu.ac.jp）で連絡する。

金１

沖縄近現代史の各テーマに関する近年の諸潮流や研究動向を主に紹
介する一方、文書資料や図像資料など、多様な史資料にも着目する
。また現在を生きる受講生は、多様なアイデンティティに触れる機
会になるかもしれない。このような多様性を理解しつつ、沖縄近現
代史の出来事・事件・事象を学ぶことで、社会に貢献するにあたっ
て自分自身の主義・主張・人生観を形成する一助にしてほしい。

【参考文献】

③金城正篤・上原兼善・秋山勝・仲地哲夫・大城将保『沖縄県の百年』山川出版社、2005年

を理解する。・各週の講義テーマに関係する参考文献や参考資料を紹介する。これらに目を通して自らの問題意
識を深め、知識の習得を図る。

（１）関連科目・琉球・沖縄史を専攻する場合には「沖縄前近代史Ⅰ・Ⅱ」・「アジア史」・「古文書講読」
・沖縄近現代史の理解を深めるには「沖縄平和学」・「南島社会学」・「平和運動史」など
（２）次のステージ・日常生活に潜む多様な権力構造・差別構造を意識し、問題解決や社会貢献の方法と理想像
を描きつづけてほしい。卒業論文、社会的活動に反映させてほしい。

①沖縄近現代史に関する基礎的知識・理解を深め、固定観念や偏見にとらわれずに、沖縄近現代史における事象・事件・出来事を分析
するための問題意識・分析視角をもつことをできるようにする。
②沖縄近現代史は、現代社会を生きる我々にとっても無縁な歴史では決してない。現在の沖縄社会の形成過程についての理解を深めつ
つ、未来の理想像を思い描きながら、現実的な社会生活において歴史の知識を知恵に昇華できるようにする。

①沖縄県文化振興会史料編集室『沖縄県史 各論編 第5巻』沖縄県教育委員会、2011年

④その他、随時紹介する。

南島地域に関する基本的な知識の習得と、沖縄近現代史に関係する
学問体系の基本の理解                   ［　　　　　／一般講義］

-川島　淳
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次のステージ・関連科目

沖縄近現代史Ⅱ

２年

後期 2

本講義では、沖縄近現代史Ⅰで学んだ通史的理解の復習と応用を兼
ねて、テーマ別・事件別に沖縄近現代史を把握する。その際に、文
書資料や図像資料、民俗資料、考古資料など、基本的な史資料の特
性を中心に解説する。

イントロダクション_本授業のねらいと全体像の説明

沖縄近現代史の史資料論①_事実認識と歴史認識

沖縄近現代史の史資料論②_史料学・アーカイブズ学などからのアプローチ

琉球処分と明治期沖縄県政①_明治政府の動向・首里王府の反応

琉球処分と明治期沖縄県政②_琉球救国運動の展開

琉球処分と明治期沖縄県政③_明治政府・沖縄県の政策過程

やんばるの生活史_考古資料・民俗資料・文書資料

近代日本の植民地と沖縄_人口移動に関する新聞資料と証言資料

戦時体制下の沖縄_図像資料と証言資料

沖縄戦_証言資料

沖縄現代史①_戦後日本・アメリカとの関係性を軸とした史資料

沖縄現代史②_沖縄諮詢会・沖縄民政府・沖縄群島政府・琉球政府の公文書と私文書

沖縄現代史③_「復帰」をめぐる沖縄・日本・アメリカの関係性に関する史資料

沖縄近現代女性史_新聞資料と証言資料

沖縄近現代史の史資料論のまとめ

期末テスト

シラバスを事前に読んでくること

第01週に配布のプリントを参照

第02週に配布のプリントを参照

第03週に配布のプリントを参照

第04週に配布のプリントを参照

第05週に配布のプリントを参照

第06週に配布のプリントを参照

第07週に配布のプリントを参照

第08週に配布のプリントを参照

第09週に配布のプリントを参照

第10週に配布のプリントを参照

第11週に配布のプリントを参照

第12週に配布のプリントを参照

第13週に配布のプリントを参照

第14週に配布のプリントを参照

プリントを基に半期間の総復習

①「履修の心構え」自主性と積極性が必要である。講義に関する意見や感想、質問事項などは、授業後に教室内

到達目標との関連で以下のように判定する。
①沖縄近現代史に関する基礎的知識に基づく応用力：期末試験60%
②沖縄近現代史に関する理解力・思考力の度合い：レポート30%、小レポート10%

【テキスト】パワーポイントで作成し、そのプリントを毎回配布する。

か、またはメールで受け付ける。適宜、講義内容に関する小レポートを課すこともある。私語は厳禁である。厳
密に出席をとる。欠席の場合には「欠席届」を提出する。やむをえざる事情により遅刻した場合には講義終了後
に、途中退出をせざるをえない場合には退出理由を申し出る。
②「学びを深めるために」講義で使用した配布資料などを見直して、沖縄近現代史に関する出来事・事件・事象

①授業後に質問するか、②メール（ptt1215@
okiu.ac.jp）で連絡する。

金１

現在を生きる受講生は、多様なアイデンティティに触れる機会にな
るかもしれない。このような社会の多様性を理解しつつ、沖縄近現
代史における出来事・事件・事象の特質と、その痕跡となる史資料
の特性などについてを学ぶことで、情報分析力を高め、社会貢献に
あたっての自分自身の主義・主張・人生観を形成する一助にしてほ
しい。

【参考文献】講義において、その都度、テーマ・事件に関する参考文献と史資料を紹介する。次の講義の時間ま

や史資料の特性などについて理解を深める。各週の講義テーマに関係する参考文献や参考資料を紹介する。これ
らに目を通して自らの問題意識を深めるとともに、史資料の分析力と歴史的思考の習得を図る。

（１）関連科目：琉球・沖縄史を専攻する場合には「沖縄前近代史Ⅰ・Ⅱ」・「アジア史」・「古文書講読」、
沖縄近現代史の理解を深めるには「沖縄平和学」・「南島社会学」・「平和運動史」など
（２）次のステージ：史資料の分析力を高め、日常生活のなかに潜む多様な権力構造・差別構造を意識し、問題
解決や社会貢献の方法と理想像を描く。また、3年次以降の演習や卒業論文、社会的活動に反映させる。

①沖縄近現代史に関する歴史認識を深めるために多種多様な史資料に向き合い、その特性に関する基礎的知識を獲得する。その際に、
固定観念や偏見にとらわれずに、史資料の特性について精査・分析できるようにする。
②沖縄近現代史は、現代社会を生きる我々にとっても無縁な「歴史」では決してない。現在の沖縄社会の形成過程についての理解を深
めつつ、未来の理想像を思い描きながら、現実的な社会生活において知識を知恵に昇華できるようにする。

でに、それらを精読する。

南島地域に関する基本的な知識の習得、沖縄近現代史に関係する学
問体系・個別テーマの基本的理解                   ［　　　　　／一般講義］

-川島　淳



※ポリシーとの関連性

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

沖縄社会入門

１年

前期 2

この講義は、今日の沖縄社会が直面している様々な課題に目を向け
て、その背景にある構造的な問題について考えていくことをテーマ
とする。講義の目的は、権力作用によって把握しにくくなっている
、沖縄の様々な社会現象と問題群、その現代的課題を理解すること

ガイダンス

沖縄イメージとアイデンティティ

沖縄の家族・地域・社会関係

沖縄の開発・発展

レポート提出

沖縄社会と平和を捉える視点（平和学と沖縄）

沖縄社会の「戦後」を考える①米軍基地の成り立ちと地域社会（沖縄戦から占領へ）

沖縄社会の「戦後」を考える②日本復帰（沖縄返還）と沖縄アイデンティティ

沖縄社会の現在①戦争体験（沖縄戦体験）の現在

沖縄社会の現在②現代の米軍基地と戦争、まとめとレポート提出

「世界のウチナーンチュ」とは？

沖縄と移民

ラテンアメリカの中の沖縄

沖縄移民と沖縄文化

まとめ、レポート提出

シラバスおよび入学前課題の確認

入学前課題についての復習

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

新聞等を通して、日々の出来事やそこに含まれている問題を発見しようと意識することが重要である。

各担当者から課される小レポートの評価の合計（60％）および参加態度（40％）で評価する。

特定のテキストは指定しない。必要に応じて資料を配付する。各回の講義で必要に応じ参考文献を提示する。

にある。

講義終了後に教室で受け付けます

金２

沖縄社会に関する知的関心が不可欠な講義である。

１年次後期の基礎科目（学科必修科目）である社会学概論と平和学概論につながる

沖縄社会にかかわる問題について学術的に思考する方法を具体的に理解し、そこから多様なテーマについて考察するための手がかりを
引き出すことができるようにする。

南島地域に関する基本的な知識を習得するための導入科目
                  ［　　　　　／一般講義］

崎濱　佳代、秋山　道宏、月野　楓子
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次のステージ・関連科目

沖縄ジャーナリズム論

１年

後期 2

　沖縄の現在社会を知る上で必須の時事問題を中心に、沖縄ジャー
ナリズムの歩み、米軍基地問題、沖縄戦などを現役のデスク、記者
、論説委員が解説する。報道を通して、ニュースの読み方、現代沖
縄の問題を多様な視点から考える姿勢を学ぶ。

講義内容紹介と登録(與那原良彦）

ＮＩＥで学ぶ新聞の読み方（安里努）

社説で読み解く沖縄問題（森田美奈子）

基地問題の現在と県政の行方（福元大輔）

県議選と県政の行方（大野亨恭）

コロナ禍の沖縄経済（島袋晋作）

学びはだれのもの（鈴木実）

事件から見える沖縄社会（城間陽介）

米軍基地問題と報道（阿部岳）

地方報道の醍醐味（石川亮太）

沖縄戦を伝え続ける（新垣綾子）

シャッターチャンスをつかむ（下地広也）

心をつかむ整理術（具志堅学）

新聞社のマイノリティー（黒島美奈子）

デジタルジャーナリズムの可能性（與那覇里子）

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

新聞を毎日読むこと

　講義では時事問題に毎回言及します。そのため事前の１週間の新聞を読んで講義に参加することが求められま

参加態度50％　論文50％

適宜レジュメを配布する

す。ネットニュースの形ではなく、紙の新聞を１面から社会面までを通して読む習慣を身につけて下さい。朝刊
には新書１冊分の活字が記載されています。その中から必要なニュースを自在に読むことが出来る力を身につけ
ることは、社会人としても必要なスキルです。特に地域紙は地域の話題に密着し、政治、経済、社会と学生のみ
なさんが住んでいる地域の視点からニュースを発信します。地域紙と全国紙を読むことを、大学生のころから心

times-okikoku@okinawatimes.co.jp(講師共
用）、098(860)3538

金３

　沖縄タイムスの一線で活躍する記者、日々の紙面づくりに取り組
むデスクが、米軍基地問題から社会福祉まで幅広い視点で現代沖縄
を解説します。ニュース一般の読み解き方も紹介します。

掛けてほしいと思います。

社会・平和領域の選択科目

　報道の現場の一線で活躍する記者の解説を通して、現代沖縄の社会を知るため、ニュースがつくりだされる過程から、その情報の読
み解き方までを学ぶ。多様な視点から考える態度を習得する。

寄付講座
                  ［　　　　　／一般講義］

沖縄ジャーナリズム論教員
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次のステージ・関連科目

沖縄前近代史Ⅰ

２年

前期 2

琉球・沖縄の前近代史は先史時代、古琉球、近世琉球に区分されて
います。古琉球では琉球王国が成立する一方、近世琉球では薩摩藩
による支配が固定化され、最終的には明治政府による琉球併合で終
焉を迎えます。本講義では、日本史および琉球史研究の論点を踏ま

イントロダクション、沖縄前近代史Ⅰを始める前に

琉球・沖縄の前近代史と向き合う前に

律令国家と南島―奈良時代の南の「境界」―

平安時代の南の「境界」―八郎の真人・キカイガシマ・落ち武者伝説―

琉球の国家形成―グスク時代の沖縄島―

第一尚氏政権と足利政権―室町時代の南の「境界」―

第二尚氏政権と豊臣政権―尚寧の冊封と朝鮮出兵―

島津氏の琉球侵攻―歴史の変動期のなかで―

講義の折り返し地点を過ぎて

徳川政権と琉球王国―「鎖国」と琉球王権―

近世琉球の国家と社会―琉球支配と乾隆検地―

異国船の琉球来航―アジアの近代との接点―

明治政府による琉球併合―東アジアのなかの「琉球処分」―

沖縄前近代史Ⅰをまとめる前に

まとめ

期末試験（レポート形式の場合あり）

到達目標を理解する

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

到達目標を確認する

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

到達目標を再確認する

関心を持ったテーマを設定する

到達目標を意識して解答する

・授業計画に示した各回のテーマのなかで、関心を持ったもの、関心を持てそうなものを事前にいくつかピック

期末試験もしくはレポート（８０％）、授業参加度（２０％）によって総合的に評価します。

【テキスト】教科書は使用しません。毎回レジュメと図表などの参考資料を配布します。

・『沖縄県史』各論編第４巻 近世（沖縄県教育委員会、２００５年）

アップしておくことをおすすめします。

え、それぞれの時期の日本との関係を意識しながら、琉球の国家の
ありかたを考えます。

水曜日２限のオフィスアワーに研究室（５４
２２）で受け付けます。

火４

本学図書館郷土資料室には『沖縄県史』や県内の市町村史が並んで
います。県内の博物館では琉球・沖縄の前近代史に関わる常設展の
ほか、企画展が開催されることもあります。学内外の図書館で県史
や身近な市町村史をめくってみること、博物館に足を運んでモノに
接することをおすすめします。

【参考文献】

・荒野泰典ほか「時期区分論」（『アジアのなかの日本史 Ⅰ アジアと日本』東京大学出版会、１９９２年）

「アジア史」「沖縄前近代史Ⅱ」の受講を希望します。

・先史時代から近世琉球にわたるそれぞれの時期の琉球と日本の関係を理解できるようになる。
・古琉球と近世琉球における国家のありかたを理解できるようになる。

・『沖縄県史』各論編第３巻 古琉球（沖縄県教育委員会、２０１０年）

・桃木至朗編『海域アジア史研究入門』（岩波書店、２００８年）

専門分野における個別テーマについて深く学ぶ発展科目に当たる。
                  ［　　　　　／一般講義］

深澤　秋人



※ポリシーとの関連性

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

沖縄前近代史Ⅱ

２年

後期 2

琉球王国にとって重要な港であった那覇港はアジアの歴史の変動が
いち早く反映する場でした。本講義では、１５世紀から１９世紀に
いたる那覇港の変遷、時期ごとの特徴を中国船と日本船に注目して
考えます。また、琉球の政権や王権だけではなく、近世の琉球社会

イントロダクション、沖縄前近代史Ⅱを始める前に

「琉球貿易図屏風」（滋賀大学経済学部附属史料館蔵）を歩く

「大交易時代」の那覇港―中国船と日本船―

１６世紀末の那覇港―那覇の日本人町―

「鎖国」と那覇港―１７世紀前半の状況―

琉球史のなかの久米村―チャイナタウンから諮問機関へ―

講義の折り返し地点で

琉球社会と対外関係史①―黒砂糖・貿易銀・海産物・中国商品―

琉球社会と対外関係史②―久米島の場合―

琉球社会と対外関係史③―宜野湾間切我如古村の場合―

琉球社会と対外関係史④―那覇港を抱えた地域の場合―

異国船の琉球来航―１８４０～５０年代の那覇―

琉球王国最末期の那覇港―１８７０年代の状況―

沖縄前近代史Ⅱをまとめる前に

まとめ

期末試験（レポートの場合あり）

到達目標を理解する

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

到達目標を確認する

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

到達目標を再確認する

関心を持ったテーマを設定する

到達目標を意識して解答する

授業計画に示した各回のテーマのなかで、関心を持ったもの、関心を持てそうなものを事前にいくつかピックア

期末試験もしくはレポート（８０％）、授業参加度（２０％）によって総合的に評価する。

【テキスト】教科書は使用しません。毎回レジュメと図表などの参考資料を配布します。

・『沖縄県史』各論編第４巻 近世（沖縄県教育委員会、２００５年）

ップしておくことをおすすめします。

にとっての対外関係史を考えます。

水曜日２限のオフィスアワーに研究室（５４
２２）で受け付けます。

火４

本学図書館郷土資料室には『沖縄県史』や県内の多くの市町村史が
並んでいます。県内の博物館では、琉球・沖縄の前近代史に関わる
常設展のほか企画展が開催されることもあります。学内外の図書館
で身近な市町村史をめくってみること、博物館に足を運んでモノに
接することをおすすめします。

【参考文献】

・豊見山和行編『日本の時代史１８ 琉球・沖縄史の世界』（吉川弘文館、２００３年）

「アジア史」「沖縄前近代史Ⅰ」を受講することを希望します。

・那覇港の変遷および時期ごとの特徴を理解できるようになる。
・近世の琉球社会にとって対外関係史が持つ意味を理解できるようになる。

・『沖縄県史』各論編第３巻 古琉球（沖縄県教育委員会、２０１０年）

・桃木至朗編『海域アジア史研究入門』（岩波書店、２００８年）

専門分野における個別テーマについて深く学ぶ発展科目に当たる。
                  ［　　　　　／一般講義］

深澤　秋人
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次のステージ・関連科目

沖縄文化入門

１年

前期 2

　本講義の主眼は、沖縄の民俗文化に関する基礎的な理解を深める
ことにある。具体的には、地理・歴史、生業、衣・食・住、村落、
家族・親族、誕生・成長儀礼、婚姻、葬送儀礼と墓、祭り・年中行
事などの諸トピックを取り上げる。

ガイダンス　この講義の進め方・成績評価の方法

沖縄のおまつり――エイサーと綱引き

農耕――米と芋、民族起源論、生業複合

海――海人と交易、ニライカナイ

村の景観――建築・風水・石敢当

被服と装い――色彩、素材、形態

沖縄料理――肉食、沖縄そば、チャンプルー

都市と王権――那覇と首里

琉球弧の地理と歴史

親族と人間関係――門中制度の成立と広がり

祖先祭祀――「祖先」と「子孫」との関係性

年中行事――琉球弧の人々の宗教・世界観

女性の霊的優位――オナリ信仰

誕生・成長・結婚・長寿儀礼

まとめ――「沖縄文化」の歴史・現在と文化人類学的視点

（予備日）

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

中間レポートの提出

沖縄の地理・歴史を調べる

自家の親族関係を作図する

自家の祖先祭祀を調べる

地域の年中行事を調べる

オナリ神信仰について調べる

親族の成長儀礼を調べる

講義内容の全体を復習する

図書館で文献を読んだり、県内の諸文化関連施設などを実際に訪問することで、マスコミ報道などで取り上げら

出席ならびに授業参加姿勢をもとに、総合的に評価する。(担当教員によってはレポートあるいは筆記試験を
課す場合がある)

特になし。（毎回の授業でレジュメあるいは資料を配布する）

れる「沖縄文化」の情報を掘り下げて学んでみよう。

t.oikawa@okiu.ac.jp

火５

沖縄文化に関する基本的な知識を身につけるための科目です。

授業の中で適宜紹介する。

沖縄の文化だけでなく、歴史や言語、さらには周辺諸地域に対する理解を深めることが望ましい。次の諸科目の
履修を勧めたい。e.g. 民俗学概論、文化人類学概論、南島民俗学史Ⅰ・Ⅱ、比較民俗学、アジア文化概論、ア
ジア社会文化論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、etc.

琉球弧の島々で歴史的に作り上げられてきた文化の概要を理解し、空間的（周辺地域との交流）・時間的（文化の歴史的変化）広がり
の中で「沖縄文化」を捉える。

社会文化学科の導入科目にあたる。以降の学びに向け、基礎となる
知識を幅広く身につけることが目的である。                   ［　　　　　／一般講義］

及川　高、石垣　直
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次のステージ・関連科目

沖縄平和学

２年

後期 2

沖縄で起こってきた出来事を通して、平和に関連する問いの立て方
を学び、現在の問題について考える視点を身につける。

ガイダンス： 講義内容と評価方法についての確認

沖縄戦以前の軍隊と地域①　

沖縄戦以前の軍隊と地域②

沖縄戦以前の軍隊と地域③

沖縄戦における軍民関係①

沖縄戦における軍民関係②

沖縄戦における軍民関係③

過去と向き合う取り組み①

過去と向き合う取り組み②

過去と向き合う取り組み③

沖縄から視野を広げる①

沖縄から視野を広げる②

沖縄から視野を広げる③

沖縄から視野を広げる④

沖縄から視野を広げる⑤

学期末テスト

シラバスとガイダンス内容の確認

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

新聞等での情報収集

新聞等での情報収集

新聞等での情報収集

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

新聞等のニュースに積極的に目を向け、現在の問題に関する知識・知見を増やしていくこと。

中間レポート30％　学期末テスト40％　参加姿勢30％

特定のテキストは指定しない。参考文献等を講義の中で紹介する。

講義時間終了後に対応する

月３

もし自分がその状況に身を置いていたらどうしただろうか、という
想像力を働かせながら受講してもらいたい。

社会・平和領域の関連科目、演習Ⅰ・Ⅱにおける取り組み

講義で提示したテーマの要点を的確に理解し、そこから得られる視点を現在の問題にあてはめて思考できるようになる。

社会・平和領域の選択科目
                  ［　　　　　／一般講義］

-鳥山　淳
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次のステージ・関連科目

家族社会学

２年

前期 2

①家族とは何かを考え、②どのようにして現在の家族が生成された
のかを考える。家族とは何かという問いは、家族という構造を明ら
かにすることである。どのようにして家族が生成されてきたのかを
たどることは、家族を生成してきたものの構造を明らかにすること

ガイダンス、夢見ることと目覚めること

贈与交換と貨幣経済と家族

子ども中心主義と家族意識の誕生

家族とコトバ

近代と人口

アニメやマンガにみる家族①

アニメやマンガにみる家族②

アニメやマンガにみる家族③

アニメやマンガにみる家族④

アディクションと家族

位牌継承慣行と家族①

位牌継承慣行と家族②

守姉がいた時代の家族

家族と戸籍

これからの家族

課題かテスト

講義の視点を語ります

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

半期間の総復習

現代社会は「大きな物語」が終焉したという前提で講義をすすめていく。毎回の受講の積み重ねが力になる。

発見だったこと、感じたことなどをリアクション・ペーパー（授業参加度とする）に書いて提出。授業参加度（
80％）と課題（20％）で評価する。

テキストは特に指定しない。講義に関連する文献は適宜講義内で紹介する。また、授業に関連する資料を配布す

）

である。二つの構造を明らかにすることによって、これからの家族
と社会の可能性を探る。

講義終了後に教室で受け付けます。

金２

学生時代に、家族とは何か、家族するということはどういうことか
を考察してみましょう。そのことによって、これからの家族と社会
の可能性がみえてきます。

るので、それを参考にすること。講義の理論となっている主な参考文献は次のとおり。①フィリップ・アリエス

多様な家族のあり方を支援する家族政策・社会政策へ提言できる。そのような活動・研究・臨床の場につながる
ことをのぞむ。

近代・宗教・経済・ジェンダー・国民国家・アディクションなどの視点から家族と社会を読み解くことができるようになる。そのうえ
で、これからの社会と家族のありようをイメージすることができる。

『「子供」の誕生』（1980年、みすず書房）　②グレゴリー・ベイトソン『精神の生態学』（2000年、新思索社

「家族」を通して人間・社会・文化を考察していき、複眼的にもの
をみる知性・感性を養い、問題解決能力をつける。                   ［　　　　　／一般講義］

-具志堅　邦子
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次のステージ・関連科目

環境開発論

２年

前期 2

本講義は環境と開発の対立による問題を対象として、主に民俗学的
なアプローチで解説と議論を進めていく。それは参加者の思考とそ
の行為により理論と実践を学んでいく。

シラバスの説明と環境開発の体験談（特）

学生からみた環境の印象とは？（特）

学生からみた開発の印象とは？（特）

恒久的持続可能な社会づくりにおける環境開発の使命（特）

社会環境と自然環境の役割とその環境活動（特）

気候変動における暮らしの政策（特）

自然エネルギーを目指す社会の政策（特）

水の問題と水ビジネスの社会（特）

資源の枯渇における社会環境の変化（特）

人口からみた飢餓と食糧の問題（特）

大学生のファッションからみた社会の連鎖（特）

交通渋滞と人の移動（特）

災害と防災の民間伝承（特）

村落風水と都市政策－景観保全と観光開発－（特）

マスタープランとアクションプランをつくる（特）

総括：課題発表の討論（特）

自主学習①環境とは調べる

自主学習②開発とは調べる

環境法及びその関連法の把握

自主学習③社会的課題を探る

自主学習④環境的課題を探る

自主学習⑤自然エネルギーを探る

自主学習⑥水の問題を探る

自主学習⑦生物多様性を探る

自主学習⑧食糧の課題を探る

自主学習⑨衣服を探る

自主学習⑩車社会を探る

自主学習⑪津波の事例を探る

自主学習⑫兵庫県のまちづくり

発表資料作成①

発表資料作成②

整理と新たな課題の発見

【学びの手立て】授業のなかで配布した資料や紹介した情報を復習し、次の自主学習へ取り組むよう心掛ける。

・上記の到達目標を達成する為、授業のなかでその都度記述課題や学習課題を求め、電子メールで提出とする。
その評価を以下のとおり設定する。
・記述課題（50％）、学習課題（40％）、平常点（質問や発言を適宜加点10％）より評価する。
・出席状況については、できる限り遅刻並びに無断欠席はしないこと。欠席する場合は事前に欠席届を済ませて
おくこと。

・毎回プリントを配布する。

　②鬼頭秀一、『自然保護を問いなおす－環境倫理とネットワーク－』、筑摩書房、1996年。

また、授業では担当者による一方的な情報提供だけでなく、自主学習及び意見参加型の場を常に求める為、自発
的な意見等も要する。
【履修の心得え】授業の進行によっては環境開発に関する日本の最新報道や台風等による休講からトピックの順
序を変えたり、一部変更することがある。授業を受講する上での最低限のマナー（携帯電話、遅刻、居眠り、退

ptt219@okiu.ac.jp

土４

私たちの暮らしのなかで、21世紀の恒久的持続可能な開発を進める
うえで鍵となる理論と政策、制度について「みる・かんがえる・は
なす・きく」の姿勢より一緒に探そう。

・時間外の自主学習に役立つ参考文献として以下を推薦する。

　③宮本常一、『宮本常一著作集第18巻 旅と観光』、未來社、1975年。

出、私語）は心得ておくこと。そして、課題等の提出期限は厳守するものとし、締切日以降の提出は一切受け付
けないので充分に留意すること。

・関連科目としては、「ボランティア論」「ＮＰＯ入門」「協働社会論」「環境教育論」「環境法」等があげら
れる。
・次なるステージとしては受講終了後に独自で取り組みたい興味のあるテーマを設定し、その自主研究を通して
ＣＳＲ（企業社会的責任）とＣＳＶ（共通価値の創造）等へ結びつくきっかけを育んでほしい。

講義の内容は大きく３段階に分けている。ひとつは環境問題の発生となる根源を明確化し、その課題を整理したうえで解決策の措置に
ついて理論や制度を使いながら解説する。次の段階に環境と開発の対立の構造を現代社会の事例に基づきながら展開する。３番目の段
階は双方の対立の構造について解決や克服の糸口として生物多様性、環境教育、環境影響の評価と土地利用、環境的負荷の関係、経済
発展、環境の規制と企業の経済性などを取り上げ、恒久的持続可能な開発を進めていく理論と政策、制度を習得する。

　①鳥飼幸博、『開発と環境の経済学－人間開発論の視点から－』、東海大学出版会、1998年。

環境と開発の対立による問題を対象に自然と人類文化の視点より持
続可能な開発を進めるうえでの鍵となる理論と政策等を学ぶ。                   ［　　　　　／一般講義］

-前田　一舟
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次のステージ・関連科目

外国語資料講読演習Ⅰ

２年

前期 2

専門に求められる英語能力と基礎知識を身につける

イントロダクション

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

テスト

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

英語の読解には文法の正確な理解と単語の習得が求められる。これらは日々の積み重ねによってしか身につかな

各回の小テスト（28％）と期末テスト（72％）で採点する。テストは持ち込みなしの形式で行い「スキルが身に
ついているか」を重視する。

Gregory Smits, 2019, Maritime Ryukyu: 1050-1650, Univ. of Hawai’i Press.

い。安逸に流れないこと。

メール（t.oikawa@okiu.ac.jp）に問い合わ
せること

火３

予習・復習を必須とする

このうち pp.1-103 の範囲を使用する。

外国語資料購読演習Ⅱ

以下の英語能力の基礎を身につけることを目的としている。
（１）英語の文章を読み、その内容を適切な日本語に翻訳することができる
（２）歴史研究で専門用語として用いられる英単語を身につける
（３）琉球史の専門用語の英語表現を習得し、専門知識をどう英語で表現するか理解する

発展科目として沖縄に関する知識を深めるとともに、専門知識の英
語表現について理解を深めていく。                   ［　　　　　／一般講義］

及川　高



※ポリシーとの関連性

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

外国語資料講読演習Ⅰ

２年

前期 2

本演習は、社会文化学科の2年次を対象とした必修科目であり、と
くに民俗領域と人類領域の学生を対象としている。本演習では、民
俗学・人類学に関する文献の基礎用語を学びながら、英文の読解能
力を高めることを目的とする。最終的には、英文の専門資料を正確

オリエンテーション

基礎テキストの講読（１）

基礎テキストの講読（２）

基礎テキストの講読（３）

基礎テキストの講読（４）

基礎テキストの講読（５）

基礎テキストの講読（６）

復習

基礎テキストの講読（１）

基礎テキストの講読（２）

基礎テキストの講読（３）

基礎テキストの講読（４）

基礎テキストの講読（５）

基礎テキストの講読（６）

復習

期末課題

授業の予習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の総合的な復習

授業の総合的な復習

研究領域に関わる英語論文や英字新聞を日常的に読む。

原則として、授業参加度（30%）と期末課題（70%）を総合し評価する。

テキストは、必要な部分を印刷して配布する。

に読解する能力を獲得することを目指す。

r.higa@okiu.ac.jp

火３

英語専門資料の読解に必要不可欠な英語文法を身につけましょう。

関連する重要な文献は、適宜紹介する。

外国語資料講読演習Ⅱ

民俗学・人類学に関する基礎的な概念を理解し、英語と日本語で正確に翻訳・読解できるようになる。

社会文化学科の民俗領域と人類領域の英語専門資料を読み解く技法
を身につける必修科目。                       ［　　　　　／演習］

比嘉　理麻
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次のステージ・関連科目

外国語資料講読演習Ⅰ

２年

前期 2

社会学専攻の学生を対象とした本講義では、欧米の社会学理論史を
英語で学ぶ。社会学の父コントから主要な社会学者の論点を、現代
に至るまで触れる。学生が訳を発表し、それにコメントする形で授
業を進行する。おおいにディスカッションを歓迎する。

シラバスの説明と発表順の決定

オーギュスト・コントとフランス革命について(末吉)

エミール・デュルケム「社会分業論」

　　　〃　　　　　　「自殺論」

カール・マルクスの生涯と史的唯物論

　　〃　　　　　　資本論と疎外論

マックス・ウェーバー「プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神」

　　〃　　　　　　支配の社会学

ユダヤ・キリスト教史概略

タルコット・パーソンズの構造・機能分析

　　　〃　　　　　　　AGIL

マハトマ・ガンジーの生涯と非暴力主義

ロバート・マートンの逆機能概念

　　〃　　　　　　逸脱理論

ヨハン・ガルトゥングの構造的暴力

期末試験

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

『社会学講義』PP279-282

配布資料を熟読すること

『社会学の名著30』PP48-54

配布資料を熟読すること

『社会学のあゆみ』PP20-38

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

『社会学のあゆみ』PP157-167

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

『社会学のあゆみ』P150-156

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

どのタイミングでの質問も可。ディスカッションを通じて学び合いたい。

前期は個人発表の（40点）、期末テスト（40点）を行う。
授業参加度を20点とし、合計で評価する。

印刷物を配布し、テキストとする。参考文献は『社会学講義』富永健一・中公新書1999年6版、『社会学のあゆ

学内LAN　メルアドへ

火３

基本的な社会学理論を了解する学生になって欲しい。

み』新睦人他・有斐閣新書・1993年22版、『社会学の名著30』竹内均・ちくま新書2008年3刷

関連科目は、社会学理論史関連の科目。次のステージは、自分の好む社会学理論を模索すること。

社会を見る際に、ある程度の社会学的視点を持って分析出来るようになることを目指す。

2.専門分野における学問体系の基本を理解する為の「基礎科目」
                      ［　　　　　／演習］

-末吉　重人
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次のステージ・関連科目

外国語資料講読演習Ⅱ

２年

後期 2

後期は、前期に学んだ社会学理論を前提として社会問題を学ぶ。ア
メリカの学部生がよく使うテキストを使用するが、日本とは異なる
視点に注目し、米国の文化についても触れることを目的とする。こ
のテキストは家庭問題から政府の問題まで数多くの社会問題を扱っ

分担ページの決定

四つの社会学的視点（機能主義、ファミニズム、紛争主義、相互行為主義）の説明(末吉)

以下、担当者による発表と末吉によるコメント：例：家族の問題

教育の問題

政府の問題

貧困の問題

高齢者の問題

性行動に関する問題

ドラッグの問題

犯罪の問題

都市化の問題

人口問題

環境問題

格差社会

戦争の問題

期末試験

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

配布資料を熟読すること

どのタイミングでの質問も可。ディスカッションしながらの授業を行いたい。

発表（40点）、期末試験（40点）を課す。
授業参加度を20点とし、合計で評価する。

テキストJames W Coleman & Haroid R. Kerbo, ‘SOCIAL PROBLEMS' （New York, Harper & Roe, Publications

ている。それを学生が担当して翻訳発表し、コメントを混ぜながら
授業を進める。

学内LAN　メルアドへ

火３

社会問題をなるべく冷静に見ることができることを目指したい。

, 2008)-を図書館に指定文献として置いておくので、自分の担当範囲を各自でコピーして使用すること。

関連科目は理論社会学関連の科目。次のステージはとして、自分の好みの社会学者を探してもらいたい。

様々な社会問題を四つの社会学的視点から分析する。

2.専門分野における学問体系の基本を理解するための「基礎科目」
                      ［　　　　　／演習］

-末吉　重人
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次のステージ・関連科目

外国語資料講読演習Ⅱ

２年

後期 2

専門に求められる英語能力と基礎知識を身につける

イントロダクション

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

演習　本文の和訳作業

テスト

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

テクストの講読と翻訳

英語の読解には文法の正確な理解と単語の習得が求められる。これらは日々の積み重ねによってしか身につかな

各回の小テスト（28％）と期末テスト（72％）で採点する。テストは持ち込みなしの形式で行い「スキルが身
についているか」を重視する。

Gregory Smits, 2019, Maritime Ryukyu: 1050-1650, Univ. of Hawai’i Press.

い。安逸に流れないこと。

メール（t.oikawa@okiu.ac.jp）に問い合わ
せること

火３

予習・復習を必須とする

このうち pp.107-254 の範囲を使用する。

外国語資料購読演習Ⅰ

以下の英語能力の基礎を身につけることを目的としている。
（１）英語の文章を読み、その内容を適切な日本語に翻訳することができる
（２）歴史研究で専門用語として用いられる英単語を身につける
（３）琉球史の専門用語の英語表現を習得し、専門知識をどう英語で表現するか理解する

発展科目として沖縄に関する知識を深めるとともに、専門知識の英
語表現について理解を深めていく。                       ［　　　　　／演習］

及川　高
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次のステージ・関連科目

外国語資料講読演習Ⅱ

２年

後期 2

本演習は、社会文化学科の2年次を対象とした必修科目であり、と
くに民俗領域と人類領域の学生を対象としている。本演習では、民
俗学・人類学に関する文献の専門用語を学びながら、英文の読解能
力を高めることを目的とする。最終的には、英文の専門資料を正確

オリエンテーション

専門テキストの講読（1）

専門テキストの講読（2）

専門テキストの講読（3）

専門テキストの講読（4）

専門テキストの講読（5）

専門テキストの講読（6）

復習

専門テキストの講読（7）

専門テキストの講読（8）

専門テキストの講読（9）

専門テキストの講読（10）

専門テキストの講読（11）

専門テキストの講読（12）

総括

期末課題

授業の予習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の予習・復習

授業の復習

授業の総合的な復習

研究領域に関わる英語論文や英字新聞を日常的に読む。

原則として、授業参加度（30%）と期末課題（70%）を総合し評価する。

テキストは、必要な部分を印刷して配布する。関連する重要な文献は、適宜紹介する。

に読解する能力を獲得することを目指す。

r.higa@okiu.ac.jp

火３

英語専門資料の読解に必要不可欠な英語文法を身につけましょう。

外国語資料講読演習Ⅱ

民俗学・人類学に関する基礎的な概念を理解し、英語と日本語で正確に翻訳・読解できるようになる。

社会文化学科の民俗領域と人類領域の英語専門資料を読み解く技法
を身につける必修科目。                   ［　　　　　／一般講義］

比嘉　理麻
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次のステージ・関連科目

考古学概論

１年

後期 2

考古学とはどのような学問なのか，基本的な概念と研究方法を理解
し，研究の現状と現代社会へのアプローチ法を学ぶ。

ガイダンス

考古学の資料

考古学の方法・理論

考古学の調査

災害考古学

動物考古学

植物考古学

骨考古学

歴史考古学

戦跡考古学

九州の旧石器文化

九州の縄文文化

九州の弥生文化

九州の古墳文化

九州の古代文化（飛鳥・奈良・平安時代）

試験

シラバスの精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

配布資料を精読

①「履修の心構え」

１）試験結果（第16回：70％）と平常点（第１～15回のミニッツペーパー：30％）を加えて総合的に成績評価す
る。
２）無断欠席５回以上は「不可」とする。

１）テキスト：なし

　受講時の不必要な私語は認めない。
　出欠確認については，毎回厳格に実施する（遅刻・欠席は事前の[直前ではない]連絡が必要）。
　対話方式の講義の進め方も採用するため，積極的発言を期待したい。
　

月４

大学で初めて学ぶことのできる新たな歴史系の学問です。モノから
歴史を知る方法を学んでください。

２）講義資料：毎回パワーポイントによる資料を配布

②「学びを深めるために」
　専門科目であるため，専門用語の理解が必要である。講義後30分以上の復習を勧める。

１）関連科目：関連学習やその発展のため，琉球・沖縄史入門のほか，基礎科目を広く受講して欲しい。
２）次のステージ：考古学のより深い知識と実践法を学ぶため，２年次以降の学問体系や個別テーマを掘り下げ
て深く学ぶ関連講義を受講して下さい。

１）考古学とはどのような学問なのかを理解できる。
２）考古学の基本概念と調査・研究法を理解できる。
３）考古学と周辺諸科学との連携を理解できる。
４）考古学と現代社会との関連性を理解できる。
５）日本先史時代の概要を理解することができる。

３）参考文献：鈴木公男1988『考古学入門』東京大学出版社など

考古学という分野の思考法，調査法，研究法からどのように文化を
復元しているかを理解する。                   ［　　　　　／一般講義］

新里　貴之
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次のステージ・関連科目

考古学特講Ⅰ

２年

前期 2

考古学とはどのような方法で調査し，研究するのか，南島先史研究
の個別のテーマを軸として考古学の調査，研究法を学ぶ。

ガイダンス

基礎の調査１

基礎の調査２

貝塚の調査・研究１

貝塚の調査・研究２

貝塚の調査・研究３

貝塚の調査・研究４

洞穴の調査・研究１

洞穴の調査・研究２

洞穴の調査・研究３

洞穴の調査・研究４

墓の調査・研究１

墓の調査・研究２

墓の調査・研究３

墓の調査・研究４

レポート提出

シラバスの精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

①「履修の心構え」

１）試験結果（第16回：70％）と平常点（第１～15回のミニッツペーパー：30％）を加えて総合的に成績評価す
る。
２）無断欠席５回以上は「不可」とする。

１）テキスト：なし

ダーインクなど

　受講時の不必要な私語は認めない。
　出欠確認については，毎回厳格に実施する（遅刻・欠席は事前の[直前ではない]連絡が必要）。
　対話方式の講義の進め方も採用するため，積極的発言を期待したい。
　

金１

考古学の基本的な研究法から，個別テーマに沿って，研究者がどの
ような調査研究を行っているのか，学んでください。

２）講義資料：毎回パワーポイントによる資料を配布

②「学びを深めるために」
　専門科目であるため，専門用語の理解が必要である。講義後30分以上の復習を勧める。

１）関連科目：継続学習やその発展のため，南島先史学Ⅰ，南島考古学Ⅰ，考古学特講Ⅰ，アジア考古学の受講
を勧める。
２）次のステージ：考古学のより深い知識と実践法を学ぶため，３年次以降の個別テーマを掘り下げて深く学ぶ
関連講義を受講して下さい。

１）考古学とはどのように調査するのか理解できる。
２）考古学の研究法を理解できる。
３）個別のテーマではどのようなアプローチ法をとるのか理解できる。

３）参考文献：沖縄県教育委員会2003『沖縄県史各論編第二巻考古』，沖縄考古学会2018『南島考古入門』ボー

南島考古学の個別テーマをもとに，南島先史学に関しての深い理解
を得る。                   ［　　　　　／一般講義］

新里　貴之
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次のステージ・関連科目

考古学特講Ⅱ

２年

後期 2

考古学とはどのような方法で調査し，研究するのか，南島先史研究
の個別のテーマを軸として考古学の調査，研究法を学ぶ。

ガイダンス

高地の調査研究

低地の調査研究

漂着船の調査研究１

漂着船の調査研究２

漂着船の調査研究３

漂着船の調査研究４

遠隔地交易品の調査研究１

遠隔地交易品の調査研究２

水洗浮遊法１

水洗浮遊法２

水洗浮遊法３

土器圧痕調査１

土器圧痕調査２

土器圧痕調査３

レポート

シラバスの精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

①「履修の心構え」

１）試験結果（第16回：70％）と平常点（第１～15回のミニッツペーパー：30％）を加えて総合的に成績評価す
る。
２）無断欠席５回以上は「不可」とする。

１）テキスト：なし

ダーインクなど

　受講時の不必要な私語は認めない。
　出欠確認については，毎回厳格に実施する（遅刻・欠席は事前の[直前ではない]連絡が必要）。
　対話方式の講義の進め方も採用するため，積極的発言を期待したい。
　

金１

考古学の基本的な研究法から，個別テーマに沿って，研究者がどの
ような調査研究を行っているのか，学んでください。

２）講義資料：毎回パワーポイントによる資料を配布

②「学びを深めるために」
　専門科目であるため，専門用語の理解が必要である。講義後30分以上の復習を勧める。

１）関連科目：継続学習やその発展のため，南島先史学Ⅱ，南島考古学Ⅱ，考古学特講Ⅱの受講を勧める。
２）次のステージ：考古学のより深い知識と実践法を学ぶため，３年次以降の個別テーマを掘り下げて深く学ぶ
関連講義を受講して下さい。

１）考古学とはどのように調査するのか理解できる。
２）考古学の研究法を理解できる。
３）個別のテーマではどのようなアプローチ法をとるのか理解できる。

３）参考文献：沖縄県教育委員会2003『沖縄県史各論編第二巻考古』，沖縄考古学会2018『南島考古入門』ボー

南島考古学の個別テーマをもとに，南島先史学に関しての深い理解
を得る。                   ［　　　　　／一般講義］

新里　貴之
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次のステージ・関連科目

国際関係論

２年

前期 2

国際関係を、環境問題という国境を越えるグローバルな問題を通し
て学びます。国際社会が環境問題を認識してきた歴史(例えばSDGs
の源流）や環境問題を解決するシステムをどのように構築してきた
かについて理解することを目指します。また沖縄の環境問題が国際

（特）オリエンテーション・ガイダンス（授業方針や流れの説明・講師の自己紹介）

（特）環境問題が持つ射程(1)環境問題の「国際化」の歴史的経緯

（特）環境問題が持つ射程(2)環境問題と国際機関・会議・条約

（特）環境問題が持つ射程（3）「持続可能な開発」という概念/SDGs

（特）問題が持つ射程(4)「公害」「環境」「地球環境」問題

（特）国際条約を読んでみる「生物多様性」「生物多様性条約」とは

（特）国際条約を理解する「生物多様性条約」にある価値とは

（特）国際条約を理解する「生物多様性条約」：資源をめぐる南北問題

（特）国際環境機関と沖縄　新石垣空港建設問題 復帰と開発(1)

（特）国際環境機関と沖縄　新石垣空港建設問題から国際社会へ(2)

（特）国際環境機関と沖縄　やんばるの世界自然遺産登録（1）

（特）国際環境機関と沖縄　やんばるの世界自然遺産登録（2）

（特）国際環境機関と沖縄　やんばるの世界自然遺産登録（3）

（特）沖縄の国際環境運動　ジュゴン訴訟　

（特）予備日　

（レポート提出）

シラバスや授業の流れの理解

補助資料の理解

補助資料の理解

補助資料の理解

リアクション・ペーパー執筆

小課題・ワーク　

補助資料の理解

リアクション・ペーパー執筆

補助資料の理解

補助資料の理解

リアクション・ペーパー執筆

補助資料の理解

補助資料の理解

リアクション・ペーパー執筆

レポート準備　

[履修の心構え]

・授業への参加姿勢（平常点）　授業参加度を評価するリアクションペーパー等の提出　40点　40% 
・レポート　60点　到達目標(1)(2)(3)を評価できるようにする。60%  
　レポート提出のみでは採点対象とならない。リアクションペーパーの提出規定数2/3に達していない場合は不
可とする。　詳細は授業時に発表する。
　

・週一回のzoomの授業を実施し、講師のGooglesiteに授業資料と関連資料をアップします。

自ら調べて考えたことを一定の量の文章に書いていくことを重視します。
[学びの手立て]
現在進行中の問題に触れながら講義を進めていくので、日常でも、積極的に新聞を読んだり、インターネット等
で国際的な環境関係の時事問題を追ってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社会にどのように関わっていったのか、事例を通して学んでいきま
す。

ptt503@okiu.ac.jpで受け付けます。授業の
最後の時間に質問・相談の時間を設けます。

火４

担当講師は、地元沖縄の環境調査団体「インフォームド・パブリッ
ク・プロジェクト」で活動しているので、沖縄の環境問題のホット
な実践の話をおりまぜながら、授業を展開していきます。現在は、
沖縄の米軍基地の環境問題、汚染問題を中心とした活動をしており
、そこから見える日本・米国・沖縄の関係の問題も考えていきたい
と思います。

・テキストは指定しません。参考資料はその度紹介します。

　　　                                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

社会・平和領域の選択科目

(1)国際的な環境関係の基礎知識（代表的な国際会議や国際機関、条約、枠組み）を身につけること。
(2)環境問題と普遍的価値（人権、民主主義）などとの関係について理解し、論じることができるようにすること。
(3)地域と国家、国際社会との関係について論じることができるようにすること。

・ポータルで随時連絡します。

社会・平和領域の専門基礎科目
                  ［　　　　　／一般講義］

-河村　雅美
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次のステージ・関連科目

国際社会学

２年

後期 2

移民、出稼ぎ、外国人労働者など、人の移動をめぐるさまざまな事
項を、近現代の沖縄に焦点をあてて学ぶことで、多文化共生社会を
担う市民としての資質を育む。グループワークを設けることで、コ
ミュニケーション能力と論理的思考力を高める。

沖縄の外国人労働者　講義

〃　グループワーク

沖縄からの本土・県外就労

〃　グループワーク

英語×沖縄

〃　グループワーク

米軍統治下の琉米親善

〃　グループワーク

米軍基地と戦後移民

〃　グループワーク

ヨーロッパの外国人労働者

〃　グループワーク

米軍統治下の奄美籍者

〃　グループワーク

沖縄のアメラジアン

〃　グループワーク

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

新聞記事検索

移民や難民、外国人ヘイトについての報道を目にしたら注意して視聴しておいてください。グループワークでは

講義ごとの小テストの点数：50点　グループワークの資料（各自の役割が明記してあるもの）に基づく議論への
貢献度：50点

毎授業時に紹介する　教科書は使用しない

少なくとも1回は司会と記録篝を務め、積極的に発言し、他者の意見によく耳を傾けるようにしてください。

knori@ll.u-ryukyu.ac.jp

月２

沖縄出身の皆さんは、米軍統治時代に本土で働いたり学んだりした
家族、親戚がいたら、当時の話を聞いてみましょう。県外出身の人
は、沖縄市胡屋のヒストリートに赴き、米軍統治時代の歴史を学ん
でみましょう。

とくになし

１．移民、出稼ぎ、外国人労働者など、人の移動をめぐる事象の基本的な把握ができている。２．それらの事象について、自分なりに
問いを立て、論述することができる。３．グループワークを行い、意見を交わし、情報をまとめ、発表することができる。４．多文化
共生社会の実態と課題について理解し、市民として貢献する姿勢と資質を身につけている。

論理的思考力、コミュニケーション能力を育む
                  ［　　　　　／一般講義］

-野入　直美
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次のステージ・関連科目

国際平和論

２年

後期 2

世界各国の様々な戦争や紛争は米ソの冷戦に密接に結びつけられて
いると思われていたが、冷戦が終わっても、新しい平和の時代は実
現されなかった。かえって、戦争や民族紛争が増える 傾向がある
。この授業では海外の研究者が様々な観点から見た戦争や民族紛争

オリエンテーション、テーマを検討, LMSの登録

世界の民族紛争-分析のアプローチ、グループテーマの選定

紛争マップイングの概要

民族紛争の事例

地理的概要

歴史的概要

当事者の特定

当事者の動機・真意・立場・最終目標

原因と結果

ナショナリズムとエスニシティ

思想と信仰

目的と目標

最近の動き

争点と選択肢

問題解決の可能性

Review

テーマを検討・設定する

基本概念：ディスカッションの準備

基本概念をまとめる

事例の分析、次のテーマを調べる

フォーラムの書き込み

書き込み、次のテーマを調べる

書き込み、次のテーマを調べる

書き込み、次のテーマを調べる

書き込み、次のテーマを調べる

書き込み、次のテーマを調べる

書き込み、次のテーマを調べる

書き込み、次のテーマを調べる

書き込み、次のテーマを調べる

書き込み、次のテーマを調べる

フォーラムの書き込み

レポートの提出

このコースではグループの協働作業によって最大の結果を出すプロセスを学ぶ。それぞれがグループとメンバー

レポート - 20%
発表と授業参加度 - 80%

・岡本三夫・横山正樹 編、平和学の現在、1999、法律文化社.

貢献する姿勢を養う。

を分析、主な学説、理論を検討する。

https://bee.okiu.ac.jp/mod/page/view.php
?id=7062 / ptt1127@okiu.ac.jp

木１

レポートにはウィキペディアの引用は認めません。他のオン・オフ
ライン情報源を活用すること。

・新聞、雑誌、インターネットから収集した資料。LMSコースページ参照のこと

平和運動史、平和教育学、平和・社会学特殊講義
専門分野の資料・論文を読んで、理解し、発見した問題の分析する力を養成する。

ひとつの紛争地域に関してマッピング・プロジェクトを完成させること。

自ら課題を発見し、多様な観点と専門知識を整えて課題を分析する
。                   ［　　　　　／一般講義］

-ﾀﾞｸﾞﾗｽ　ﾄﾞﾗｲｽﾀｯﾄ
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次のステージ・関連科目

古文書講読Ⅰ

２年

前期 2

文献史料は文書・記録・編纂物や典籍に分類されます。なかでも一
次史料である文書と記録は、意味内容とともに形態・様式・機能・
伝来など豊富な歴史情報を持っています。よって、文字（くずし字
）と文章（候文）が読めなければ、内容や背景の世界に入っていけ

イントロダクション、くずし字と候文、文書と記録の違い、文書と古文書の違い

「在勤中日記」の解題、担当箇所の割り当て

「在勤中日記」の目録を読む①―くずし字と候文に慣れる―

「在勤中日記」の目録を読む②―候文を読み下す―

「在勤中日記」の講読①（担当箇所の翻刻と読み下し）

「在勤中日記」の講読②（同上）

「在勤中日記」の講読③（同上）

「在勤中日記」の講読④（同上）

「在勤中日記」の講読⑤（同上）

「在勤中日記」の講読⑥（同上）

「在勤中日記」の講読⑦（同上）

「在勤中日記」の講読⑧（同上）

「在勤中日記」の講読⑨（同上）

「在勤中日記」の講読⑩（同上）

期末試験対策問題、まとめ

期末試験

到達目標を理解する

テキストの構造を把握する

変体仮名と返り点を把握する

変体仮名と返り点を把握する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

到達目標を確認する

正答を音読する

くずし字と候文をはじめからスラスラ読める人はいません。外国語と同じです。慣れ親しむためには、声を出し

テキストの講読に取り組む姿勢（３０％）と期末課題の結果（７０％）によって総合的に評価します。特に前者
では、担当箇所だけでなく、くずし字と候文を読めるようになりたいという意欲や態度を重視します。

【テキスト】講読するテキストは、尚家文書３４３号「在勤中日記」（那覇市歴史博物館蔵）です。１８７１年

【参考文献】林英夫・若尾俊平編『増訂 近世古文書解読字典』（柏書房、１９７２年）

て量を読むことが大切です。少しずつ読めるようになると自信がつきますよ。あきらめないでください。

ません。本講義のねらいは、くずし字を判読・翻刻し、候文を読み
下し、文章の主旨をつかむ訓練をするところにあります。

水曜日２限のオフィスアワーに研究室（５４
２２）で受け付けます。

月２

本学図書館郷土資料室には沖縄県内の市町村史が並んでいます。身
近な地域の文献資料集をめくってみてください。そこには各地域に
伝わる文書や記録が収録されています。また、県内の博物館の常設
展や企画展でも貴重な史料が展示されます。実際に足を運んで現物
の迫力に接することをおすすめします。

、首里王府が鹿児島に派遣した在番親方である池城親方の公務日記です。鹿児島での活動の様子を詳しく知るこ

「古文書講読Ⅱ」の受講を希望します。

・くずし字を判読・翻刻し、候文（和様漢文）を読み下すことができるようになる。
・文書や記録（日記）の文章の主旨を理解できるようになる。

とができます。二回目の講義でコピーを配布します。教科書は使用しません。

専門分野における学問体系及び調査・研究技能の基本を理解する基
礎科目に当たる。                   ［　　　　　／一般講義］

深澤　秋人
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次のステージ・関連科目

古文書講読Ⅱ

２年

後期 2

文献史料は文書・記録・編纂物や典籍に分類されます。なかでも一
次史料である文書と記録は、意味内容とともに形態・様式・機能・
伝来など豊富な歴史情報を持っています。よって、文字（くずし字
）と文章（候文）が読めなければ、内容や背景の世界に入っていけ

イントロダクション、くずし字と候文、文書と記録の違い、文書と古文書の違い

「在勤中日記」の解題、担当箇所の割り当て

「在勤中日記」を読んでみる①―くずし字と候文に慣れる―

「在勤中日記」を読んでみる②―候文を読み下す―

「在勤中日記」の講読①（担当箇所の翻刻と読み下し）

「在勤中日記」の講読②（同上）

「在勤中日記」の講読③（同上）

「在勤中日記」の講読④（同上）

「在勤中日記」の講読⑤（同上）

「在勤中日記」の講読⑥（同上）

「在勤中日記」の講読⑦（同上）

「在勤中日記」の講読⑧（同上）

「在勤中日記」の講読⑨（同上）

「在勤中日記」の講読⑩（同上）

期末試験対策問題、まとめ

期末試験

到達目標を理解する

テキストの構造を把握する

変体仮名と返り点を把握する

変体仮名と返り点を把握する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

テキストを音読する

到達目標を確認する

正答を音読する

史料は声を出して量を読むことで身体になじんできます。はじめからスラスラ読める人はいません。外国語と同

テキストの講読に取り組む姿勢（３０％）と期末試験の結果（７０％）によって総合的に評価します。特に前者
では、担当箇所だけでなく、くずし字と候文を読めるようになりたいという意欲や態度を重視します。

【テキスト】講読するテキストは、前期の「古文書講読Ⅰ」に引き続き、尚家文書３４３号「在勤中日記」（那

せん。

じです。あきらめないでください。その日読んだテキストの箇所を繰り返し音読することをおすすめします。

ません。本講義のねらいは、くずし字を判読・翻刻し、候文を読み
下し、文章の主旨をつかむ訓練を積むところにあります。

水曜日２限のオフィスアワーに研究室（５４
２２）で受け付けます。

月２

本学図書館郷土資料室には沖縄県内の市町村史が並んでいます。身
近な市町村の文献資料集をめくってみてください。そこには各地域
に伝わる文書や記録が収録されています。また、県内の博物館の常
設展や企画展では貴重な史料が展示されます。実際に足を運んで現
物の迫力に接することをおすすめします。

覇市歴史博物館蔵）です。１８７１年、首里王府が鹿児島に派遣した在番親方である池城親方の公務日記です。

【参考文献】林英夫・若尾俊平編『増訂 近世古文書解読字典』（柏書房、１９７２年）

「古文書講読Ⅰ」の受講を希望します。

・くずし字を判読・翻刻し、候文（和様漢文）を読み下すことができるようになる。
・文書や記録（日記）の文章の主旨を理解できるようになる。

鹿児島での活動の様子を具体的に知ることができます。２回目の講義でコピーを配布します。教科書は使用しま

専門分野における学問体系及び調査・研究技能の基本を理解する基
礎科目に当たる。                   ［　　　　　／一般講義］

深澤　秋人
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次のステージ・関連科目

社会学概論

１年

後期 2

本講義は、社会学の基本的考え方、ものの見方を学習することから
スタートし、現代社会を分析的に読み解く社会学的想像力と歴史的
想像力を習得、他者の発見・理解を通して、社会の仕組みを解明す
ることをめざします。個人的なことがらを社会全体との関わりの中

社会学とはなにか：これから学ぶこと

生活の理解：家族

生活の理解：地域

生活の理解：生活様式と社会

人と社会の関係：社会的行為

人と社会の関係：社会的役割

人と社会の関係：社会関係資本と社会的連帯①

人と社会の関係：社会関係資本と社会的連帯②

中間まとめ

社会問題の理解：社会問題のとらえ方

社会問題の理解：日本社会と社会問題①

社会問題の理解：日本社会と社会問題②

現代社会の理解：社会のグローバル化と社会問題①

現代社会の理解：社会のグローバル化と社会問題②

期末レポート提出

期末レポートの返却・講評

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

レポート作成

期末レポートも授業で扱ったテーマに沿って論文作成を行うので、きちんとノートを取っておくこと。

期末レポートのほか、コメントカードや授業への参加も加味して評価を行う。（期末レポートの提出がなされな
い場合は不可）

必要に応じて適宜配布する

高校社会科の復習をしておくと、理解が深まりやすい。
自分の出席回でない回は、課題が出ます。しっかり取り組むように。

で捉え、人間社会の様々な問題群とその現代的課題を考えます。

kayo@okiu.ac.jp

金２

社会学は「人間」と「社会」との関係を様々な角度から検証する学
問です。近代社会の様々な問題群とその現代的課題を、実証的・学
術的に探究していきましょう。

「社会学演習」などの理論を活用する科目が関連科目である。
本講義で身につけた知識や考察は、大学全体のポリシーに掲げられた「高度化かつ多様化する国際社会」を生き
る上での基礎となるので、ぜひ自らの社会生活を捉えなおす契機としてほしい。

①社会学の基本的な概念を理解する。
②現代社会を批判的（分析的）に読み解くための社会学の思考枠組み（ものの見方）を習得する。
③他者の発見・理解を通じて社会の仕組み（構造）を捉える。
④「あたりまえ」を相対化し、その歴史的・社会的構築性を理解する。
⑤個人的なことがらと社会的なことがらとの関係を捉える。

専門分野の学問体系と研究技能の基本を学ぶ「基礎科目」です。
                  ［　　　　　／一般講義］

崎濱　佳代
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次のステージ・関連科目

社会学理論

２年

前期 2

私たちは、常識という色眼鏡を通して物事を見つめ、日々の生活を
送っている。しかし、現実の物事はみかけどおりではなく、聞こえ
のいい常識の背後でお互いを排除し、暴力をふるうことで社会が成
立しているとしたらどうだろう。本講義は、「働くこと」「アイデ

ガイダンス。社会学理論では何を扱うか？

イントロダクション：社会をみること。社会学の理論とはどのようなものか。

わたし（個人）を問う①「働くこと」を社会学的に捉える。

わたし（個人）を問う②「自分らしさ」とはなにか（アイデンティティ）。

わたし（個人）を問う③「われわれ」とはだれか（ナショナリズム、記憶）。

わたし（個人）を問う④「愛する」とはなにか（家族、性愛、ジェンダー）。

沖縄を社会学理論で捉える（1）沖縄戦の記憶について考える。

社会（秩序）を問う①近代とはどのような時代か。

社会（秩序）を問う②身体と規律権力（監獄、学校、病院、軍隊）。

社会（秩序）を問う③階級・階層の再生産（教育、労働、貧困）。

社会（秩序）を問う④オリエンタリズム、ポストコロニアルという視点。

沖縄を社会学理論で捉える（2）ポストコロニアルとしての沖縄。

社会学の古典・原典に触れる①近代社会への問い（マルクス、ウェーバー）。

社会学の古典・原典に触れる②社会学と社会の構造的理解（デュルケム、ブルデュー）。

授業全体のまとめ。

シラバスを読んでおくこと。

事前課題に取り組むこと。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。関連する課題を提示。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。関連する課題を提示。

講義の復習。

講義の復習。

講義全体の復習。

履修の心構え

授業への参加態度・課題研究（30％）、中間レポート（30％）、学期末レポート（40％）。

特定のテキストは指定しない。講義の必要に応じて資料を配布する。

②豊泉周治ほか『＜私＞をひらく社会学：若者のための社会学入門』（大月書店、2014年）

・事前課題や関連課題を提示する回があるので、しっかりと準備して臨むこと。
・講義もコミュニケーションの一つである。周囲の受講生や教員との信頼関係で成り立ち、その中で、より良い
学習ができることを意識してほしい。受講中の私語や携帯電話・スマートフォンの使用など、講義の進行や周囲
への迷惑となる行為は禁止する。

ンティティ」や「愛」などの身近な事柄を入口に、社会学的な考え
方を修得することで、この色眼鏡を批判的に捉え直す。

講義終了後の教室およびオフィスアワー

火４

日々の生活で生じる小さな疑問や違和感をそのままにせず、みずか
らの頭で考えることの大変さと面白さを講義を通して感じてほしい
。

講義の理解度を高めるための参考文献として、次の三つを挙げておく。

③長谷川公一ほか『社会学　Sociology:Modernity,Self and Reflexivity』（有斐閣、2007年）

学びを深めるために
・日常生活において疑問をもったことを大切にし、言葉にしたり考える時間をつくること。

社会・平和領域の専門応用科目。

社会学理論の受講を通して、以下の二つを学習成果として得ることができる。
①私たちが織りなす社会のあり方についての認識を深めることで、身近な社会関係（家族、男女、地域など）がどのように成り立って
いるのかを理解できる。
②①を通して、お互いを排除したり傷つけるような関係性（社会構造）を批判的に捉え直し、受講前とは異なる社会への関わり方を考
え、実践するこができる。

①アンソニー・ギデンズ『社会学（第5版）』（而立書房、2009年）

社会・平和領域の専門基礎科目
                  ［　　　　　／一般講義］

秋山　道宏
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次のステージ・関連科目

社会調査法Ⅰ

２年

前期 2

社会調査とは、「社会はどうなっているのか」という問いに答える
ための一つの方法です。社会調査には、データを収集する段階、デ
ータを使って社会について考える段階、その結果を公表する段階と
一連のプロセスがあります。本講義では、社会調査の意義と諸類型

イントロダクション

社会調査の歴史（社会調査のルーツと発展）

調査倫理（個人情報の取り扱い、社会調査倫理綱領）

既存資料へのアクセス方法①（図書館とインターネットの活用）

既存資料へのアクセス方法②（既存の統計データの活用）

社会調査の基本ルールと道具①（記述と説明、問いの立て方）

社会調査の基本ルールと道具②（概念、操作的定義、変数、仮説）

前半ふりかえりと中間テスト

量的調査の基礎①（種類と特徴）

量的調査の基礎②（調査票、サンプリング）

量的調査の基礎③（調査プロセス）

質的調査の基礎①（種類と特徴）

質的調査の基礎②（聞き取り調査、フィールドワーク）

質的調査の基礎③（ドキュメント分析）

まとめ

期末テスト

なし

授業後にテキストを読むこと

授業後にテキストを読むこと

授業後にテキストを読むこと

授業後にテキストを読むこと

授業後にテキストを読むこと

授業後にテキストを読むこと

事前に復習してくること

授業後にテキストを読むこと

授業後にテキストを読むこと

授業後にテキストを読むこと

授業後にテキストを読むこと

授業後にテキストを読むこと

授業後にテキストを読むこと

事前に復習してくること

事前に復習してくること

①テキストや配布資料を読む等、しっかりと復習を行ってください。

平常点（30点）、中間テスト（20点）、学期末テスト（50点）
　※平常点はリアクションペーパーと授業態度です。

【テキスト】

　宮本常一・安渓遊地、2008『調査されるという迷惑ーーフィールドに出る前に読んでおく本』みずのわ出版。

②理解の促進のための短いグループディスカッションやグループワークを取り入れますので、受講生の積極的な
参加を期待します。※遠隔授業の場合は、ディスカッションやワークの代替として、個人ワークや確認クイズ等
を取り入れます。
③リアクションペーパーは公表不可としない限り、次回の講義のはじめの振り返りの時間に匿名で紹介すること

に関する基本的な事項を学んでいきます。

授業後に教室で受け付けます。遠隔授業の場
合は、メール対応いたします。

水３

大学とは、自分自身で問題を発見し探求する場です。社会調査法を
学ぶことは、論文を読む力を鍛え、自分で研究を行う際の基礎力を
つけることに繋がります。最初は難しいと感じるかもしれませんが
、一緒に頑張りましょう！

　大谷信介ほか編、2013『新・社会調査へのアプローチー論理と方法』ミネルヴァ書房。

　盛山和夫、2004『社会調査法入門』有斐閣。

があります。質問が含まれていた場合もこの時間に回答します。

社会調査法Ⅱ、社会統計学Ⅰ、社会統計学Ⅱ、演習Ⅰ・実習

（１）社会調査の意義と諸類型、調査倫理について理解する。
（２）既存資料へアクセスし、情報を収集することができる。
（３）量的調査と質的調査の違いを説明することができる。

【参考資料】

　※その他、テーマに合わせて授業中に参考文献を提示、あるいは資料を配布します。

①専門分野における学問体系の基本を理解するための「基礎科目」
です。②社会調査士資格認定「A科目」です。                   ［　　　　　／一般講義］

-玉城　福子
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次のステージ・関連科目

社会調査法Ⅰ

２年

前期 2

本講義では、社会調査の基礎について学び、さらに後半では量的調
査の方法を学ぶ。この講義を通して、社会人として暮らす上で頻繁
に触れることになる社会調査によるデータの読み方を身につけ、さ
らに地域問題の効果的な解決のために不可欠となる社会調査を自ら

社会調査とは？―その意義、目的―

社会調査の歴史

社会調査のための諸注意―社会調査の倫理と個人情報の取り扱い―

事前の情報収集の方法

研究テーマの設定法～社会調査の基本的な道具～

調査の企画、設計

概念、変数、仮説の活用

量的調査―調査票作成の事前準備

質問文作成の基本ルール

選択肢作成の基本ルール

調査に関する様々な誤差１標本誤差

調査に関する様々な誤差２ その他の誤差

サンプリングの考え方

サンプリングの実際

本講義のまとめ

試験

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の総合的な復習

新聞・雑誌など身の回りに表れるd統計データの扱われ方をよく見ること。

レポート、試験、受講態度、出席状況などを総合的に評価する。

大谷信介、他著『新・社会調査へのアプローチ』2013年、ミネルヴァ書房

実施する能力を身につけることがねらいである。

kayo@okiu.ac.jp

水３

社会調査の基礎を学習する。本講義は社会調査の目的や意義、調査
の事例の紹介、調査倫理などの初歩的学習に加え、主に量的調査を
中心に、調査研究の企画設計、変数と仮説構成などプロトコールの
作成から調査実施まで総合的に講義する。

関連科目は「社会調査法Ⅱ」である。次のステージとして、 本講義で学ぶ量的調査に加え、数字では表せない
深いデータを得る質的調査の方法にも関心を持ってほしい。

①社会調査によるデータを読んで、社会的な事象についての考察に活かせるようになること。
②自らの関心を量的調査によって明らかにする手法を身につけること。

「地域理解能力と社会的コミュニケーション能力にたけた、問題解
決型の人物の養成」に関わる技能を習得することを目指す。                   ［　　　　　／一般講義］

崎濱　佳代
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社会調査法Ⅱ

２年

後期 2

社会調査とは、「社会はどうなっているのか」に答えるための一つ
の方法です。社会調査には、データを収集する段階、データを使っ
て社会について考える段階、その結果を公表する段階と一連のプロ
セスがあります。本講義では、資料やデータを収集し、分析しうる

イントロダクション

調査目的の明確化（問題意識と調査テーマの具体化）

調査企画と設計（調査の種類と特徴）

仮説（仮説の構築、命題と仮説、操作化、反証可能性）

調査方法の検討（全数調査と標本調査、統計的確率、標本サイズと誤差）

サンプリングの方法（層化抽出法・多段抽出法）

質問文、質問票の作成①（作り方、具体例と注意点）

質問文、質問票の作成②（作り方、具体例と注意点）

量的調査の実施（調査票の配布および回収法等）

質的調査の実際①

質的調査の実際②

データの整理・集計①（コーディング、エディティング）

データの整理・集計②（データクリーニング、単純集計とクロス集計）

データの整理・集計③（誤差、検定、相関、みかけの相関）

調査・分析の公表（報告書作成）

期末テスト

なし

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

授業前にテキストを読むこと

事前に復習してくること

事前に復習してくること

①テキストの当該箇所を読む等、しっかりと復習を行ってください。

平常点（30点）、レポート（70点）
　※平常点はリアクションペーパーと授業態度です。

【テキスト】

  川端亮、2010『データアーカイブSRDQで学ぶ社会調査の計量分析』ミネルヴァ書房。

②基本的なパソコン操作（インターネット検索、エクセル等）ができることが望ましいです。
③理解の促進のための短いグループディスカッションやワークを取り入れますので、受講生の積極的な参加を期
待します。※遠隔授業の場合は、ディスカッションやワークの代替として、個人ワークや確認クイズ等を取り入
れます。

形にまで整理していく具体的な方法を学んでいきます。

授業後に教室で受け付けます。遠隔授業の場
合は、メールで対応いたします。

水３

大学とは、自分自身で問題を発見し探求する場です。社会調査法を
学ぶことは、論文を読む力を鍛え、自分で研究を行う際の基礎力を
つけることに繋がります。実践的な力を身につけるために、一緒に
頑張りましょう！

　大谷信介ほか編、2013『新・社会調査へのアプローチー論理と方法』ミネルヴァ書房。

　盛山和夫、2004『社会調査法入門』有斐閣。

④リアクションペーパーは公表不可としない限り、次回の講義のはじめの振り返りの時間に匿名で紹介すること
があります。質問が含まれていた場合もこの時間に回答します。

「社会調査法Ⅰ」（関連科目）を履修済みであることが望ましい。次のステージとして、社会統計学Ⅰ・社会統
計学Ⅱ・演習Ⅰ・実習。

（１）社会調査によって資料やデータを集取し、分析しうる形にまで整理していく具体的な方法を理解する。
（２）量的調査のデータ収集から分析しうる形までの基本的な流れを説明できるようになる。
（３）質的調査のデータ収集から分析しうる形までの基本的な流れを説明できるようになる。

【参考資料】

　※その他、テーマに合わせて授業中に参考文献を提示、あるいは資料を配布します。

①専門領域における調査・研究能力の基礎を構築するための「基礎
科目」です。②社会調査士資格認定「B科目」です。                   ［　　　　　／一般講義］

-玉城　福子
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次のステージ・関連科目

社会調査法Ⅱ

２年

後期 2

本講義では、社会調査の基礎について学び、さらに後半では質的調
査の方法を学ぶ。この講義を通して、社会人として暮らす上で頻繁
に触れることになる社会調査によるデータの読み方を身につけ、さ
らに地域問題の効果的な解決のために不可欠となる社会調査を自ら

イントロダクション（学籍番号が奇数の学生）

質的調査の考え方

ドキュメント分析の方法

ドキュメント分析に触れてみよう

参与観察法

参与観察法に触れてみよう

インタビュー法

インタビュー法に触れてみよう

調査実施の際の諸注意

中間課題：質的調査の企画

質的調査の実施と分析（質問・相談による個別指導）①

質的調査の実施と分析（質問・相談による個別指導）②

分析レポートの作成（質問・相談による個別指導）①

分析レポートの作成（質問・相談による個別指導）②

課題提出

振り返り

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

授業の復習

課題の実施

課題の実施

課題の実施

授業の総合的復習

授業の総合的復習

新聞・雑誌など、身の回りに見られる質的調査データに注目する。

レポート、試験、受講態度、出席状況などを総合的に評価する。

大谷信介、他著『新・社会調査へのアプローチ』2013年、ミネルヴァ書房

実施する能力を身につけることがねらいである。

kayo@okiu.ac.jp

水３

社会調査の基礎を学ぶ。「社会調査法Ⅰ」では量的調査を中心に内
容を展開したが、本講義では質的調査（とりわけ参与観察法、イン
タビュー法、ドキュメント分析など）に力点をおいて講義を行う。

「社会調査法Ⅰ」「社会調査法Ⅱ」で学んだ知識をもって、「実習（総社）」に積極的に挑戦してほしい。

①質的調査によるデータを読んで、社会的な事象についての考察に活かせるようになること。
②自らの関心を質的調査によって明らかにする手法を身につけること。

「地域理解能力と社会的コミュニケーション能力にたけた、問題解
決型の人物の養成」に関わる技能を習得することを目指す。                   ［　　　　　／一般講義］

崎濱　佳代
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次のステージ・関連科目

社会統計学Ⅰ

２年

前期 2

　この講義では、統計的データをまとめたり、分析したりするため
に必要な基礎的な統計学的知識について学び、統計リテラシー（統
計を読み取り必要な情報を得る力・統計を作成し正確な情報を作る
力、など統計を活用する力）を身につけることを目指します。

イントロダクション（講義の趣旨・方法・スケジュールの説明）

「統計」とは何か？（ものごとを数字で測るとは？　統計学的な考え方）

「測る」とはどういうことか？（尺度と変数、度数分布とグラフ）

データの特徴をどう表すか？～基本統計量1（代表値とは何か）

データの特徴をどう表すか？～基本統計量2（散布度とは何か）

データの特徴をどう表すか？～基本統計量3（尖度・歪度、正規分布・標準偏差）

データからどこまで確かなことがいえるか？1（検定・推定の考え方、抽出法の理論）

収集したデータ間に関連性はあるか？　～量的変数1～（相関係数）

収集したデータから予測はできるか？　～量的変数2～（回帰分析の基礎1）

収集したデータによる予測をどう読み取るか？～量的変数3～（回帰分析の基礎2）

みせかけの関連性を見抜くにはどうするか？～量的変数4～（変数のコントロール、偏相関係数）

収集したデータ間に関連性はあるか？～質的変数1～（独立性の検定）

データの関連性をどうやって示すか？～質的変数2～

複数のデータをどうやって読み解くか？～質的変数3～（エラボレーション）

複数のデータをどうやって読み解くか？～質的変数4～（エラボレーション2）

講義の振り返り・まとめ（レポート提出）

①統計関連書籍・サイト閲覧

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①「履修の心構え」

平常点：70％、期末課題：30％
平常点：毎講義で、課題を配布するので、その課題を加工して提出してください（課題の取り組み方、授業態度
等）。なお、遠隔講義の場合は、毎回課題（5点×14回）を配布し、提出してもらう。
期末課題：講義中で学習した内容について、EXCELデータを加工して回答する課題を出題する。受講生は回答の
上、期限までに提出する。

下記のテキストを使用する受講者は各自入手すること。ほか、必要に応じて別途、講義中で指示する

原則として、毎回パソコンを使用して統計データの加工・処理を学習します。そのため講義冒頭でデータの配布
等を行います。遅刻・欠席は受講上大きな支障となります。注意してください。なお、欠席に関しては、必ず欠
席届を提出してください。
②学びを深めるために

講義終了後またはメールにて対応します。

金４

統計は、私たちが生活している社会の有り様を示す、重要な情報の
一つです。しかし、社会には、信頼のおけるものから不確かなもの
まで、様々な統計・数字があふれています。講義では、事例をでき
るだけ多く紹介して統計的な考え方のイメージや基礎的な考え方を
学ぶとともに、パソコンを使用して実際に統計を作成・分析する作
業を通じ、理解を深めて行きます。

廣瀬毅士・寺島拓幸編著『社会調査のための統計データ分析』オーム社、2010年　

本講義ではPC使用が必須です。PC操作が苦手な人もいると思いますが、卒業後は必須の技術です。本講義では主
としてEXCELを使用しますので、日ごろからEXCELに触ることをお勧めします。小遣い帳、燃費計測、バイトの給
与計算等、日ごろの生活で使ってみてください。

「社会統計学Ⅱ」　社会統計学Ⅰを受講後、より多様な数量データ分析の初歩を学んでほしい。また、社会調査
士指定科目等における質的調査・データに関する学習が調査におけるデータの取り扱いについて理解をより深め
る。

1．PCを利用して、簡易な統計データを作成することができる。
2．統計データを加工して、簡易な分析ができる。
3．統計データの分析を通じて、社会現象について考察できる。
4．インターネット・図書館等を利用して、目的に応じた統計データを収集することができる。

各専攻で学習・研究する社会的事象の基本的な情報の一つである統
計の理解に資する基本的な知識を学習する。                   ［　　　　　／一般講義］

-細川　妃奈子
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次のステージ・関連科目

社会統計学Ⅱ

２年

後期 2

この講義では、「社会統計学Ⅰ」の内容を踏まえ、社会調査データ
の分析で用いる基礎的な多変量解析法について、その基礎的な考え
方と方法を学びます。講義ではPCで実際にデータを加工します。
　到達目標として、基礎的統計リテラシー（統計を読み取り必要な

イントロダクション（講義の趣旨・方法・スケジュールの説明）

「多変量解析」を学ぶ前に（社会統計学Iの復習）

「多変量解析」とは何か？（多変量解析の種類と用途、その方法の概要）

数値データに基づいて予測する「重回帰分析」1

数値データに基づいて予測する「重回帰分析」2

数値データに基づいて予測する「重回帰分析」3

数値データに基づいて予測する「重回帰分析」4

複数の変数を合成する「主成分分析」1

複数の変数を合成する「主成分分析」2

複数の変数を合成する「主成分分析」3

複数の変数を合成する「主成分分析」4

データの背後を分析する「因子分析」１

データの背後を分析する「因子分析」２

データの背後を分析する「因子分析」３

データの背後を分析する「因子分析」４

講義のふりかえり・まとめ（レポート提出）

①統計関連書籍・サイト閲覧

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①＋②講義使用データの復習

①「履修の心構え」

平常点：70％、期末課題：30％
平常点：毎講義で、課題を配布するので、その課題を加工して提出してください（課題の取り組み方、授業態度
等）。なお、遠隔講義の場合は、毎回課題（5点×14回）を配布し、提出してもらう。
期末課題：講義中で学習した内容について、EXCELデータを加工して回答する課題を出題する。受講生は回答の
上、期限までに提出する。

　下記のテキストを使用する。受講者は各自入手すること。また、社会統計学Ⅰのテキストを随時参考資料とし

原則として、毎回パソコンを使用して統計データの加工・処理を学習します。そのため講義冒頭でデータの配布
等を行います。遅刻・欠席は受講上大きな支障となります。注意してください。なお、欠席に関しては、必ず欠
席届を提出してください。
②学びを深めるために

情報を得る力・統計を作成し生活な情報を作る力など統計を活用す
る力）を高めること目指します。

講義終了後またはメールにて対応します。

金４

社会で起きている現象の多くは、一つの要因で起こることよりも、
複数の要因が関係によることもあります。逆に、一つの要因が複数
の現象を生み出すこともあります。社会統計学における多変量解析
は、社会現象に関わる様々な要因の関係を数学で表そうとするもの
です。講義では、事例をできるだけ多く紹介し、多変量解析のイメ
ージや基礎的な考え方をお話ししたいと思います。

て使用する。

○主テキスト

本講義ではPC使用が必須です。PC操作が苦手な人もいると思いますが、卒業後は必須の技術です。本講義では主
としてEXCELを使用しますので、日ごろからEXCELに触ることをお勧めします。小遣い帳、燃費計測、バイトの給
与計算等、日ごろの生活で使ってみてください。

（１）関連科目
　「社会統計学Ⅰ」　社会統計学Ⅱは、社会統計学Ⅰで学習した内容を踏まえて行うため、前期（Ⅰ）・後期（
Ⅱ）を連続して受講することが望ましい。
　ただし、社会統計学Ⅱを先に受講することを妨げない。

１．多変量解析に関する基本的な知識・技術が身についている
２．多変量解析の学習を通じて、社会現象が多様な要素から成り立っていることを想像できる
３．統計解析んど、数量データを活用するメリットを学ぶとともに、そのデメリットと等も学び、多面的に社会現象を理解・想像でき
る。

　ほか、必要に応じて別途、講義中で指示する。

涌井良幸、涌井貞美『多変量解析がわかる』技術評論社　2011

各専攻で学習・研究する社会的事象の基本的な情報の一つである統
計の理解に資する基本的な知識を学習する。                   ［　　　　　／一般講義］

-細川　妃奈子
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次のステージ・関連科目

ジェンダー論

２年

後期 2

〈性別〉によって分割された社会――〈女である/男である〉こと
はどのような社会的意味をもち、日本や世界
で〈女性〉はどのような社会状況を生きているのでょうか。皆さん
が暮らす社会の〈性別〉をめぐる「あたりま

イントロダクション

ジェンダーとは何か――性別の構築性と多様性

教育とジェンダー①子どもの社会化

教育とジェンダー②学校教育と性差別

労働とジェンダー①雇用のジェンダー構造

労働とジェンダー②無償労働とケアワーク

労働とジェンダー③有償／無償労働とジェンダー平等

家族とジェンダー①近代家族と多様化する家族

家族とジェンダー②少子高齢社会とジェンダー平等政策

家族とジェンダー③福祉レジームと生活保障システム

家族とジェンダー④世界の人口問題とリプロダクティブ・ヘルス／ライツ

国際社会・国家とジェンダー

移動・グローバル化とジェンダー①労働力の女性化と新国際分業

移動・グローバル化とジェンダー②ポスト新国際分業と家族のグローバル化

全体のまとめ――フェミニズムとジェンダー

期末レポート提出

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

授業時に指示する

①本講義は、受講生による「主体的学び」を重視する科目です。各回の講義終了後、配布資料と参考文献を読み

平常点(30%)、中間テスト(30%)、学期末テスト（あるいは学期末レポート）(40%)の結果にもとづいて総合的に
評価します。

【参考文献】毎回の講義でテーマに応じた参考文献を紹介します。

・千田有紀・中西裕子・青山薫,2013『ジェンダー論をつかむ』有斐閣．

、理解を深めてください。
②本講義は、基本的に担当教員による講義形式で授業を進めますが、学生への問いかけを随所に取り入れ、双方
向的な授業展開を目指します。受講生数に応じて、随所でグループワーク等も盛り込む予定です。
③授業終了時に、講義内容に関して学んだこと・考えたことをコメントシートに記入してもらいます。重要な考

え」を問い直し、教育、労働、家族、人口、国家・国際社会、移動
・グローバル化など、ジェンダーの視点から

講義終了後に教室で受け付けます

月４

女だから／男だから?――家族や教育、市場や国家など社会のあら
ゆる領域で、人間は性別によって振分けられ
、意味づけられているようです。学校・部活動、バイト・就活、恋
愛・結婚、出産や育児・介護、遊びや流行の
音楽・ドラマなど身近な経験にふれながら、ジェンダー化された社
会の仕組みと課題を考えていきましょう。

全体を通した参考文献は以下のとおりです。

【資料】毎回の授業で必要に応じて配布します。

察・問いかけについては、次回の講義開始時に受講生全員に紹介し共有します。

（関連科目）社会学理論、国際社会学、都市社会学、南島社会学、家族社会学、マスコミ論、アジア社会論

①ジェンダーという概念とその分析概念としての深化のあり方を理解する。
②ジェンダー研究の基礎的な思考枠組みを知る。
③身近な自分の経験を、講義で学んだことと関連付けて、ジェンダーの視点から考察する。
④現代社会の様々な問題群と課題について、ジェンダーの視点から分析する。

・伊藤公雄・牟田和恵編,2015『ジェンダーで学ぶ社会学』世界思想社．

専門分野における個別テーマについて深く学ぶ「発展科目」です。
                  ［　　　　　／一般講義］

崎濱　佳代
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                  ［　　　　　／実験実習］

新里　貴之
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実習

３年

集中 2

この実習は、藤波担当の演習Ⅰの受講生を対象としていて、歴史研
究に不可欠な史料の収集、読解、翻刻などの技能を修得することを
目的としています。具体的には、戦後沖縄における学校教育の復興
ををテーマとし、宜野湾をフィールドとして、当該事象に関する公

①　集中講義形式で開講されるので、日程調整には協力してください。

到達目標（１）の評価：史料の収集状況（10％）
到達目標（２）の評価：史料の保存状況（10％）
到達目標（３）の評価：史料読解の状況（20％）
到達目標（４）の評価：入力データの内容（20％）
到達目標（５）の評価：作業中の取り組み姿勢（40％）

必要に応じて紹介する。

②　対面形式を基本としますが、状況に応じて個人作業やteams等を利用した遠隔形式で実施する場合がありま
す。
③　史料読解に必要な工具類は、できるだけ自分で準備しておいてください。
④　史料データの入力のため、各自ＰＣを準備しておくことが望ましいです。

文書類を収集するとともに、関係者への聞き取りとあわせて、報告
書を作成する予定です。

研究室（5434）、またはfujinami@okiu.ac.j
p

集中

夏季休業期間に史料収集と史料読解の２度に分けて、場合によって
は合宿形式で作業を行う予定でいます。また、受講生をチームに分
けて作業を進めていくので、他者との協調と自己責任をともに果た
すことを求めます。加えて、後期にはゼミ以外の時間を利用して、
翻刻作業を進める予定です。

この授業は、演習Ⅰと密接に関連しています。
また、演習Ⅰと実習で修得した技能をいかして、4年次の演習Ⅱを通じて、個人で卒業論文を作成できるように
つなげてもらいたいと思います。

（１）史料所蔵機関において、適切な史料を収集することができる。
（２）収集した史料を整理・分類し、適切に保存することができる。
（３）史料を正しく読解することができる。
（４）読解した史料を正確に翻刻することができる。
（５）他者と協力しながら作業を進めることができる。

フィールドワークを実践し、地域理解能力の向上を図る「実習科目
」

（１）調査の準備
　　①　調査班の構成　　②　調査史料のリスト化　③　史料所蔵機関における事前学習
（２）史料収集実習（３日間を予定）
　　①　史料所蔵施設において、史料の探索、撮影または複写
    ②　収集した史料のリスト作成
　　③　収集した史料の整理、保存
（３）史料読解実習（３日間を予定）
　　①　史料所蔵施設での史料の翻刻、データ化
　　②　注釈を付す項目の抽出
（４）史料翻刻実習（２日間を予定）
　　①　読解した史料の翻刻、データ化
　　②　脚注の作成
（５）報告書の作成

以上の作業を実施しますが、予定している日数で作業が完了することはあり得ません。したがって、後期には各
自の担当分を講義時間外で作業を行うとともに、演習Ⅰの時間に進捗状況を確認します。また、新型コロナウイ
ルスの感染状況によって、日程や方法の変更があり得ますので連絡に従うようにしてください。

                  ［　　　　　／実験実習］

藤波　潔
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実習

３年

集中 2

　社会文化学科における諸入門科目や概論、そして領域演習および
演習Ⅰ（前期）で学んだ知識を基礎としながら、実際にフィールド
ワークを体験する。現場での経験を通じて、自らの手で情報を得る
こと、そしてコミュニケーション能力の重要性を学ぶ。

　各自の身の回りあるいは沖縄各地で行われている祭りや行事などに関心を持ち、その内容を自身で調べてみよ

　フィールドワークに対する各自の取り組みならびに報告書の内容にも基づいて、総合的に判断する。

　参考文献・史料については、演習Ⅰおよびフィールドワークの際に随時紹介する。

う。家族や友人を対象としてインタビュー調査の練習をするのも良いだろう。実際のフィールドワークに際して
は、すでにどのような情報が公開されているのか、何をどう調査するのかを考え、調査項目の設定を行わなけれ
ばならない。多様な他者と臨機応変にコミュニケーションが取れるよう、大学内外で普段から練習をしておく必
要がある。

nishigaki@okiu.ac.jp

集中

　現代は、人類の歴史において最も情報が氾濫している時代である
。しかし、マスメディアの発達は逆に私たち個々人が自身の力で身
の回りの環境や人々から情報を入手する能力を減退させてきたよう
である。他者とのコミュニケーションを通じて情報を得ること、そ
して自身が行動することを通じてこそ「世界」は広がるのだという
事実を体験・実感してほしい。

　領域演習、演習Ⅰ、演習Ⅱ、沖縄文化入門、民俗学概論、文化人類学概論、アジア文化概論、アジア社会文化
論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、比較民俗学、琉球アジア文化論、文化人類学理論、etc．

　演習Ⅰその他の講義・ゼミで学んだフィールドワークの方法を現場で実践し、自らの力で情報を記録・収集して、調査報告書や論文
作成の前段階として調査データを整理することができる。

文献研究に加え、現場で得る知識の重要性を強調する社会文化学科
カリキュラムの根幹となる科目

　演習Ⅰ（前期）で学んだ内容を踏まえ、主として夏休みにフィールドワークを実施する。具体的
には、テーマ＆対象別に組織する班に分かれ、参与観察およびインタビュー調査などを行う。

                  ［　　　　　／実験実習］

石垣　直
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次のステージ・関連科目

実習

３年

集中 2

卒業論文の執筆に向けた訓練として、現地における文化・社会の調
査ができるよう実地にてトレーニングを行う。なおこの過程には現
地との信頼関係の構築や調査者の倫理教育も含まれる。

実習は学外での学習であり、五感を最大限に働かせて取り組むことが求められる。事前に文献等でよく準備した

現地調査への取り組みから評価する。評価軸は以下の通りとする。①事前学習、調査項目、リサーチクエスショ
ンの作成への取り組み（30％）、②現地における積極的な調査への取り組み（40％）、③詳細かつ明晰な調査報
告書の執筆（30％）。

現地の民俗誌、調査報告書、論文を多数読み込む必要がある。適宜指示する。

うえで、よく観察し、見たこと・聞いたことを的確に文章に表現していくことを心掛けてほしい。

t.oikawa@okiu.ac.jp

集中

フィールドワークは民俗学のもっとも基礎となる方法です。ただそ
れだけではなく、人から話を引き出し、断片的な情報から地域の全
体像をつかんでいく技術は、学問に限らず生涯にわたって役立つテ
クニックになります。

演習Ⅱ　卒業論文

民俗学の専門職として、学芸員としての現地民俗調査、および市町村誌の受託調査が単独で行えるレベルを目標とする。このレベルに
は報告書の執筆も含まれる。

フィールドワークを実践し、地域理解能力の向上を図るための「実
習科目」である

夏休み期間中に集約的な現地調査を行う。またこの調査に先立ち、前期中に予備調査を目的とした日帰りの巡見
を実施する。

前期には班に分かれて、現地の民俗誌の読み込みと、調査項目、リサーチクエスションの作成を行う。また同時
に調査にあたっての研究倫理の理解やラポールの必要性などについても理解する。これらを踏まえて夏季の調査
実習に取り組む。これに関連して前期および夏季休業中には以下の時間外学習を課す。

①民俗誌および現地に関連する資料群の収集
②関連資料群の精読
③リサーチクエスション、調査項目（案）の作成および授業での議論をふまえたバージョンアップ

後期には現地調査の成果を踏まえ、民俗調査報告書の執筆に取り組み、完成を目指す。これに関連して、以下の
通り時間外学習を課す。

①報告書の執筆とバージョンアップ
②報告書の編集と校正

年度内における報告書の刊行と現地協力者への送付をもって、プログラムを完了とする。

                  ［　　　　　／実験実習］

及川　高
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次のステージ・関連科目

実習

３年

集中 2

沖縄県公文書館岸秋正文庫所蔵の「稽古案文集」の閲覧と調査を通
して、史料の収集・翻刻・読解・分析など歴史研究の基礎的能力を
身につけることを目的とする。具体的には、近世琉球における首里
王府の通達および王府への申請や請願に見える事象・地名・物品名

事前学習１）：「実習」の内容の説明、「稽古案文集」の解題

事前学習２）：活字化された「稽古案文集」の案文を読む①

事前学習３）：活字化された「稽古案文集」の案文を読む②

事前学習４）：沖縄県公文書館の見学、フィールドワーク①

事前学習５）：沖縄県公文書館の見学、フィールドワーク②

沖縄県公文書館での「稽古案文集」の調査①

沖縄県公文書館での「稽古案文集」の調査②

沖縄県公文書館での「稽古案文集」の調査③

沖縄県公文書館での「稽古案文集」の調査④

沖縄県公文書館での「稽古案文集」の調査⑤

情報の整理と分析および調査報告書の原稿の作成①

情報の整理と分析および調査報告書の原稿の作成②

情報の整理と分析および調査報告書の原稿の作成③

情報の整理と分析および調査報告書の原稿の作成④

情報の整理と分析および調査報告書の原稿の作成⑤

調査報告書の完成原稿の提出

到達目標を理解する

案文を音読する

案文を音読する

問題意識を持って参加する

問題意識を持って参加する

グループで情報を共有する

グループで情報を共有する

グループで情報を共有する

グループで情報を共有する

グループで情報を共有する

グループで問題点を共有する

グループで問題点を共有する

グループで問題点を共有する

グループで問題点を共有する

グループで問題点を共有する

グループで推敲を重ねる

・事前学習では、調査の目的・内容・計画を確認したうえ、３～４人のグループを編成して調査項目を設定しま

調査に取り組む姿勢（３０％）、グループへの貢献度合い（４０％）、情報の整理の仕方（３０％）によって総
合的に評価します。

【テキスト】教科書は使用しません。事前学習２）で「稽古案文集」のサンプルとして活字化された史料を配布

・那覇市企画部文化振興課編『那覇市史 資料篇第１巻１１ 琉球資料（下）』（那覇市役所、１９９１年）

す。活字化された「稽古案文集」をサンプルとして読みます。また、沖縄県公文書館の見学も予定しています。
・沖縄県公文書館での調査では、グループのなかで調査項目を割り振るなどして分担して作業を行います。
・調査後は、収集した情報をグループごとに整理・分析し、全体での検討を踏まえて調査報告書の作成につなげ
ます。

、事前の通達の引用箇所、および文末のパターン化したフレーズや
語句などを調査する。

水曜日２限のオフィスアワーに研究室（５４
２２）で受け付けます。

集中

【重要】「実習」を通じて、歴史を研究する者として、史料の原本
の取り扱いには最善の注意と敬意を払わなければならない意識を身
につけてくれることを強く希望します。皆さんの姿勢や態度が後輩
の学習環境にも影響を及ぼすことを自覚してください。

します。

・小野まさ子・漢那敬子・田口恵「岸秋正文庫「稽古案文集」―解説および翻刻」（『史料編集室紀要』第３０

【重要】「稽古案文集」は字体はくずし字、文体は候文で記されています。内容を理解するためにはくずし字と
候文に慣れ親しむ必要があります。いずれかを判読・読解できないとグループでの作業に積極的に関われず、役
割や責任を果たせません。そのためにも「古文書講読Ⅰ・Ⅱ」を確実に履修してください。

【重要】（月）２限の「古文書講読Ⅰ・Ⅱ」を確実に履修してください。理由は学びの手立ての項目に記した通
りです。

・「稽古案文集」に収録された案文が首里王府の通達か王府への申請や請願なのかを判別できるようになる。
・王府の通達および王府への申請や請願における懸案、事前の通達の引用箇所、文末のパターン化したフレーズや語句を認識できるよ
うになる。

【参考文献】

号、２００５年）

フィールドワークを実践し、地域理解能力の向上を図る実習科目に
当たる。                   ［　　　　　／実験実習］

深澤　秋人
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実習

３年

集中 2

本実習では、社会調査の基礎を習得したうえで、フィールドワーク
を中心に、質的調査と量的調査を必要に応じて組合せ、調査企画か
ら報告書作成に至る社会調査の一連のプロセスを実践的に学んでい
きます。

①実習の研究テーマは、学生と担当教員で相談し最終決定します。

調査の企画設計、調査票の作成、実査、中間報告、調査報告書の作成までの取組み（50％）、調査報告書の内容
（50％）で総合的に評価します。

授業時に適宜紹介します。

②研究テーマに関する知識・情報を増やし理解・思考を深めるために、文献調査や読解、事前調査を授業に合わ
せて主体的に行ってください。
③実習はグループワークを軸とします。受講生は、調査の企画・設計から実査、報告書作成までの社会調査の全
過程に主体的・協力的に取り組むこと。他のゼミ生との共同作業であることを自覚し、協同性を磨きましょう。

講義終了後に教室で受け付けます

集中

多様な他者への想像力をもち、沖縄で「現場」に学ぶ――この授業
のキーフレーズです。社会調査の方法を実践
的に学びながら、人間と社会との関係を多角的にとらえる「複眼的
な知性」を育みましょう。

④調査地域や対象者に不快感を与えないよう、調査倫理に則った節度ある行動をとるよう留意してください。

本実習は、社会文化学科・専門必修科目「演習Ⅰ」との連動科目です。

①社会調査の基礎とルールをふまえ、調査の企画・設計から報告書の作成に至る社会調査の全過程を実践することができる。
②「演習Ⅰ」で共有した研究テーマを社会調査に基づいて実証的・論理的に探究することができる。

社会調査を実践し、地域理解能力の向上をはかる「実習科目」です
。

今年度のテーマは、「多文化社会と沖縄の社会学」です。

本授業では、社会調査の基礎を習得したうえで、フィールドワークを中心に、質的調査と量的調査を相互補完的
に組合せ、調査の企画・設計から報告書作成に至る社会調査の一連のプロセスを実践的に学んでいきます。

本授業のキーフレーズ――多様な他者への想像力をもち、沖縄で「現場」に学ぶ――を共有し、沖縄をフィール
ドに、広く「多文化社会と沖縄」にかかわる社会のさまざまな問題群について、社会調査にもとづいて、その現
代的課題を検討します。自らの関心にもとづいて研究課題を設定し、その課題についてジェンダー・エスニシテ
ィ・社会階層といった観点から、実証的に分析し、構造的な理解と論理的に伝える力をつちかいます。

調査の実施に先立ち、「演習Ⅰ」の授業と連動して、「多文化社会と沖縄」に関する社会学的なイシュー・概念
・考え方をおさえ、テーマに関する先行研究を整理し基礎的知識を身に付けます。その後、社会調査に関する文
献輪読を行い、受講生の関心を整理しつつ、サブ・テーマの設定とグループ分け、グループによる調査の企画・
設計、問題の構造化（仮説・調査項目の設定）、対象者・訪問先の選定、インタビューガイドや調査票の作成、
実査、収集データの集計・分析、報告書の作成まで、社会調査の一連のプロセスを実践します。

実査は2021年8月～9月を中心に、必要に応じて年度内に実施します。

テーマに応じて、沖縄県内の各種機関（NPO団体、教育機関、博物館・資料館、映画館、イベントなど）を訪問
します。

                  ［　　　　　／実験実習］

崎濱　佳代
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次のステージ・関連科目

実習

３年

集中 2

実際に発掘調査を行う。遺跡は一度限りの検証であり、調査後は二
度と同じ状態に戻すことはできない。そのことを十分に認識して、
調査には周到な計画と細心の注意が必要なことを理解してもらう。
調査を通して遺跡を深く理解し、これまで調査された記録を読解で

実習は全日程への参加すること。考古学はモノから歴史を学ぶ学問である。モノの取り扱いには最新の注意を払

与えられた作業内容を十分に理解し、調査組織全体への貢献するように心がけること。
平常点80％。調査日誌20％。

１）テキスト：テキストは指定しない。２）参考文献：文化庁記念物課『発掘調査の手引き』同成社  2010年

うこと。
発掘調査報告書を作成するため，専門用語・知識の理解が必要である。参考となる発掘調査報告書に目配りする
こと。

きるようになる

実習は教員が常駐するため、わからないこと
は随時たずねること。

集中

専門の考古学研究に可欠な発掘調査に関する考え方や知識、技法を
学ぶための科目です。本実習で、実際の遺跡でしか体験できない、
調査方法と整理方法（報告書作成）をしっかりと学んでほしい。

遺跡は一つとして同じものは無い。多様な人びとの生活を包蔵する。そのため広く調査の経験を積むため、積極
的に大学以外の調査にも参加すること。 また、知識を広げるために、考古学関連の専門科目はもちろんだが、
様々な分野の学問を学ぶこと。

１）考古学におけるフィールドワークを理解する。
２）一連の遺跡発掘調査の流れを理解する。
３）調査は一人で行うことはできないことを理解し、相互に協力しあって作業ができるようになる。

考古学のフィールドワークについて実践的に学ぶ。調査の方法を実
地で学び，調査に必要なスキルを身につける。

実習は夏期休暇の前半、２週間実施する。
①調査記録や台帳の整理を行うこと 
②調査地は合宿受け入れ側との調整後に決定する。 　  
③実習内容の内容は、測量、発掘、実測、写真撮影、 　  
④日誌等の記録、発表報告（ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ）等の一連の発掘調査に取り組み、技術を習得する。 　  
⑤発掘実習期間で行う作業 　  
遺跡周辺の踏査、発掘予定地の清掃、グリット設定。 　  
発掘道具、器具類の搬入、宿泊施設での諸準備等。 　  
堆積層の検出と確認。 並行して地形測量を開始する。   　  
堆積層を掘り下げる。 　  
堆積層の完掘。遺構の実測、埋め戻開始。 　  
⑥宿舎の掃除、発掘道具、器具類の片づけ等、本学へ引き上。

                  ［　　　　　／実験実習］

宮城　弘樹・新里　貴之
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次のステージ・関連科目

都市社会学

２年

前期 2

都市社会学は「都市（化）」という現象を社会学的に解読する学問
である。都市の社会構造、空間構造が、私たちの生活、社会関係、
心的性向とどのように関係しているのかについて理解する。

（特）都市社会学への招待　～近代都市と近代国家の関係性

（特）アメリカ合衆国における資本主義の展開と人種化された都市の様相

（特）シカゴ学派都市社会学理論　～形式社会学と人間生態学

（特）バージェスの都市空間論とワースのアーバニズム論

（特）Black Sociologyの展開とその特徴

（特）Black Sociologyの可能性と今日的課題

（特）都市社会を解読するミニ課題について　～古典的都市社会またはBlack Sociologyに関する課

（特）日本における都市化の歴史的展開

（特）日本における都市社会学の展開①　～「結節機関」「正常人口の正常生活」「第三の空間」

（特）日本における都市社会学の展開②　～都市コミュニティ、「世界都市論」、都市エスニシティ

（特）日本における都市社会学の展開③　～新都市社会学と「ジェントリフィケーション」の視点

（特）テーマ化された都市①　～近代都市の博覧会から現代のテーマパークまで

（特）テーマ化された都市②　～郊外開発とショッピングモールの社会的側面

（特）テーマ化された都市③　～「気散じ」「身散じ」、アフォーダンス

（特）都市社会学のまとめと期末課題について

（特）予備日

近代都市誕生の歴史を調べる

身近なグローバル資本の探索

ジンメルの基本概念の復習

身近な都市的生活様式の探索

学問と差別の構造的な関係の探索

マイノリティの文化論的実践の探索

資料収集への取り組み

日本の近代都市誕生の歴史を調べる

古典的概念を応用した課題の探索

身近な「グローカル化」の探索

身近な格差と社会的孤立の探索

スペクタクル空間の系譜を考える

ショッピングモールの特徴を調べる

テーマ化された空間の心身を考える

講義プリントのふりかえり

期末課題の作成

リアクション・ペーパーは平常点の重要なポイントとなるので、面倒くさがらずに書き込むこと。大学は「学士

Teamsへの接続状況とリアクション・ペーパーへの書き込み内容など平常点が20点、「都市社会を解読するミニ
課題」が30点、期末レポート課題の内容評価が50点という構成で総合し評価する。

テキストの指定はとくにないので、参考文献・資料などを適宜紹介していく。

力」（ジェネリック・スキル）を養うところ。その重要なポイントは「リサーチ・リテラシー」（高度かつ適切
な情報収集と処理能力）となる。よって、課題に取り組む際は、インターネットの情報に頼りすぎないこと。イ
ンターネット情報を分析せずに、鵜呑みにして使用した場合は、減点の対象となる。

Teams上でのチャット、あるいはメール等で
受け付けます。

火４

　社会学の基礎概念「行為」と「構造」の関係を、都市空間や都市
社会に応用して、現代社会を解読してみよう。講義では、都市に生
きる人々の生活や心的性向を具体的に理解する素材として、映画作
品や音楽作品も取り入れます。※この科目は全15回を遠隔授業（Te
ams）で行います。Teamsに参加する方法は、第１回目の講義（4月1
3日）までにポータルの「授業連絡」でお知らせします。

関連科目：専門演習、卒業演習
都市社会学で学んだ知識や視点をいかして、社会調査や卒業研究につなげる。

古典的都市社会学の理論と概念、Black Sociologyの基本的な視点、日本における都市社会学の系譜、テーマ化された都市空間や「ジ
ェントリフィケーション」を捉える視点等の習得。

現代社会および現代の都市社会を解読し、社会学の基礎理論を補強
する周辺領域として学ぶ。                   ［　　　　　／一般講義］

桃原　一彦
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次のステージ・関連科目

南島考古学Ⅰ

２年

前期 2

考古学におけるモノの捉え方、考え方、調査の方法などを学ぶ。
琉球列島に展開したグスク時代、琉球王国時代の文化を学ぶ。

歴史考古学と出土遺物・遺構

古瓦と建物

沖縄諸島における屋瓦研究の現状

沖縄諸島の朝鮮系瓦概説

沖縄諸島の大和系瓦概説

沖縄諸島の中国系瓦概説

琉球列島における近世の黒色瓦と赤色瓦について

歴史的な技術とされるシマ瓦製作の現状

日本と琉球の建物について

先史古代の琉球列島の建物について

韓国の歴史的建造物

日本の建物の特質

中国の歴史的建造物

琉球の塼と煉瓦

厨子にみる建物形と意義

沖縄県の煉瓦と建物

考古学資料を博物館、資料館などで直接みることは講義内容を深く理解することができる。

１、リポートか試験を実施する。
２、遅刻、欠席は減点の対象とする。

『沖縄県史』各論編２　考古学　2003年

講義内容の主たるは歴史時代にあたるため、隣接学の歴史学、民俗学、社会学研究の成果も積極的に学びましょ
う。

木３

現在沖縄考古会で議論されている最前線の話題もからめて講義しま
す。

『沖縄県史』各論編３　古琉球　2010年

「考古学特講Ⅰ、Ⅱ」「アジア考古学」「考古学概論２」の受講を勧める。

グスク時代や琉球王国時代における、記録にみられない生活文化の一端を知ることができる。また、その研究方法を認識することがで
きる。

琉球列島に展開した文化、歴史を学び、様々な問題をにたいする解
決の糸口を考えることができる。                   ［　　　　　／一般講義］

-上原　靜



※ポリシーとの関連性
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科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

南島考古学Ⅱ

２年

後期 2

考古学におけるモノの捉え方、考え方、調査の方法などを学ぶ。
琉球列島に展開したグスク時代、琉球王国時代の文化を学ぶ。

グスク時代と南島社会

夜光貝と南島交易

琉球王権とグスク

沖縄諸島の土木遺産（普請）

沖縄諸島の遺構、遺物からみる建造物（作事）

琉球王国と鋳銭

琉球諸島の鋳造技術

琉球砥石考

泡盛と考古学

グスク時代の琉球料理

考古学からみた沖縄諸島の遊戯史

首里城の地下に広がる遺産群

琉球王国時代の窯業

琉球列島の古墓と厨子甕文化

琉球の庭園文化

試験

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

参考文献を精読してもらう。

考古学資料を博物館、資料館などで直接みることは講義内容を深く理解することができる。

１、課題のリポートか試験（90％）。
２、平常点として遅刻、出席状況、受講姿勢などを対象とする（10％）。

『沖縄県史』各論編２　考古学　2003年

講義内容の主たるは歴史時代にあたるため、隣接学の歴史学、民俗学、社会学研究の成果も積極的に学びましょ
う。

木３

現在沖縄考古会で議論されている最前線の話題もからめて講義しま
す。

『沖縄県史』各論編３　古琉球　2010年

「考古学特講Ⅰ、Ⅱ」「アジア考古学」「考古学概論２」

グスク時代や琉球王国時代における、記録にみられない生活文化の一端を知ることができる。また、その研究方法を認識することがで
きる。

琉球列島に展開した文化、歴史を学び、様々な問題をにたいする解
決の糸口を考えることができる。                   ［　　　　　／一般講義］

-上原　靜



※ポリシーとの関連性
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目
基
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報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

南島社会学

２年

後期 2

「南島社会」を論じるには、さまざまな視点から分析することが、
可能であるが、本講義では、「戦争」「日本復帰」「米軍基地」「
郷友会社会」「出稼ぎ・移民」等のキーワードから、「南島社会」
を考える。

講義ガイダンス、登録確認

「南島」とは

模合と南島社会　１

模合と南島社会　２

テストまたはレポート

「復帰」と沖縄　１

「復帰」と沖縄　２

テストまたはレポート

米軍基地と沖縄　１

米軍基地と沖縄　２

テストまたはレポート

郷友会社会と沖縄　１

郷友会社会と沖縄　２　

死亡広告にみる沖縄社会　

出稼ぎ・移民と沖縄

予備・テストまたはレポート

配布資料の精読

配布資料、参考文献を精読する

配布資料、参考文献を精読する

配布資料、参考文献を精読する

復習する

配布資料、参考文献を精読する

配布資料、参考文献を精読する

復習する

配布資料、参考文献を精読する

配布資料、参考文献を精読する

復習する

配布資料、参考文献を精読する

配布資料、参考文献を精読する

配布資料、参考文献を精読する

配布資料、参考文献を精読する

復習する

講義内容に関連する参考文献を探索し、必要な知見を積極的に吸収していくことが重要である。

講義でのリアクションペーパー(40%)により、出席・講義理解状況を把握し、レポート、テスト等(60%)で総合的
に評価する。

特定のテキストは指定せず、必要な資料を配付し、関連する文献を紹介する。

講義終了後に受け付けます。

金２

「南島社会」の特質を学び理解することで、社会のあり方、問題解
決について考え、取り組むきっかけになることを期待したい。

社会・平和領域の専門科目

沖縄社会の特質、歴史的経緯を学ぶと同時に、現在の課題について理解を深め、問題解決に向けた思考を習得する。

南島社会の特質を理解する。
                  ［　　　　　／一般講義］

-石川　朋子



※ポリシーとの関連性
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担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ
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の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践
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学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

南島先史学Ⅰ

２年

前期 2

考古学とはどのような学問なのか，基本的な概念と研究方法を理解
し，南島先史学の概略，南島地域社会の考古学の実情を知る。

ガイダンス

考古学の方法・理論

考古学の調査

南島先史学とは

大隅諸島の旧石器文化

大隅諸島の縄文文化

大隅諸島の弥生文化

大隅諸島の古墳文化

大隅諸島の古代文化

トカラ列島の貝塚文化前期

トカラ列島の貝塚文化後期

喜界島の貝塚文化前期

喜界島の貝塚文化後期

大隅諸島～喜界島のまとめ

課題発表

レポート

シラバスの精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

課題に取り組む

課題に取り組む

提出

①「履修の心構え」

１）レポート結果（第16回：70％）と平常点（第１～15回のミニッツペーパー：30％）を加えて総合的に成績評
価する。
２）無断欠席５回以上は「不可」とする。

１）テキスト：なし

　受講時の不必要な私語は認めない。
　出欠確認については，毎回厳格に実施する（遅刻・欠席は事前の[直前ではない]連絡が必要）。
　対話方式の講義の進め方も採用するため，積極的発言を期待したい。
　

水４

沖縄文化の系譜を知るうえで避けては通れない近隣の地域社会を知
ってください。

２）講義資料：毎回パワーポイントによる資料を配布

②「学びを深めるために」
　専門科目であるため，専門用語の理解が必要である。講義後30分以上の復習を勧める。

１）関連科目：継続学習やその発展のため，アジア考古学，南島考古学Ⅰ，南島考古学Ⅱ（後期），南島先史学
Ⅱ（後期）の受講を勧める。
２）次のステージ：考古学のより深い知識と実践法を学ぶため，３年次以降の個別テーマを掘り下げて深く学ぶ
関連講義を受講して下さい。

１）考古学とはどのような学問なのかを理解できる。
２）考古学の基本概念と調査・研究法を理解できる。
３）南島先史学の基礎を知る。
４）沖縄より北に位置する島嶼部の先史時代の概略を知ることができる。

３）参考文献：沖縄考古学会2018『南島考古入門』ボーダーインク　など

沖縄の無文字時代の先史文化を学ぶ上で，最も重要な南島北部島嶼
について深く学び知識を習得することを意図する。                   ［　　　　　／一般講義］

新里　貴之



※ポリシーとの関連性
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時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

南島先史学Ⅱ

２年

後期 2

考古学とはどのような学問なのか，基本的な概念と研究方法を理解
し，南島先史学の概略，南島地域社会の考古学の実情を知る。

ガイダンス

奄美諸島の旧石器文化

奄美諸島の貝塚文化前期（１）

奄美諸島の貝塚文化前期（２）

奄美諸島の貝塚文化後期（１）

奄美諸島の貝塚文化後期（２）

沖縄諸島の旧石器文化

沖縄諸島の貝塚文化前期（１）

沖縄諸島の貝塚文化前期（２）

沖縄諸島の貝塚文化後期（１）

沖縄諸島の貝塚文化後期（２）

宮古・八重山諸島の旧石器文化

宮古・八重山諸島の新石器文化前期（１）

宮古・八重山諸島の新石器文化前期（２）

奄美諸島～八重山諸島のまとめ

レポート

シラバスの精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

配布資料の精読

課題に取り組む

課題に取り組む，提出

①「履修の心構え」

１）試験結果（第16回：70％）と平常点（第１～15回のミニッツペーパー：30％）を加えて総合的に成績評価す
る。
２）無断欠席５回以上は「不可」とする。

１）テキスト：なし

　受講時の不必要な私語は認めない。
　出欠確認については，毎回厳格に実施する（遅刻・欠席は事前の[直前ではない]連絡が必要）。
　対話方式の講義の進め方も採用するため，積極的発言を期待したい。
　

水４

沖縄文化の系譜を知るうえで避けては通れない近隣の地域社会を知
ってください。

２）講義資料：毎回パワーポイントによる資料を配布

②「学びを深めるために」
　専門科目であるため，専門用語の理解が必要である。講義後30分以上の復習を勧める。

１）関連科目：継続学習やその発展のため，考古学特講Ⅱ，南島考古学Ⅱの受講を勧める。
２）次のステージ：考古学のより深い知識と実践法を学ぶため，３年次以降の個別テーマを掘り下げて深く学ぶ
関連講義を受講して下さい。

１）考古学とはどのような学問なのかを理解できる。
２）考古学の基本概念と調査・研究法を理解できる。
３）南島先史学の基礎を知る。
４）沖縄の近隣に位置する島嶼部の先史時代の概略を知ることができる。

３）参考文献：沖縄考古学会2018『南島考古入門』ボーダーインク　など

沖縄を含めた無文字時代の先史文化を学び，異なる系譜を持つ南部
島嶼についても深く学び知識を習得することを意図する。                   ［　　　　　／一般講義］

新里　貴之



※ポリシーとの関連性
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授業計画 

次のステージ・関連科目

南島民俗学史Ⅰ

２年

前期 2

比較民俗学の視点から、主に日本本土（ヤマト）と比較した際の、
沖縄民俗文化の特徴について理解を進めていく。特にそれぞれの文
化について、本質主義的な理解ではなく、歴史や環境、社会構造な
どに基づいて捉える視点を育てていく。

イントロダクション　この講義の目的・進め方・評価方法

沖縄の結婚式はなぜ本土と違うのか？

昔の沖縄の若者はどう恋愛していたか？

沖縄の親戚はなぜ多いのか？

なぜ沖縄では清明祭をやるのか？

なぜ沖縄にはユイマールやモアイがあるのか？

沖縄にはなぜ御神輿（おみこし）があまりないのか？

ユタとはどんな人たちか？

石敢當とは何なのか？

仮面神とは何者なのか？

エイサーとは何なのか？

沖縄人はなぜ豚肉が好きなのか？

郷友会とは何なのか？

沖縄文化にはどんな特徴があるか？

まとめ

予備日

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題及び期末レポート

『沖縄民俗辞典』等を活用すること。本講義では「親戚」「婚姻」「位牌」といった我々が当たり前に知って

各回の講義時間において課題を課す（40％）。これに期末レポートの成績を加えて成績を出す（60％）。課題は
共に、①講義内容の理解度  および②理解内容を端的に整理する表現力、２つの観点から評価する。

・講義のためのウェブサイトを設置した。対面で講義ができない場合には、そこでシラバスおよび講義の動画を

いるつもりでいる言葉から考察を深め、その一つ一つの意味を丁寧に考えていくことから沖縄社会を理解しよう
とする。そのために各回において課題を課すとともに、その解説を中心とした復習を実施する。

t.oikawa@okiu.ac.jp　または5511研究室

水４

沖縄の民俗文化とはどのような特徴・性格を具えているのか、また
それは何故なのか、ということを考えていきます。我々が「当たり
前」だと思っている生活文化のそれぞれに、様々な背景があること
を感じ取ってほしいと思います。

配信する。また配信は原則的に講義所定の時間を用いる。

南島の民俗学Ⅱ（南島民俗学Ⅱ）、南島の民俗社会Ⅰ、南島の民俗社会Ⅱ、民俗学Ⅱ、民俗・人類学特殊講義Ⅰ

沖縄の民俗文化・社会について理解し、自分の身の回りのことについて自分なりに説明ができるようになることが目標である。

発展科目に位置づけられ、沖縄民俗文化・社会の深い理解が目指さ
れる                   ［　　　　　／一般講義］

及川　高
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次のステージ・関連科目

南島民俗学史Ⅱ

２年

後期 2

本講義では、沖縄本島南部の一村落を具体的に取り上げ、そこに住
む人々の生活様式を民俗学的な視点から紹介します。これをきっか
けに南島地域に関する民俗事象に興味を持ち、それに関する基礎知
識を身につけることを目的とします。また、それと同時にフィール

ガイダンス

県内の民俗史発刊状況とその項目

民俗調査と報告書作成について

村落概要①

村落概要②

社会組織①

社会組織②

生業①

生業②

衣

食

住

祭祀と信仰①

祭祀と信仰②

人生儀礼①

人生儀礼②、まとめ

民俗学とは何か調べる

県史・市町村史・字誌を読む

民俗調査の方法について調べる

市町村概要について調べる

村落概要について調べる

自治会について調べる

共有施設などについて調べる

農業について調べる

畜産と漁業、商業について調べる

衣について調べる

食について調べる

住について調べる

祭祀組織について調べる

聖地・拝所について調べる

出産～婚姻について調べる

葬制について調べる

①履修の心構え

評価方法と配分割合
　講義参加度（60％）、期末レポート（40％）

テキストはありません。講義でレジュメや資料を配布します。

　パワーポイントを使って、写真・地図などを見ながら講義を行いますので、私語は謹んで下さい。
　就職活動や課外活動で欠席する場合は、欠席届を提出して下さい。
　受講後に疑問・質問があれば、口頭またはメールで質問して下さい。
②学びを深めるために

ドワークにおける視点や調査方法、報告書の作成方法についても理
解を深めていきたいと思います。

ptt200@okiu.ac.jp、または講義終了後に教
室で受付ます。

火２

この講義では、「戦前」「戦後」「現在」という時間の流れのなか
で民俗事象について考えていきたいと思います。私たちの生活で「
当たり前」だと思っていることを違う視点から見ることの大切さを
知っていただきたいと思います。受講する際は、みなさが住んでい
る地域や家庭と比較しながらお聞きください。

参考図書は講義毎に随時紹介します。

　受講内容を両親・祖父母・おじおばに聞いくと理解が一層深まります。

①関連科目
　沖縄の民俗・沖縄の社会・沖縄の宗教・南島民俗学Ⅲ・南島民俗学Ⅳ
②次のステージ
　興味・関心があるテーマを１つに絞り、フィールドワークを実施し、分析・考察を行う。

民俗学的な視点をもって一村落を理解し、自らフィールドワークを行い、報告書を作成することができる。

南島地域に関する基礎知識を養います。
                  ［　　　　　／一般講義］

-城間　義勝
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次のステージ・関連科目

南島民俗学Ⅰ

２年

前期 2

沖縄の民俗文化研究において重要な役割を果たした研究者を取りあ
げ、その生涯と学問の展開を時代的な背景を考慮しながら追い、そ
の代表的な論文にふれる。そうした作業を通じて、沖縄の民俗文化
研究の本質へ接近したい。

沖縄民俗研究史概要(1)

〃　　(2)

柳田国男(1)

〃　　(2)

折口信夫

伊波普猷(1)

〃 　（2)

比嘉春潮(1)

〃　　(2)

金城朝永

仲原善忠

佐喜真興英

小野重朗

仲松弥秀

上江洲均

配布資料の予習／復習

　〃

配布資料の予習／復習

　〃

配布資料の予習／復習

配布資料の予習／復習

　〃

配布資料の予習／復習

　〃

配布資料の予習／復習

配布資料の予習／復習

配布資料の予習／復習

配布資料の予習／復習

配布資料の予習／復習

配布資料の予習／復習

履修上の心構え

授業参加度・平常点（40％）、課題（60％）によって総合的に評価する。
※出席率が3分の2未満の場合は評価の対象外となります。

毎回配布するレジュメに沿って、スライド（写真、映像）を用いながら行う。

・毎回、出席を確認する。やむを得ず欠席する場合は、欠席届を提出すること。
・配布した資料を次週も使用する場合は指示するので、持参すること。

ptt705@okiu.ac.jp

金４

先人たちの研究方法と焦点を当てられた沖縄の様々な民俗文化を具
体的、かつ幅広く取り上げ、その実態の把握を目指す。それを通し
て、受講生自身に共通する文化や異質な文化から、自分自身を見つ
め直す機会としてもらいたいと思います。

南島民俗学Ⅱ、南島の民俗社会Ⅰ、南島の民俗社会Ⅱ

南島民俗学における先行研究の歴史の理解と、現代と未来に残された課題の把握。

発展科目に位置づけられ、沖縄民俗文化についてのより深い理解を
得ることが目指される。                   ［　　　　　／一般講義］

-宮平　盛晃
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次のステージ・関連科目

南島民俗学Ⅱ

２年

後期 2

沖縄の民俗文化を考察するにあたり、用いられてきた理論や視点、
方法などの全体像を捉える。特にそうした理論を具体的な事例分析
とともに取り上げることで、自分の研究に生かせるレベルまで修得
することをめざす。

イントロダクション　この講義の目的・進め方・評価の仕方

分布と地域１　周圏論

分布と地域２　地域構造論

文化複合論

進化主義とその批判

機能主義１　生存に役立つ文化

機能主義２　説明原理

構造主義

象徴と演劇

イデオロギー

テクスト

ポストコロニアリズム

エスニシティとアイデンティティ

ミクロ・ポリティクス

まとめ

予備日

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題とそのフィードバック

課題及びレポートを提出

民俗学・文化人類学の理論は、あくまで現実の民俗文化と突き合わせた時に効力を発揮する。ただ抽象的な言葉

各回の講義時間において課題を課す（40％）。これに期末レポートの成績を加えて成績を出す（60％）。課題は
共に、①講義内容の理解度  および②理解内容を端的に整理する表現力、２つの観点から評価する。

・各回においてレジュメを配付する。対面で講義ができなくなった場合には個別に指示する。

を理解するのではなく、具体的な事象を捉えるための道具として消化してほしい。そのために各回において課題
を課すとともに、その解説を中心とした復習を実施する。

t.oikawa@okiu.ac.jp

水４

この講義では従来の沖縄民俗学、文化人類学が用いてきた理論や方
法について解説します。ここで言う理論とは、文化・社会をどう見
るか、ということに関わってきます。

南島民俗学史Ⅰ、南島民俗学史Ⅱ、南島民俗学Ⅲ、南島民俗学Ⅳ

沖縄研究に用いられてきた理論的枠組みを消化し、自らそれを使って分析できるようになること。

発展科目に位置づけられ、沖縄民俗社会およびそれを捉える方法に
ついてのより深い理解を得ることが目指される。                   ［　　　　　／一般講義］

及川　高
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次のステージ・関連科目

南島民俗学Ⅲ

２年

前期 2

本講義では御嶽信仰・家の守護神・巡拝習俗などを取り上げ、南島
地域の民俗信仰について学び、廃れつつある地域の信仰習俗に対し
て興味や、関心を持つ契機となる講義を目指す。

ガイダンス（講義内容や参考文献紹介）

神道と御嶽信仰①神社の種類

神道と御嶽信仰②神社の構造

神道と御嶽信仰③神社祭祀の事例

神道と御嶽信仰④御嶽信仰の概要

神社と御嶽信仰⑤御嶽の構造

神社と御嶽信仰⑥司祭者

前半まとめ（中間試験）

家の守護神①竈神の概要（名称・分布など）

家の守護神②沖縄の火の神（神体・性格・司祭者など）

家の守護神③屋敷神・便所の神

家で祀る福神①七福神

家で祀る福神②福禄寿・関帝・観音

巡拝習俗①西国三十三ヵ所

巡拝習俗②首里の十二ヵ所

期末試験

翌週との関連論文を精読すること。

翌週との関連論文を精読すること。

翌週との関連論文を精読すること。

翌週との関連論文を精読すること。

翌週との関連論文を精読すること。

前半の講義内容を整理しておく。

翌週との関連論文を精読すること。

翌週との関連論文を精読すること。

翌週との関連論文を精読すること。

翌週との関連論文を精読すること。

翌週との関連論文を精読すること。

翌週との関連論文を精読すること。

翌週との関連論文を精読すること。

後半の講義内容を整理しておく。

・毎回出席確認を行う。やむを得ず欠席した場合は、翌週に届けを提出すること。

・中間試験（40点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・期末試験（40点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・毎回提出のリアクションペーパーと授業への取り組み姿勢（20点）

・テキストは特に指定しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ptt202@okiu.ac.jp

水２

社会文化学科、及び民俗学を専攻する学生のみならず、他学科の学
生も歓迎します。この講義を通して、沖縄の文化や信仰習俗などに
興味を持ってくれることを望みます。

・参考文献は講義時に配付するレジュメにも明記する。

・2年生には、講義で学んだ知識を実習の際に活かしてもらいたい。
・卒業論文（特に南島民俗学専攻）のテーマにつながれば嬉しい限りです。

南島地域は、日本本土や東アジア及び東南アジアなどとの交流の中でさまざまな文化の影響を受けてきた。本講義では、特に日本本土
や中国大陸の文化とのかかわりをも考慮しながら講義を進め、南島地域における民俗信仰の態様や独自性について理解を深める。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

民俗学分野の個別テーマについて深く学ぶための発展科目に位置づ
けられる                   ［　　　　　／一般講義］

-高江洲　敦子
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次のステージ・関連科目

南島民俗学Ⅳ

２年

後期 2

本講義では、伝統的な沖縄の村落や家屋をはじめ、沖縄らしさを醸
し出しているという魔除けの石敢當や屋根獅子、ヒンプンなどが実
は中国由来の風水思想と関連していることを学ぶ。

ガイダンス（登録確認・授業内容紹介）

風水思想の原理①「気」・「蔵風得水」・「風水のモデル」

風水思想の原理②山と水の対立と融合

沖縄への風水思想の導入経緯

琉球王府と風水思想

風水師（見）

民俗に根づいた風水思想①陽宅風水

民俗に根づいた風水思想②陰宅風水

前半まとめ（中間試験）

魔除け（俗信）①石敢當

魔除け（俗信）②獅子像

魔除け（俗信）③紫微鑾駕

魔除け（俗信）④符札

魔除け（俗信）⑤植物・貝類

魔除け（俗信）⑥その他の呪具

期末試験

翌週に関連する論文を精読する。

翌週に関連する論文を精読する。

翌週に関連する論文を精読する。

翌週に関連する論文を精読する。

翌週に関連する論文を精読する。

翌週に関連する論文を精読する。

前半の講義内容を整理しておく。

翌週に関連する論文を精読する。

翌週に関連する論文を精読する。

翌週に関連する論文を精読する。

翌週に関連する論文を精読する。

翌週に関連する論文を精読する。

翌週に関連する論文を精読する。

後半の講義内容を整理しておく。

・毎回提出のリアクションペーパーをもって出席とみなす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・中間試験（40点）
・期末試験（40点）　　
・リアクションペーパーと講義への取り組み姿勢（20点）　

・テキスト：特に指定しない。

・欠席した場合は、翌週に届けを提出すること。　

ptt202＠okiu.ac.jp

水２

社会文化学科、及び民俗学を専攻する学生のみならず、他学科の学
生も歓迎します。この講義を通して、沖縄の文化や習俗に興味を持
ってくれることを望みます。

・参考文献：毎回配付のレジュメに随時明記する。

・南島民俗学専攻の学生には、卒業論文のテーマにつなげてもらえたら嬉しいです。
・2年生には、講義で学んだ知識を実習の際に活かしてもらいたい。

講義前半で風水思想の基本的原理について学んだ後、沖縄への導入の経緯や琉球王府の政策と風水思想、さらに民俗に根づいた風水思
想について講義を進め、外来由来の風水思想の受容と変容について理解を深める。

民俗学分野の個別テーマについて深く学ぶための発展科目に位置づ
けられる                   ［　　　　　／一般講義］

-高江洲　敦子



※ポリシーとの関連性

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

時間外学習の内容

学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

日本史概論Ⅰ

２年

前期 2

①日本の幕末・明治期から戦後占領期までを対象とし、この科目で
は警察の歴史と教育の歴史を扱う。
②近代史および現代史の理解が特定の見方に偏ることのないよう、
多様な価値観を尊重し、最新の研究成果に基づく説明を行う。

開講ガイダンス

警察の歴史①：行政警察

同上

同上

警察の歴史②：思想警察

同上

同上

講義のテーマに関連する映像作品の視聴

教育の歴史①：小学校

同上

同上

教育の歴史②：大学受験

同上

同上

まとめ

試験もしくはレポート

事前にシラバスを熟読のこと。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

前期分の復習

前期分の復習

①履修の心構え

①講義のなかで、史料もしくは研究文献の読解課題を実施します。これは提出してもらい、出席の確認も兼ねま
す。遅刻・欠席者の提出は認めないので注意すること。（5点×8回=40点）。
②理解度を確認するため試験もしくはレポートを実施します。（60点×1回=60点）
以上の合計100満点で成績評価します。①の課題提出回数が2/3未満の場合、②の結果に関係なく不可とします。

特定の教科書は使用しない。全体にわたる参考文献は次の通り。（各論については講義で紹介する。 ）

・大門正克『民衆の教育経験：農村と都市の子ども』青木書店、2000年（岩波現代文庫として2019年に再版)

・遅刻、私語、居眠り、イヤホン装着などは、その場で退室していただきます。
・【重要】講義中はスマｰトフォンの操作を禁止します。必ずカバンにしまうこと。
・高校の日本史未履修者は、どの出版社のものでもよいので日本史Bの教科書を必ず事前に読んでおくこと。
②学びを深めるために

③琉球・沖縄史については、各回の内容に関連する事例を紹介し、
沖縄社会の位置づけについて考える契機とする。

t.ichikawa@okiu.ac.jp

水１

みなさんが生活する琉球・沖縄の歴史を学ぶ際には、日本の歴史を
知っておく必要があります。この講義では近代・現代を中心に、写
真、絵画、図表などを多用して、視覚的にわかりやすい内容としま
す。公文書館、博物館、図書館などで興味を持った事柄を調べてみ
ることで、ここで学習した内容がより豊かになります。

・大日方純夫『警察の社会史』 (岩波新書)岩波書店、1993年

・竹内洋『学歴貴族の栄光と挫折』（日本の近代12）中央公論新社、1992年（講談社学術文庫として2011年に再

・moodleにこの科目を、連絡事項の通知、レジュメの配布、課題の提出などに使用する。随時情報をupするので
常に参照のこと。https://bee.okiu.ac.jp/ →[コースカテゴリ] → [総合文化学部] → [社会文化学科]
・配布資料への書き込みや自分のノートなど、講義内容をメモする習慣を身に着けること。

可能な限り「日本史概論II」とセットで履修すること。「歴史学概論」、「琉球・沖縄史入門」、「沖縄前近代
史」、「沖縄近現代史」など歴史関係の科目と合わせて受講し、自ら比較・検討することが望ましい。

①日本の通史を、近代・現代を中心に理解し、現在の政治・経済・社会にどのようにつながっているのかを認識できるようになる。
②日本における政治・外交の歴史的展開について、常に国際的視野に基づいて考えることができるようになる。
③琉球・沖縄社会の歴史的変遷を、日本および周辺諸国・地域との関係から理解できる。
④近代・現代の日本の歴史がどのような史料をもとに語られているのかを理解する。

・荻野富士夫『特高警察』 (岩波新書) 岩波書店、2012年

版)

近現代を中心とした日本の歴史についての基礎的知識を習得し、琉
球・沖縄を含めた東アジアの歴史との比較を行う。                   ［　　　　　／一般講義］

市川　智生
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次のステージ・関連科目

日本史概論Ⅱ

２年

後期 2

①日本の幕末・明治期から戦後占領期までを対象とし、この科目で
は軍隊の歴史および議会政治・選挙の歴史を扱う。
②近代史および現代史の理解が特定の見方に偏ることのないよう、
多様な価値観を尊重し、最新の研究成果に基づく説明を行う。

開講ガイダンス

軍隊の歴史①：徴兵制

同上

同上

軍隊の歴史②：災害救助・治安維持

同上

同上

講義のテーマに関連する映像作品の視聴

議会政治・選挙の歴史①：選挙違反

同上

同上

議会政治・選挙の歴史②：地方議会は何を議論していたか

同上

同上

まとめ

試験もしくはレポート

事前にシラバスを熟読のこと。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

配布資料の読解、参考文献の確認。

後期分の復習

①履修の心構え

①講義のなかで、史料もしくは研究文献の読解課題を実施します。これは提出してもらい、出席の確認も兼ねま
す。遅刻・欠席者の提出は認めないので注意すること。（5点×6回=30点）。
②理解度を確認するため試験もしくはレポートを実施します。（70点×1回=70点）
以上の合計100満点で成績評価します。①の課題提出回数が2/3未満の場合、②の結果に関係なく不可とします。

全体にわたる参考文献は次の通り。（各論については講義で紹介する。 ）

・季武嘉也『選挙違反の歴史：ウラからみた日本の100年』吉川弘文館、2007年

・遅刻、私語、居眠り、イヤホン装着などは、その場で退室していただきます。
・【重要】講義中はスマｰトフォンの操作を禁止します。必ずカバンにしまうこと。
・高校の日本史未履修者は、どの出版社のものでもよいので日本史Bの教科書を必ず事前に読んでおくこと。
②学びを深めるために

③琉球・沖縄史については、各回の内容に関連する事例を紹介し、
沖縄社会の位置づけについて考える契機とする。

t.ichikawa@okiu.ac.jp

水２

みなさんが生活する琉球・沖縄の歴史を学ぶ際には、日本の歴史を
知っておく必要があります。この講義では近代・現代を中心に、写
真、絵画、図表などを多用して、視覚的にわかりやすい内容としま
す。公文書館、博物館、図書館などで興味を持った事柄を調べてみ
ることで、ここで学習した内容がより豊かになります。

・加藤陽子『徴兵制と近代日本：1868‐1945』吉川弘文館、1996年

・清水唯一朗・瀧井一博『日本政治史：現代日本を形作るもの』 有斐閣、2020年

・moodleにこの科目を、連絡事項の通知、レジュメの配布、課題の提出などに使用する。随時情報をupするので
常に参照のこと。https://bee.okiu.ac.jp/ →[コースカテゴリ] → [総合文化学部] → [社会文化学科]
・配布資料への書き込みや自分のノートなど、講義内容をメモする習慣を身に着けること。

可能な限り「日本史概論I」とセットで履修すること。「歴史学概論」、「琉球・沖縄史入門」、「沖縄前近代
史」、「沖縄近現代史」など歴史関係の科目と合わせて受講し、自ら比較・検討することが望ましい。

①日本の通史を、近代・現代を中心に理解し、現在の政治・経済・社会にどのようにつながっているのかを認識できるようになる。
②日本における政治・外交の歴史的展開について、常に国際的視野に基づいて考えることができるようになる。
③琉球・沖縄社会の歴史的変遷を、日本および周辺諸国・地域との関係から理解できる。
④近代・現代の日本の歴史がどのような史料をもとに語られているのかを理解する。

・加藤陽子『天皇と軍隊の近代史』勁草書房、2019年

日本の歴史についての基礎的知識を習得し、琉球・沖縄を含めた東
アジアの歴史との比較を行う。                   ［　　　　　／一般講義］

市川　智生
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次のステージ・関連科目

比較民俗学

２年

前期 2

身近な沖縄、日本の民俗事象も確認しながら、台湾、韓国といった
周辺諸地域の民俗事象との比較をします。そこから浮かび上がって
くるであろう、それぞれの地域の特性や歴史性についても考えてい
きます。今、我々が生活している現代社会を観察し、物事の状況を

イントロダクション「比較民俗学とは？」　オリエンテーション

コロナが変えた日常　シーミーに関する沖縄・台湾の変化についてレポート作成

台湾と沖縄の信仰の世界「ユタとタンキ」について課題研究

比較民俗学とは何か？沖縄と台湾の比較

沖縄と台湾の社会組織　女は先祖になれないのか？

社会関係「神縁」について考える

世界観・身体観・病気観

お盆にくる霊ーあなたは誰を迎えているの？

現代韓国概況解説

朝鮮半島の歴史概説

朝鮮半島の家族・親族

朝鮮半島のマウル（村）と生活

朝鮮半島の村落祭祀

朝鮮半島の葬送儀礼

朝鮮半島のシャーマニズム

前半8回は台湾と沖縄の比較です。

ネットで台湾に関することを調べる

アンテナを張り、積極的に「台湾」

を意識してください。

普段の生活をより意識してください

年中行事などを実践・観察しよう！

身近な事象を観察しましょう

あなたの実践を観察してみましょう

韓国のイメージを挙げてみよう

沖縄の歴史を振り返ってみよう

貴方にとっての家族・親族とは誰？

沖縄の村を調べてみよう

沖縄の村落祭祀を調べてみよう

出身地の葬送儀礼を調べてみよう

沖縄のシャーマニズムを調べよう

①「履修の心構え」

・毎回リアクションペーパーを書いてもらい講義内容の理解度や、視点の多様性を確認すると同時に出席確認す
る。【30％】
・地域毎（台湾、韓国）に、レポートを提出してもらう。関心のある事象について自分自身で資料を集め、まと
めるという作業を通して、理解を深めてもらう。（合計2回）【70％】

テキストは特に指定しませんが、各回の講義と関連する参考文献などは講義前後に随時紹介していきます。

・民俗学、人類学などを履修済みであると理解しやすいでしょう。
・おしゃべりなどをして他の受講生の妨げとなったり、居眠りやスマホいじりなどは厳禁。
・講義開始後20分を過ぎての遅刻は正当な理由がない限りは欠席扱いとします。

複眼的に捉える視点を獲得することが最終目標です。

学内メールにて。

火４

「比較民俗学」という名前が示すように、「比較」ということがキ
ーワードになってきます。外国をはじめ、身の回りにいる「他者」
と自分自身、自分自身の置かれている状況（社会・文化）について
、「比較」という方法を通して相対化し捉えなおすことができるよ
うになると、世の中を眺めた時に、いつもと違う景色が広がってく
ると思います。

②「学びを深めるために」
・テレビのドキュメンタリー番組などを見て興味・見識の幅を広げてください。

隣接科目の「文化人類学」や「社会学」、「歴史学」といった科目を履修することで、複眼的視点獲得の基礎作
りがさらに出来ると思います。身の回りの「当たり前」を一度括弧に入れて「当たり前」が当たり前になったい
きさつや、そう感じる自分の感性を注視しながら、社会とのかかわり方を模索していけるような、学問の基礎体
力を身につけましょう。

・「当たり前」に過ごしている日常生活世界を切り取り、そこにつまっているであろう歴史や意味といったものを理解することができ
るようになる。
・「比較」という手法を通して、自己（自文化）の相対化の視点を学ぶことが出来る。

多様な民俗事象を理解し、物事を相対化し、自文化や自分自身の置
かれた状況を捉えなおす視点を養う。                   ［　　　　　／一般講義］

-大城博美（8回）、神谷智昭（7回）



※ポリシーとの関連性

科
目
基
本
情
報

科目名

担当者

期 別 曜日・時限 単 位

対象年次 授業に関する問い合わせ

学

び

の

準

備

ねらい

到達目標

メッセージ

学

び

の

実

践

学びのヒント 

授業計画 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

／

回 テーマ 時間外学習の内容

21

フレッシュマンセミナー

１年

通年 4

大学での学びにおいて重要な要素を個人及びグループでの学習を通
して身につけます。2年次以降の学びにも直結するため、毎回の授
業に積極的に参加することが重要です。

授業後に受け付けます。

水３

大学での学びの基礎を作る授業です。初めてのことが多いと思いま
すが、受け身の姿勢ではなく、自ら学ぶ場にしてください。

・新聞、雑誌、論文等の文章を読解できる。
・短い文章を書くことができる。
・意見を述べ合い議論することができる。
・自ら調べ、その内容をまとめ、発表することができる。

大学での学びの基礎を作る授業です。
                      ［　　　　　／演習］

前期ガイダンス、自己紹介

事前に出された課題についての発表

文章を読む①記事を交換

文章を読む②感想をメールで送り、ピアレビュー

章を読む③大学について知る、要約を作る

フィールドワーク体験（予定）

グループ学習①グループで話し合い

グループ学習②図書館ガイダンス（予定）

グループ学習③本の紹介の準備

グループ学習④本の紹介

文章を書く①レポートとは

文章を書く②良い例と悪い例

文章を書く③インターネットの利用について

文章を書く④書いてみる

前期のまとめ

後期ガイダンス、課題の提出

提出課題について議論

発表・報告に向けて①テーマの選定

発表・報告に向けて②調べる、資料を集める、まとめる

発表・報告に向けて③フィールドワークについて

発表・報告に向けて④報告資料の作成の仕方

発表・報告に向けて⑤発表練習

発表・報告に向けて⑥発表についての議論

キャリアガイダンス（予定）

映像鑑賞①映像鑑賞

映像鑑賞②映像鑑賞と議論

グループワーク

発表会準備

発表会①

発表会②

まとめ

事前に出された課題を持参する

事前に出された課題を持参する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

課題を持参すること

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

授業内で指示する

必ず準備をしてくること

必ず準備をしてくること

授業内で指示する

月野　楓子



学
び
の
継
続

学

び

の

実

践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

次のステージ・関連科目

／2

・４年間継続する学びの重要な入り口であるため、無断での遅刻、欠席は認めない。

平常点 40%、課題 30%、発表（事前準備を含む）30%

適宜参考図書・資料を紹介・配布する。

・指示した場合を除いてはスマートフォンの使用は禁止。
・個人だけでなくグループでの活動も多いため、積極的に参加すること。

領域演習、演習

2
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フレッシュマンセミナー

１年

通年 4

本セミナーでは、共同学習を通じて、学生ひとりひとりが大学で学
ぶための基礎的な知識や技能を習得し、４年間の学生生活を軌道に
乗せることを目的とします。

授業終了後に教室で受け付けます。

水３

新入生の皆さんに、学生間、教員とのコミュニケーションの場を提
供します。一緒に、学生としての意識、方法、目的を明確にしてい
きましょう。

・大学生活の基盤（規則的生活・友人関係・自学自習の習慣）を作る。
・大学で学ぶための基本的スキル（読む、書く、聴く、伝える、対話する力）を習得する。
・他者とのコミュニケーションや協働を通じて、自分自身の興味関心や学習目的を研ぎ澄ませる。

大学で学ぶために必要な技能の習得を目指す導入科目
                      ［　　　　　／演習］

前期ガイダンス、教員紹介、入学前課題提出（探求課題）

新聞記事を読む

講義を傾聴しメモをとる、リアクションペーパーを利用する

ＰＣスキルを確認する

レポートの作成①文章構成

レポートの作成②出題意図

ミニフィールドワークに参加する

レポートの作成③参考文献

図書館を活用する

レポートの作成④要約と縮約

レポートの作成⑤校正

レジュメの発表①

レジュメの発表②

レジュメの発表③

大学生活と自分の将来

まとめ

後期ガイダンス、グループ編成

話し合いと仮テーマの設定

グループ調査①

グループ調査②

中間発表

キャリアガイダンス

アウトラインの作成と提出

グループ調査③

グループ調査④

グループ調査のまとめ①

グループ調査のまとめ②

最終プレゼンテーション①

最終プレゼンテーション②

最終プレゼンテーション③

まとめ

シラバスの熟読

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自配布課題に取り組むこと

各自、事前にテーマ案を探す

グループで協力して調査を行う

グループで協力して調査を行う

グループで課題に取り組む

グループで課題に取り組む

グループで課題に取り組む

グループで協力して調査を行う

グループで協力して調査を行う

グループで課題に取り組む

グループで課題に取り組む

グループで課題に取り組む

グループで課題に取り組む

グループで課題に取り組む

各自配布課題に取り組むこと

宮城　弘樹
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の
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践

評価

学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

次のステージ・関連科目

／2

本セミナーは、大学4年間の学びの基盤となる授業です。

平常点50％（出席状況、授業への参加、課題への取り組み）、期末課題50％（レポート）をあわせて総合的に評
価します。

授業内容に応じて、プリントを配布します。

・毎回出席をとります。やむを得ない事情で欠席する場合は、事前に必ず連絡してください。
・入学から卒業までをともにする仲間たちを尊重し、一緒に学ぶ姿勢を持ちましょう。
・日常的に新聞を読み、沖縄、日本、世界の動向に関心を持ちましょう。
・毎回授業では課題を課します。
・自分自身の学びや興味関心を確かめ、継続的に本を読んで学びを深めていきましょう。

２年次ゼミの「領域演習」が上位科目になります。フレッシュマンセミナーで会得したアカデミックスキルを基
礎とし、ゼミの同級生とともに各専門分野での学びにつなげてください。

2
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フレッシュマンセミナー

１年

通年 4

大学生活における基本的な態度を身につけつつ、社会文化学科の学
びにおいて必要とされる基礎的な技能と考え方を習得する。そため
に、実践的な課題を設定して取り組む。

オフィスアワーおよび学内メールで随時対応
する。

水３

身近な疑問や問いを大切にしつつ、技能習得だけでなく、大学での
学びに必要な姿勢と知的好奇心も培ってほしい。

到達目標は以下の3つとなる。
（1）専門的な文章を理解する能力を身につける。
（2）伝達力をもった報告を作成する能力を身につける。
（3）テーマに対応したグループ調査を行う能力を身につける。

本学科での学びにとって不可欠な技能や思考を身に付けるための入
門科目                       ［　　　　　／演習］

前期の課題と進め方についてのガイダンス（社会文化学科での学びと基本的な姿勢について）。

自分紹介をしてみよう、「大学生になる」とはどういうことか？

大学で求められる文章の読み方、書き方

大学のことを知ろう

調べ物をするには？①図書館活用術

調べ物をするには？②インターネット活用術

フィールドワーク

フィールドワークについての振り返りと報告

文章読解のトレーニング①

文章読解のトレーニング②

レジュメ作成と報告のトレーニング①

レジュメ作成と報告のトレーニング②

レポートってどう書くの？①

レポートってどう書くの？②

前期課題の提出と振り返り

後期の課題と進め方についてのガイダンス（前期の振り返り）

調査テーマの設定と役割分担

関連文献・資料調査のトレーニング①

関連文献・資料調査のトレーニング②

グループ調査の準備状況の報告①

グループ調査の準備状況の報告②

調査の中間報告①

調査の中間報告②

調査の中間報告③

調査内容のまとめと報告資料の作成①

調査内容のまとめと報告資料の作成②

調査内容のまとめと報告資料の作成③

調査の最終報告①

調査の最終報告②

後期の振り返り

配布資料の精読と理解

事前課題への取り組みと資料の精読

入学前課題を用いた予習

事前課題への取り組みと資料の精読

事前課題への取り組みと資料の精読

事前課題への取り組みと資料の精読

フィールドワーク関連の事前課題

フィールドワークの内容をまとめる

事前課題への取り組みと資料の精読

事前課題への取り組みと資料の精読

事前課題への取り組みと資料の精読

事前課題への取り組みと資料の精読

事前課題への取り組みと資料の精読

事前課題への取り組みと資料の精読

達成点と課題の確認

配布資料の精読と理解

グループによる検討と資料作成

グループによる検討と資料作成

グループによる検討と資料作成

グループによる検討と資料作成

グループによる検討と資料作成

報告資料の作成

報告資料の作成

報告資料の作成

グループによる検討と資料作成

グループによる検討と資料作成

グループによる検討と資料作成

報告資料の作成

報告資料の作成

報告資料の作成

達成点と課題の確認

秋山　道宏
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学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

次のステージ・関連科目

／2

課題に取り組む中での「気づき」や調査による「発見」をメモ等に残し、必要に応じて再確認しながら取り組む

参加姿勢30％、課題の取り組みと報告内容70％

テキスト等は指定せず、課題に応じて必要な資料を配布する。

ことが重要となる。また、セミナーは、集団での学習の場であるため、他のセミナー参加者による報告や参加し
ているグループ以外の報告についても、質問やコメントをすることで理解を深め、自身の課題への取り組みにも
生かしてほしい。

各自が選択する2年次の領域演習につながる

2
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フレッシュマンセミナー

１年

通年 4

本講義では、大学で学び、自ら調べ考えたことを発信（文章作成、
プレゼンテーション）するための基礎訓練を行う。文章を読む、書
く、調べた内容を伝える、討論するといった事柄について、準備の
過程からその実践までを扱う。

t.ichikawa@okiu.ac.jp

水３

本ゼミで習得したことは、大学で学ぶ基礎となります。ゼミでの討
論やグループワークを通して積極的な姿勢を身につけてください。

①講義や討論の内容をノートにまとめ、理解した点と疑問点を明確にすることができる。
②新聞の社説、新書レベルの文章を正確に読解し、要約を作成することができる。
③興味を持ったことについて、テーマを具体化し、調査を実践することができる。
④上記の内容について、他人に口頭で説明し（プレゼンテーション）、論理的な文章を書くことができる。

本学科で4年間学習する上での基礎科目
                      ［　　　　　／演習］

開講ガイダンス：みなさんは自己紹介できますか？

大学で学ぶとは？：社会文化学科での4年間と学問領域

ノートの取り方：映画を見てノートを取れますか？

大学でのコミュニケーション：知らない人にメール出したことありますか？

文章の読解と要約の作成①

文章の読解と要約の作成②

図書館オリエンテーション（予定）

ゲスト講師による講演またはフィールド・ワーク（予定）

文章の読解と要約の作成③

論理的な文章を書く①

論理的な文章を書く②

論理的な文章を書く③

論理的な文章を書く④

予備日（講義またはフィールドワーク）

前期のまとめ

前期課題の発表と講評

発表の準備をする①：レジメの作成

発表の準備をする②：レジメの作成

フィールド・ワーク入門編①：フィールド・ワークとは何か。

フィールド・ワーク入門編②：研究倫理と調査被害。

フィールド・ワーク入門編③：テーマを決め、計画を立てる。

フィールド・ワーク入門編④：計画の発表と修正。

フィールド・ワークの準備編①：グループごとに計画に沿って下調べをする。

フィールド・ワークの準備編②：グループごとに計画に沿って下調べをする。

発表の準備をする③：パワーポイントによるスライド作成（その1）

発表の準備をする④：パワーポイントによるスライド作成（その2）

フィールド・ワーク中間報告

予備日（キャリアガイダンスあるいはフィールドワークの準備）

フィールド・ワーク実践編：プレゼンテーション①

フィールド・ワーク実践編：プレゼンテーション②

まとめ：1年間で学んだ内容を振り返り、2年次以上にどうつなげるか？

事前にシラバスを熟読のこと。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

事前情報を自分で収集する。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

学習内容の実践。

学習内容の実践。

資料の復習、学習内容の実践。

発表の準備、事後の復習。

発表の準備、事後の復習。

発表の準備、事後の復習。

学習内容の実践。

市川　智生
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学びの手立て

テキスト・参考文献・資料など

次のステージ・関連科目

／2

①履修の心構え

①講義中の小課題への取り組み（要約作成、レジュメ作成、文章作成など） (5点×10回=50点)
②前期レポート　(25点）
③年度末レポート(25点）
以上の計100点満点で評価する。

テキストは指定せず、毎週資料を配布する。なお、アカデミック・スキルズについては、以下の参考文献を頻繁

・佐藤望ほか編『アカデミック・スキルズ(第3版)：大学生のための知的技法入門』（慶應義塾大学出版会、202

・ゼミでは人前での発言を躊躇しないこと。
・遅刻、欠席をしないこと。（特に自分の発表の無断欠席は厳禁。）
・【重要】講義時間中はスマートフォンの使用を禁止します。必ずカバンの中にしまうこと。
・課外活動による欠席届を提出しても特に考慮の対象としません。

に参照する。

0年、ISBN: 978-4766426564）

②学びを深めるために
・講義で学習する内容を、常に自分の生活との関連で考えてみること。
・新聞、ニュース、ほかの講義なども、自らの文章の作成やプレゼンテーション能力向上の材料とすること。

本講義は、2年次の「領域演習」、3,4年次の「演習」でのゼミ活動の基礎となる。

・石黒圭『論文・レポートの基本』（日本実業出版社、2012年、ISBN-13: 978-4534049278）

2



※ポリシーとの関連性
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

／

回 テーマ 時間外学習の内容

21

フレッシュマンセミナー

１年

通年 4

本科目は、社会文化学科1年生を対象としたゼミナール形式の授業
である。本科目では大学での学びにおいて必要となる「書く」「読
む」「伝える」ことの基本的な能力を習得することを目的とする。

r.higa@okiu.ac.jp

水３

【履修上の注意事項】
本科目は一般講義とは異なり、受講者に対して能動的・意欲的な取
り組みを求める。

専門書の文章読解、文献・資料調査およびその報告書やレジュメの作成ができるようになる。

大学での学びを可能にするための基礎演習。
                      ［　　　　　／演習］

ガイダンス①

ガイダンス②

文章読解のトレーニング①

文章読解のトレーニング②

文章読解のトレーニング③

文章読解のトレーニング④

レジュメ作成と報告①

レジュメ作成と報告②

レジュメ作成と報告③

レジュメ作成と報告④

学外フィールドワーク

報告書の作成①

報告書の作成②

報告書の作成③

前期のふり返り

後期のガイダンス・グループ編成

テーマ設定と役割分担

文献・資料調査のトレーニング①

文献・資料調査のトレーニング②

グループ調査の準備①

グループ調査の準備②

グループ調査の準備③

中間発表①

中間発表②

グループ調査のまとめ①

グループ調査のまとめ②

グループ調査のまとめ③

最終発表①

最終発表②

最終発表③

後期のふり返り

授業時に指示した文献の講読

授業時に指示した文献の講読

授業時に指示した文献の講読

授業時に指示した文献の講読

授業時に指示した文献の講読

授業時に指示した文献の講読

レジュメ作成に関する文献の講読

レジュメ作成に関する文献の講読

レジュメ作成に関する文献の講読

レジュメ作成に関する文献の講読

フィールドワークのデータ整理

報告書作成に関する文献の講読

報告書作成に関する文献の講読

報告書作成に関する文献の講読

前期の総合的な復習

授業時に指示した文献の講読

授業時に指示した文献の講読

調査に関する文献の講読

調査に関する文献の講読

調査の具体的計画の考案と実施

調査の具体的計画の考案と実施

調査の具体的計画の考案と実施

調査報告書の作成

調査報告書の作成

調査報告書の修正と発表準備

調査報告書の修正と発表準備

調査報告書の修正と発表準備

最終報告書の作成

最終報告書の作成

最終報告書の作成

後期の総合的な復習

比嘉　理麻
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次のステージ・関連科目

／2

与えられた課題に取り組むだけでなく、自ら積極的に学術書を読むようにする。

原則として、授業参加度（40%）、発表・調査報告・課題（60%）を総合し評価する。

特定のテキストは指定しない。適宜、資料を配布する。

演習Ⅰ、演習Ⅱ

2
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次のステージ・関連科目

文化人類学概論

１年

後期 2

「文化人類学」とは、「文化」というキーワードをもとに、世界各
地の諸社会と総体としての人類社会について、その多様性と共通点
を明らかにしようとする学問分野である。本稿講義では、「人間と
文化」という視点から、人類社会に関わる様々なトピックを取り上

ガイダンス

「文化」とは何か？――人類学と「異文化」理解

文化人類学の方法論――「社会・文化」を読み解くために

映像鑑賞

家族と親族（１）――親族研究の基礎と人類学

家族と親族（２）――キンドレッド／出自／婚姻

贈物のヒミツ――贈与・交換の原理と「社会」

認識／コミュニケーション／儀礼

「死」の扱い方と宗教――究極問題へのアプローチ 映

映像鑑賞

政治と権力――人類社会における諸政治形態と権力

身体とジェンダー――オトコ（△）であること、オンナ（○）になること

自然／環境／資源化――人類と自然・環境との関係

アイデンティティ／民族／ナショナリズム

まとめ――「人類社会理解」への果敢な挑戦

期末試験

文化人類学について調べよう。

「文化」概念について考えよう。

文化人類学の独自性とは何か。

「文化」を扱った作品を探そう。

親族関係の多様性を知ろう。

親族の役割について考えよう。

身の回りの贈物を考えよう。

儀礼の意味について考えよう。

宗教の多様性を考えよう。

身近な「儀礼」を探してみよう。

身近な「政治」 を探してみよう。

ジェンダーの構築性を知ろう。

自然・環境と人類を考えよう。

「自己／我々」の成立を考えよう。

人類学を学ぶ意義を考えよう。

「他者」を知ることは、より深い「自己」理解のための必須条件である。 世界各地の社会・文化に関するニュ

平常点（30％）、期末試験（70％）
　毎回の授業時に、出席および授業参加姿勢を確認するため、レスポンス・ペーパー（感想、コメント、質問）
の提出をもとめる。また、学期末には講義中に紹介した諸トピックにかんする筆記試験を行い、出席・授業参加
姿勢とともに総合的に評価する。

・テキストは特になし。（毎回の講義でレジュメおよび資料を配布する）

　米山俊直（編）1995『現代人類学を学ぶ人のために』世界思想社

ース報道などの関心をもち、欧米だけでなくアジア／アフリカ／太平洋／中南米地域の社会・文化と沖縄・日本
のそれとを比較する視点を養ってほしい。「他者」に関心をもつ者には、「自己」しか知らない者よりも、より
多くの「発見」を得られるはずである。

げて、人類とは何か、人類社会とは何かについて、考えていく。

nishigaki@okiu.ac.jp

水２

日本の人口は世界の1／60である。140万人の沖縄県に至っては1／5
200に過ぎない。「自文化」理解は大切だが、沖縄・日本だけが世
界ではない。世界の諸社会・文化を知ることは、沖縄・日本の社会
・文化的特徴を「再発見」することにつながる。本講義を通
じて人類社会・文化の多様性と共通性を認識し、「アジア・世界の
なかの沖縄・日本」を考えることのできる人材を目指して欲しい。

・主要参考文献は次の通り。

　綾部恒雄／桑山敬己2010『よくわかる文化人類学』（第２版）ミネルバ書房

文化人類学理論、アジア文化概論、アジア社会文化論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、比較民俗学、多民族論、etc.

世界各地の諸社会・文化に関する基礎的な知識を身に着け、比較という観点から人類社会・文化の多様性と共通点を考えることができ
る。

　石川栄吉ほか(編)1995『文化人類学事典』弘文堂

　

グローバル化時代において「他者」理解もまた必須である。本講義
の目的は、異文化理解の基礎を提供することにある。                   ［　　　　　／一般講義］

石垣　直
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次のステージ・関連科目

文化人類学理論

２年

前期 2

本講義の目的は、文化人類学の諸理論について基礎的な理解を得る
ことにある。本講義に先立つ「文化人類学概論」では、生活に関連
した諸トピックを例に、人類社会・文化の多様性と共通点を論じた
。それを踏まえて本講義では、これまでに提出されてきた様々な理

ガイダンス

「文化人類学」とは何か？――人類学と「異文化」理解

人類進化の歴史――地球／生物／人類の歴史

社会進化論・伝播論・新進化論――人類史の一般化

文化とパーソナリティ論・心理人類学――「文化の型」・民族性

映像鑑賞――人類学者の仕事、『南太平洋の人々』

機能主義（1）――「社会の仕組み」を考える

機能主義（2）――「社会関係の基礎」としての「親族」

構造主義（1）――発想の由来とエッセンス

構造主義（2）――構造分析とその影響力

映像鑑賞――構造主義の復習＆応用編　　『音楽の正体』

認識・象徴人類学と解釈人類学――「文化」の捉え方

構造と実践――構造／歴史／主体性

日本の人類学――歴史と現在

まとめ――人類学理論と人類社会・文化の理解

期末テスト

文化人類学について調べよう。

「文化」概念について考えよう。

人類の歴史を調べよう。

人類学最初の理論を学ぼう。

国民・民族性について考えよう。

フィールドワークを学ぼう。

自文化社会の仕組みを考えよう。

身近な「親族」を調べよう。

構造主義の特徴を調べよう。

構造主義の議論を調べよう。

構造分析にトライしてみよう。

「文化」の可変性を考えよう。

無意識の「文化」を考えよう。

日本の人類学について調べよう。

文化人類学の意義を考えよう。

　「他者」を知ることは、より深い「自己」理解のための必須条件である。 世界各地の社会・文化に関するニ

平常点（30％）、期末試験（70％）

・テキストは特になし。（毎回の授業でレジュメあるいは資料を配布する）

石川栄吉ほか(編)1995『文化人類学事典』弘文堂。

ュース報道などに関心をもち、欧米だけでなくアジア／アフリカ／太平洋／中南米地域の社会・文化と沖縄・日
本のそれとを比較する視点を養ってほしい。「他者」に関心をもつ者には、「自己」しか知らない者よりも、よ
り多くの「発見」を得られるはずである。

論（≒「メガネ」）をレヴューすることで、世界の諸社会・文化の
理解が「自文化理解の深化」につながることを学ぶ。

nishigaki@okiu.ac.jp

水２

　人文・社会科学における「理論」とは、事象をより説得的に説明
するための「メガネ」である。社会・文化人類学が用いてきた様々
な「理論≒メガネ」の存在を知る者は、より多くの「世界（人類社
会・文化）の秘密」を発見することができる。人類学理論によって
発見された「秘密」は、あなたが限りある人生を生きていく上で、
極めて有用なものとなるだろう。

・主要参考文献は次のとおりである。

バーナード、A.2005『人類学の歴史と理論』明石書店

アジア文化概論、アジア社会文化論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、比較民俗学、多民族論、etc.

　社会・文化人類学の諸理論（≒メガネ）に関する基礎的な知識を身に着け、人々が普段の生活では意識することが少ない「自文化」
を含む世界各地の諸社会・文化の構造やメカニズム、すなわち「世界の秘密」を理解することができる。

綾部恒雄（編）2006『文化人類学20の理論』弘文堂。

本講義では、グローバル化時代を生き抜くために必要な、世界の諸
社会・文化の理解に役立つ「メガネ」を提供する。                   ［　　　　　／一般講義］

石垣　直
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次のステージ・関連科目

平和運動史

２年

前期 2

現在、軍事化が進む中、戦後日本が掲げてきた「平和主義」や「平
和国家」とはどのようなものであったのかを改めて検討する必要が
ある。この講義では、憲法が掲げる理念の実現をなにが阻んできた
のか、また、その障害のなかでも平和の実現のために展開された数

ガイダンス。平和運動史ではなにを扱うか。

イントロダクション　日本・沖縄の「いま」から平和運動を考える。

戦争をさせないたたかい①反基地闘争の歴史（１）沖縄における島ぐるみ闘争。

戦争をさせないたたかい②反基地闘争の歴史（２）日本本土の反基地闘争。

戦争をさせないたたかい③原水爆禁止運動（反核運動）のたかまり。

企業・国家・公害とのたたかい①朝日訴訟、「人間裁判」と呼ばれたたたかい。

企業・国家・公害とのたたかい②水俣病と公害訴訟のひろがり。

企業・国家・公害とのたたかい③ハンセン病差別と権利回復運動の歴史。

ゲスト講義（沖縄における平和運動に関連して）

現代におけるたたかい①9.11とイラク反戦運動。

現代におけるたたかい②3.11以降の反原発運動。

現代におけるたたかい③安保法制（戦争法）制定後の対抗運動を考える。

日本・沖縄の「いま」と世界の変化①（現在進行形の平和運動を扱う）

日本・沖縄の「いま」と世界の変化②（現在進行形の平和運動を扱う）

全体のまとめとレポート提出

シラバスを事前に読んでおくこと。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義の復習。

講義全体の復習。

履修の心構え

（１）参加態度（30％）
（２）中間レポート（30％）…授業の内容に関連し、レポートを作成してもらう。
（３）学期末レポート（40％）…授業全体の内容に関連し、自ら問いを設定し、レポートを作成してもらう。
詳細については、初回のガイダンスにてお知らせする。

特定のテキストは指定しない。必要に応じて関連資料を配布する。

・児玉谷史朗ほか編著『地域研究へのアプローチ』（ミネルヴァ書房、2021年）

・講義もコミュニケーションの一つである。周囲の受講生や教員との信頼関係で成り立ち、その中で、より良い
学習ができることを意識してほしい。受講中の私語や携帯電話・スマートフォンの使用など、講義の進行や周囲
への迷惑となる行為は禁止する。
学びを深めるために

々の運動の歴史について学ぶ（沖縄での平和運動の歴史も含め）。
現在進行形の平和運動も扱い、映像資料も活用する。

講義終了後の教室およびオフィスアワー

水４

「平和とはなにか、平和の実現にはなにが必要か」といった素朴だ
がとても重要な問いについて、歴史に学びながら真剣に考え、議論
できる学生の参加を期待する。

参考文献として、以下の3点を挙げておく。授業でも随時紹介する。

・広川禎秀・山田敬男編著『戦後社会運動史論1～3』（大月書店、2006年・2012年・2018年）

・新聞に日常的に目を通すこと。講義で取り上げた内容をより深く理解することが可能となる。

社会・平和領域のその他の専門応用科目。実習（演習Ⅰ）および演習Ⅱ。

平和運動史の受講を通して、以下の二つを学習成果として得ることができる。
①戦後の日本と沖縄における平和運動の歴史を学ぶことで、憲法において提示された「平和主義」について理解を深めることができる
。
②①を前提としながら、これからの「平和とはなにか、平和の実現にはなにが必要か」を考え、議論し、実践することができるように
なる。

・梶原渉ほか編著『18歳からわかる　平和と安全保障のえらび方』（大月書店、2016年）

社会・平和領域の専門応用科目。
                  ［　　　　　／一般講義］

秋山　道宏
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次のステージ・関連科目

平和学概論

１年

後期 2

いま沖縄で問われ続けていることを出発点としつつ、いくつかの具
体的な問題に焦点を当てながら、平和学の入口を紹介していく。そ
のために、「戦争と国家」という問題設定から世界史的な動向にも
視野を広げたうえで、身近な暴力性を含めて問い直すために構造的

講義内容と課題についてのガイダンス

沖縄から考える①　基地問題の起源

沖縄から考える②　基地集中と固定化

沖縄から考える③　戦争体験の記憶と記録

沖縄から考える④　アジアのなかでの沖縄（熱戦と冷戦）

沖縄から考える⑤　核兵器・大量破壊兵器と沖縄

戦争と国家①　総力戦の世紀と新しい戦争

戦争と国家②　メディアと戦意

戦争と国家③　軍産複合体（軍事と経済）

戦争と国家④　核の"平和利用"

構造的暴力①　平和学とガルトゥングの視点

構造的暴力②　貧者の徴兵制（経済的徴兵制）

構造的暴力③　軍隊と性暴力

構造的暴力④　国策と地域

構造的暴力⑤　沖縄の経験を読み解くおよび全体のまとめ

配布資料の精読

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

配布資料の精読と文献の参照

講義内容の復習と要約

各テーマに関する配布資料や文献を精読するとともに、関連図書や新聞を調査して問題を発見する。

授業への参加態度と理解度30％、中間レポート30％、学期末レポート40％

特定のテキストは使用せず、必要な資料は教室で配布する。参考文献としては次の4点を挙げておく。

児玉谷史朗ほか編『地域研究へのアプローチ』（ミネルヴァ書房、2021年）

暴力の視点を重視し、平和学の広がりを理解できるように講義を展
開する。

講義終了後の教室およびオフィスアワー

水４

「平和」という言葉を聞いたとき、どのような状態を想像するであ
ろうか。この講義での学びを通して、身近な問題と結びつけて「平
和」を捉える視点と、戦争や暴力を批判的、構造的に捉える思考力
を養ってほしい。

石原昌家ほか編『沖縄を平和学する！』（法律文化社、2005年）

星野英一ほか著『沖縄平和論のアジェンダ：怒りを力にする視座と方法』（法律文化社、2018年）

社会・平和領域の専門基礎科目

人びとの権利や尊厳、それを脅かす問題に目を向け、地域の視点と世界的な視点の双方を用いて思考する力を身につける。

岡本三夫ほか編『新・平和学の現在』（法律文化社、2009年）

１年次の基礎科目
                  ［　　　　　／一般講義］

秋山　道宏
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次のステージ・関連科目

平和教育学

２年

前期 2

本講義では、平和教育を「平和と非暴力の文化」を身につけるため
の教育と位置づけ、毎回、参加型学習の手法を使って、アメリカの
教育現場で普及している「創造的対立解決プログラム（RCCP）」や
、沖縄と関わりのあるテーマについての学習を深める。家庭や学校

ガイダンス

もっとよく知り合う（アイスブレイキング）、受けてきた平和教育をふりかえる

じょうずな聞き方とへたな聞き方（聴く練習）

対立の意味を明らかにする（ブレーンストーミング）　

創造的に対立を解決する、感情を表現する（私メッセージ）

非暴力について学び、介入を練習する（即断訓練）

市民が持つ力とは何かを考える（ランキング）

沖縄戦とひめゆり学徒隊（フォトランゲージ）

ひめゆり平和祈念資料館見学（フィールドワークとディスカッション）

家族にとっての沖縄戦（ロールプレイ）

軍隊と性暴力①　日本軍「慰安婦」制度

軍隊と性暴力②　米軍内外への性暴力

アレン・ネルソンさんの体験から、戦争が兵士に及ぼす影響を考える

米軍基地と環境問題

これからの平和教育のあり方を考える

レポート提出

自分が受けた平和教育をふりかえる

聴く練習を行う

参考資料（授業時に提示）を読む

参考資料（授業時に提示）を読む

非暴力行動の事例を調べる

参考資料（授業時に提示）を読む

証言映像を見る

証言映像を見る

身近な人の戦争体験を調べる

参考資料（授業時に提示）を読む

参考資料（授業時に提示）を読む

参考資料（授業時に提示）を読む

参考資料（授業時に提示）を読む

平和教育のあり方を考える

・受講生の人数、関心などに応じて授業内容および順序を変更することがあります。

・平常点…30点（出欠状況に基づく、授業への積極的な参加が見られる場合は適宜加点する）
・小レポート…30点（毎回の講義でA4半分程度の用紙に小レポートの課題を課す）
・最終レポート…40点 上記到達目標①②③を評価

テキスト：特になし。授業時にプリント配布

・グループワークや2～3人の話し合いを行います。新型コロナ対策のため、一定の距離を保つようにしてくださ
い。
・基本ルール：他人のよいところを見よう／注意深く一人ひとりの発言をよく聞こう／短く簡潔に話そう／パス
する権利は全ての人にある／他人の秘密やプライバシーを守ろう

、職場、地域で「平和と非暴力の文化」を実践する方法を考える。

授業終了後に教室で受け付けます

金３

対立は、日常生活のあらゆる場所で起こります。人と人が関わり合
う中で対立が起こるのは自然なことだからです。しかし、対立は時
に攻撃的な言動や暴力を引き起こします。自分と相手を尊重しなが
ら、両者が満足できる解決をはかるために、創造的な解決方法を学
んでみませんか。さらに、沖縄戦や軍隊の問題についても、参加型
で学ぶことによって、新たな発見が生まれるはずです。

参考文献は授業で紹介します。

①「平和と非暴力の文化」を理解する
②家庭や学校、職場、地域で起こる対立を創造的に解決し、積極的にかかわる力をつける。
③沖縄戦や軍隊の問題が、現在の沖縄や人々にどのような影響を及ぼしているかに気づく。

社会・平和領域の発展科目
                  ［　　　　　／一般講義］

-古賀　徳子
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次のステージ・関連科目

平和思想

２年

後期 2

沖縄の平和思想と世界の著名な平和思想家との相違点を考える。ま
た、各マイノリティの権利回復要求運動を知る。加えて、権力者が
使用する「平和」という概念を考える。

（対）オリエンテーション

（特）平和思想とは何か

（特）沖縄の平和思想①―沖縄の平和思想とは

（特）沖縄の平和思想②―沖縄戦、米軍基地問題を考える

（特）沖縄の平和思想③―被害者を弔うとは何か

（特）沖縄の平和思想④―被害者＝加害者としての沖縄人

（対）公民権運動とBlack Lives Matter①

（対）公民権運動とBlack Lives Matter②

（特）公民権運動とBlack Lives Matter③

（特）マハトマ・ガンジーとインドの独立運動

（特）７～10回目の講義のふりかえり

（特）先住民族と帰還権

（特）米軍基地と帰還権①―チャゴス諸島

（特）米軍基地と帰還権②―ハワイ諸島

（特）米軍基地と帰還権③―沖縄

（特）期末レポート

講義内で提示

講義内で提示

講義内で提示

沖縄県史、市史、字誌

沖縄県史、市史、字誌

講義内で提示

講義内で提示

講義内で提示

講義内で提示

『ガンジーの危険な平和憲法案』

講義内で提示

『「先住民」とはだれか』

講義内で提示

講義内で提示

講義内で提示

オンライン講義ではビデオをオンにし、顔が見えるようにすること。受講前に課題論文を読んでおくこと。

平常点（講義への積極的な参加）６０％、期末レポート４０％

テキストは使用しません。Webでプリントを配布します。

研究入門』大阪大学出版会、2014年、ダグラス・ラミス『ガンジーの危険な平和憲法案』集英社、2009年、窪田

講義内でわからに事があれば積極的に質問すること。
レポートは添削のうえ返却する。

Googleクラスルームで受け付けます

火４

沖縄はもとより、世界の代表的な平和思想を知り、様々な考えを取
り入れることができるようになる。
課題はGoogleクラスルームから出しますので事前に携帯等にダウン
ロードしてください。

参考文献：小菅信子編『原点でよむ　20世紀の平和思想』岩波書店、2015年、油井大三郎『好戦の共和国アメリ

幸子他『「先住民」とはだれか』世界思想社、2009年、小坂田裕子『先住民族と国際法』信山社、2017年など。

「平和学」、「国際平和学」、西洋史、アジア史など

目標①　基本の理論を用いて国際問題を分析できる。
目標②　国家の外政策と国内政策の概要を説明できる。
目標③　安全保障問題と平和の争議を説明できる。
目標④　インターネットや新聞等で平和問題に関わる事柄の情報収集をすることができる。
目標⑤　時事問題に関して授業中発言することができる。

カ』岩波新書、2008年、石原昌家・仲地博編『オキナワを平和学する』法律文化社、2005年、木戸衛一編『平和

国際社会で起きていることを事例から各立場の「平和思想」を考え
る。                   ［　　　　　／一般講義］

-大城　尚子
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次のステージ・関連科目

マスコミ論

２年

前期 2

　世論を形成するマスコミの誕生と発展の歴史、機能、課題を、現
在社会と結びつけながら、理解する。また、沖縄戦で一度消滅した
沖縄のジャーナリズムに関して、戦前から米軍占領期から現在まで
を、「沖縄ジャーナリズム」として位置づけ、具体的な報道を通し

イントロダクション

マスコミの誕生と変遷

マスコミとジャーナリズム

日本のジャーナリズム史①

日本のジャーナリズム史②

取材と報道の自由－法と倫理の観点から

ジャーナリズムの現場①　取材と報道

ジャーナリズムの現場②　客観報道の課題

沖縄のジャーナリズム史①

沖縄のジャーナリズム史②

沖縄ジャーナリズムの現場①沖縄戦報道

沖縄ジャーナリズムの現場②基地報道

沖縄ジャーナリズムの現場③女性と子どもの視点から

メディアリテラシーを身に着ける　‐フェイクニュースの時代に

ネット社会とジャーナリズム

総括・課題提出

授業内容の復習と課題

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

講義内容をより深く理解するために、新聞を読む習慣を身に着ける。沖縄ジャーナリズムを考える上で、沖縄の

１．レポート・課題　50％、２．平常点50％。

テキストは特に指定しない。毎回資料を配布する。

県紙（沖縄タイムス、琉球新報）を読む。

て分析する。マスコミの送り出す情報を読み解き、考える作法を身
に着ける。

授業終了後の教室と、メールで受け付けます
。メールは配布物に掲載します。

月３

　沖縄タイムスの記者として長年取材した経験から、現場に即した
、実践的なジャーナリズムの在り方を伝える。

関連科目「沖縄タイムス寄付講座・ジャーナリズム論」

　近代社会とともに発展したマスコミの役割と機能、またジャーナリズムとは何かを理解した上で、ふだん接するニュースの背景、読
みとく方法、自分に引き寄せて考える方法を身に着ける。

自立した社会人となるために、マスコミによるニュース発信の構造
を知り、批判的に読み解く力を身に着ける。                   ［　　　　　／一般講義］

-謝花　直美
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次のステージ・関連科目

民俗学概論

１年

後期 2

日本民俗学の知見に即して、民俗学的なものの見方・考え方につい
て解説する。なお本講義では沖縄県に限らず、日本各地や一部東ア
ジア諸国の事例にも幅広く言及する。テーマごとに１回完結の内容
で講義を進めていくが、適宜以前の講義内容にも言及し、生産技術

ガイダンス／民俗学の成立と発達

日本民俗学の先達たち

常民と常民性

ハレとケそしてケガレ

ムラとイエ

稲作と畑作

山民と海民

女性と子供

老人の文化

交際と贈答

盆と正月

カミとヒト

妖怪と幽霊

仏教と民俗

都市の民俗

予備日

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

課題およびそのフィードバック

レポート課題

配布資料は過密に作成されている。読み返すことで知識が深まる面もあるため利用すること。また各回において

各回において短い課題を出題する（40％）。また期末にレポートを課す（60％）。

毎回プリントを配付する。綴じるためのファイルを用意しておくことが望ましい。テキストとしては宮田登『民

短い課題を課し、その解説を中心とした復習を実施する。

と社会組織、精神文化の複合について理解を深めていく。なお最後
に講義内容に則ったレポートを課す。

t.oikawa@okiu.ac.jp または5511研究室

火４

民俗学の知見を広く浅く扱います。高校までの日本史の知識を前提
に、民衆の生活から見たらそれらがどのように捉えられてくるのか
、その一端に触れてもらえればと思います。

俗学』（講談社学術文庫、2019年）に準拠している。自習したい者、学びを深めたい者は購入することを推奨す

南島民俗学Ⅰ、南島民俗学Ⅱ、南島民俗学史Ⅰ、南島民俗学史Ⅱ

民俗学の基本的な知識と考え方を身につける。特にその用語や概念について端的に説明できるようになるとともに、それを現実に応用
した思考ができるようになる。

る。

基礎科目で専門分野（民俗学）の学問体系の基本理解が目指される
                  ［　　　　　／一般講義］

及川　高
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次のステージ・関連科目

民俗・人類学特殊講義Ⅰ

２年

前期 2集中

                  ［　　　　　／一般講義］

-小熊　誠
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次のステージ・関連科目

琉球アジア文化論

２年

後期 2

　本講義では、「アジア」（特に東アジア）のなかの琉球・沖縄の
文化を、比較文化的（≒文化人類学的）な視点から学ぶ。１年次に
学ぶ「民俗学概論」・「文化人類学概論」をはじめ、民俗・人類学
関連の講義・ゼミでの学習を踏まえ、「琉球・沖縄文化」を広く「

ガイダンス――アジアの中の琉球・沖縄

映像鑑賞（１）

東アジアの中の琉球・沖縄史（１）

東アジアの中の琉球・沖縄史（２）

東アジアの中の琉球・沖縄の親族制度

東アジアの中の琉球・沖縄の葬墓制と祖先祭祀

映像鑑賞（２）

東アジアの中の琉球・沖縄の年中行事

東アジアの中の琉球・沖縄の人生儀礼

東アジアの中の琉球・沖縄のオナリ神信仰

映像鑑賞（３）

琉球王国と久米村――海洋交易国家の「要」

外来文化の影響――王府、久米村、士族、庶民

東アジアの中の琉球・沖縄の物質文化＆食文化

まとめ

期末テスト

東亜における位置づけを調べる。

関連映像を鑑賞する。

文化と歴史の関係を調べる。

文化と歴史の関係を調べる。

周辺地域の事例と比較する。

周辺地域の事例と比較する。

関連映像を鑑賞する。

周辺地域の事例を比較する。

周辺地域の事例と比較する。

周辺地域の事例と比較する。

関連映像を鑑賞する。

久米村の歴史・文化を調べる。

外来文化の影響を調べる。

食＆物質文化の特徴を調べる。

全体の講義内容を復習する。

・周辺アジア地域、特に東アジアの諸社会・文化について関心を払い、沖縄の社会・文化をそれらとの比較にお

平常点（30％）、期末試験（70％）

特定のテキストはない。

いて考えることを心掛けてほしい。
・毎回講義の際に出席確認をかねて受講生にレスポンス・ペーパーの提出を求めるので、毎回の講義の要点を自
分なりに整理する癖をつけること。
・他の受講生の学習を妨害するような言動があった場合には、退席を要求することもあるので注意すること。

東アジアの諸文化」のなかに位置づけることを目指す。

nishigaki@okiu.ac.jp

水４

　琉球弧の島々の歴史や文化を学ぶことはとても大切である。しか
し、その特徴は周辺諸地域との比較を通じてこそより一層明らかに
なる。公務員・教員としてこの社会を支えるにしても、あるいは観
光業その他の民間企業で働くとしても、この島々で育まれてきた文
化の特徴を理解することは極めて重要である。「琉球・沖縄を知り
、さらにその先に進もう！」とする学生の志に期待したい

具体的な参考文献については、毎回の授業で配布するレジュメ中で提示する。

本講義で学んだ内容を、各自がレポートや卒業論文を作成する際に活用してほしい。

　本講義を履修するのにあたっては、その前段階として、沖縄文化入門、民俗学概論、文化人類学概論、アジア文化概論などの科目を
履修していることが必要である。また、琉球・沖縄文化はもとよりアジア諸地域の文化に関する基礎的理解も重要であるため、南島民
俗学史Ⅰ・Ⅱや南島民俗学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳあるいはアジア社会文化論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲのいずれか複数の科目を合わせて履修することが望ま
しい。学生は、本講義の履修によって、琉球・沖縄文化を広く東アジアの諸文化の一つとして位置づけることができるようになる。

本科目は、「沖縄」・「フィールドワーク」・「比較文化的観点」
を強調する本学科の教育目標の実現において不可欠なものである。                  ［　　　　　／一般講義］

石垣　直
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次のステージ・関連科目

琉球・沖縄史入門

１年

前期 2

本講義は、先史古代から現代に至るまでの南島地域の歴史を、具体
的な事象やトピックを通じて学ぶことを通じて、学科のカリキュラ
ム・ポリシーに掲げる「南島地域における基本的な知識の習得」を
目指すための科目です。４名の学科専任教員がオムニバス形式で担

考古学への招待（4/7：宮城）

沖縄の先史時代（前半）（4/14：宮城）

沖縄の先史時代（後半）（4/21：宮城）

グスク時代（4/28：宮城）

古琉球から近世琉球へ－始まりと終わり－（5/12：深澤）

近世の琉球社会①－地方行政・身分・階層－（5/19：深澤）

近世の琉球社会②－割り振られた特産物－（5/26：深澤）

琉球王国と琉球社会－「琉球処分」をめぐって－（6/2：深澤）

初期沖縄県政と旧慣温存政策（6/9：市川）

日清・日露戦争と沖縄社会（6/16：市川）

沖縄の経済と海外移民の歴史（6/30：市川）

戦世の足音（7/7 藤波）

悲劇の沖縄戦（7/14：藤波）

アメリカ世での復興（7/21：藤波）

ヤマト世への復帰を願って（7/28：藤波）

まとめ（8/4：藤波）

参考文献の読み込み

参考文献の読み込み

参考文献の読み込み

参考文献の読み込み

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

第１週から第８週分の復習

前回の復習

前回の復習

事前配布資料の精読

事前配布資料の精読

事前配布資料の精読

事前配布資料の精読

①　履修の心構え

４人の担当者が100点満点で評価した結果を合計し、100点に換算したものを最終成績とする。
なお、担当者ごとの評価方法と割合は下記の通りとする。
宮城：レポート（100％） 　　　　　　　　　　深澤：レポート（100％）
市川：レポート（100％）　　　　　　　　　　 藤波：レポート（100％）

①　テキスト

各回の内容に関する参考文献は、講義の中で紹介する。

社会文化学科では２年次から始まる領域を、１年次の学年末に選択することとしている。本講義は、そうした領
域選択の参考にもなることを意識して受講してもらいたい。
②　学びを深めるために
講義で学んだ具体的な歴史の事実や関連事項については、講義中に紹介された文献を読んだり、博物館・資料館

当します。

科目全体について藤波、個別の講義内容につ
いては各担当者へ。

水４

導入科目の３科目はいずれも、これから社会文化学科で学ぶために
不可欠な基本的知識を学ぶための科目です。本講義では遠隔授業で
の実施となりますが、高校までの歴史の授業では学べなかった琉球
・沖縄史の広がりと固有性をしっかりと学んでほしいと思います。

本講義を受講するためのテキストは使用せず、担当者が講義資料を配信する。

を訪ねたりして自ら確認するとともに、そうした事実の概要や意義について、自分なりの説明を考える習慣を身
につけてほしい。

（１）関連科目
１年次後期の考古学概論、歴史学概論、２年次以降の考古先史領域や歴史領域の関連科目。
（２）次のステージ
本科目で学んだ具体的な知識を、後期開設の概論科目で理論化、体系化できるようにしてください。

①　琉球・沖縄史の具体的なできごとを、理解することができる。
②　琉球・沖縄史の具体的なできごとについて、自ら調べることができる。
③　琉球・沖縄史の具体的なできごとについて、根拠に基づいて、論理的に説明することができる。

②　参考文献

本学科で学ぶために必要な技能や思考、及び南島地域に関する基本
的な知識を習得するための導入科目                   ［　　　　　／一般講義］

宮城弘樹４回・深澤秋人４回・市川智生３回・藤波潔４回
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次のステージ・関連科目

琉中交流史

２年

後期 2

琉球王国と中国の明清両朝は、１４世紀後半から１９世紀後半にい
たるまで、国家間の関係を成立させていました。しかし、常に安定
した関係ではなく、アジアの歴史の変動を背景とする変化や危機が
ありました。本講義では、琉中交流史の変遷、琉球の王権や政権に

イントロダクション、琉中交流史を始める前に

琉中交流史の研究の歴史―空白の４０年間―

琉球の国家形成と明朝の朝貢システム

琉球の中継貿易①―東南アジア産品と中国商品―

琉球の中継貿易②―１６世紀の海域アジア世界―

琉明関係の危機―朝鮮出兵と琉球侵攻の影響―

明清交替と琉球―南明政権・清朝・抗清復明運動―

講義の折り返し地点で

近世の琉球王権と冊封―幕藩体制のなかの「異国」―

清代の北京と琉球使節

琉清関係の危機―開港と太平天国運動の影響―

日清修好条規の締結と批准―「琉球藩王」への冊封と前後して―

琉中関係の分断―東アジア国際秩序の再編の一環として―

琉中交流史をまとめる前に

まとめ

期末試験（レポートの場合あり）

到達目標を理解する

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

到達目標を確認する

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

レジュメの参考文献にあたる

到達目標を再確認する

関心を持ったテーマを設定する

到達目標を意識して解答する

・授業計画であげたテーマのなかで関心を持ったもの、関心を持てそうなものを事前にピックアップしておきま

期末試験もしくはレポート（８０％）、授業参加度（２０％）によって総合的に評価する。

【テキスト】教科書は使用しません。毎回レジュメと図表などの参考資料を配布します。

・入間田宜夫／豊見山和行『〈日本の中世５〉北の平泉、南の琉球』（中央公論新社、２００２年）

しょう。
・講義を受けながら、中国の歴代王朝のなかでも明朝と清朝の共通点および相違点を考えてみましょう。

とって琉中交流史が持つ意味を日本を意識しながら考えます。

水曜日２限のオフィスアワーに研究室（５４
２２）で受け付けます。

水４

沖縄県内の博物館の常設展では、琉球・中国交流史に関わる資料が
展示されています。また、企画展やシンポジウムが催されることも
あります。博物館やシンポジウムに足を運んでモノや議論に接する
ことをおすすめします。

【参考文献】

・豊見山和行編『日本の時代史１８ 琉球・沖縄史の世界』（吉川弘文館、２００３年）

「アジア史」「沖縄前近代史Ⅰ・Ⅱ」を受講することを希望します。

・１４世紀から１９世紀にいたる琉中交流史の変遷をアジアの歴史と関連づけて理解できるようになる。
・琉球の王権や政権にとって時期によって異なる琉中交流史が持つ意味を理解できるようになる。

・荒野泰典ほか「時期区分論」（『アジアのなかの日本史 Ⅰ アジアと日本』東京大学出版会、１９９２年）

・西里喜行『清末中琉日関係史の研究』（京都大学学術出版会、２００５年）

専門分野における個別テーマについて深く学ぶ発展科目に当たる。
                  ［　　　　　／一般講義］

深澤　秋人
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領域演習

２年

通年 4

社会文化学科２年次の「社会・平和領域」の学生を対象として、ゼ
ミナール形式の授業を行う。社会文化学科で取り組む調査・研究の
基礎を構築するために、専門用語・概念の理解および専門的な調査
の方法を身につけることを目的とする。

講義時間およびオフィスアワーに対応する

木４

専門的な学びの基礎をしっかりと身につけること。

専門的な調査・研究方法の基礎を修得し、３年次の演習と実習に対応できる能力を身につける

専門分野に関する調査・研究の基礎を構築するための演習科目
                      ［　　　　　／演習］

社会学とはなにか：これから学ぶこと

自己紹介

社会学の入門的文献の輪読・報告とディスカッション（家族）

社会学の入門的文献の輪読・報告とディスカッション（地域）

社会学の入門的文献の輪読・報告とディスカッション（生活）

社会学の入門的文献の輪読・報告とディスカッション（社会的役割）

社会学の入門的文献の輪読・報告とディスカッション（社会関係資本と連帯）

社会学の入門的文献の輪読・報告とディスカッション（社会問題）

社会学の入門的文献の輪読・報告とディスカッション（グローバル化と現代①）

社会学の入門的文献の輪読・報告とディスカッション（グローバル化と現代②）

社会学の入門的文献の輪読・報告とディスカッション（グローバル化と現代③）

ビブリオ・バトル①

ビブリオ・バトル②

ビブリオ・バトル③

ビブリオ・バトル④

後期の課題と進め方について(対）

平和学の入門的文献に関する報告とディスカッション①

平和学の入門的文献に関する報告とディスカッション②

平和学の入門的文献に関する報告とディスカッション③

平和学の入門的文献に関する報告とディスカッション④

新聞記事に関する報告とディスカッション①

新聞記事に関する報告とディスカッション②

新聞記事に関する報告とディスカッション③

新聞記事に関する報告とディスカッション④

フィールドワークの課題と選択肢の説明①課題・目的、参加態度

フィールドワークの課題と選択肢の説明②選択肢についての説明

調査の対象と目的に関する報告

調査報告とディスカッション①

調査報告とディスカッション②

調査報告とディスカッション③

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

授業で指示した課題に取り組む

配布資料の精読と確認

文献の精読と報告の準備

文献の精読と報告の準備

文献の精読と報告の準備

文献の精読と報告の準備

新聞記事の調査と報告の準備

新聞記事の調査と報告の準備

新聞記事の調査と報告の準備

新聞記事の調査と報告の準備

配布資料の精読と確認

配布資料の精読と確認

関連情報の収集と報告の準備

調査内容のまとめと報告の準備

調査内容のまとめと報告の準備

調査内容のまとめと報告の準備

前期：崎濱　佳代　後期： 秋山　道宏
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課題に取り組む熱意とチームワークが不可欠である。

【前期】参加姿勢20％、各種課題への取り組み40％、報告内容および提出状況40%
【後期】参加姿勢30％、課題への取り組みと報告内容70％

【前期】

【後期】

①輪読する社会学の入門的文献については、授業で配布する。

各回に必要な文献・資料については講義内で提示する。

３年次の演習Ⅰおよび実習につながる

②ビブリオ・バトルについては、テーマに関する本を各自選定・準備して対応する。
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領域演習

２年

通年 4

実際に発掘調査によって出土した出土品に関する学説について理解
することができる。考古学における分布調査、発掘調査の方法と記
録法、そして発掘調査報告書を作成するまでの一連の流れを理解で
きる。

研究室5-417-1（新里）、417-2（宮城）を訪
ねること

木４

考古学の方法を実地で身につけることのできる科目です。遺跡の発
掘調査は破壊行為であることを充分に認識し、周到な計画と準備、
注意を必要とすることを学んでください。

１）考古学の専門用語を理解する。
２）考古学の研究法を学ぶ。
３）専門的な論文や発掘調査報告書を読んで理解することができる。

南島を考古学という専門領域で見ることを学ぶ科目であり、その方
法について実地で学び、スキルを身につける。                       ［　　　　　／演習］

前期のガイダンス

遺跡について

遺構の調査

遺物の分析

沖縄の先史文化について概説

沖縄の歴史時代の考古学調査について

土器、石器、骨器、陶磁器などの人工遺物について紹介する

土器、石器、骨器、陶磁器などの人工遺物について紹介する

土器、石器、骨器、陶磁器などの人工遺物について紹介する

土器、石器、骨器、陶磁器などの人工遺物について紹介する

土器、石器、骨器、陶磁器などの人工遺物について紹介する

土器、石器、骨器、陶磁器などの人工遺物について紹介する

土器、石器、骨器、陶磁器などの人工遺物について紹介する

土器、石器、骨器、陶磁器などの人工遺物について紹介する

前期のまとめ

後期のガイダンス

論文・発掘調査報告購読　１

論文・発掘調査報告購読　２

日誌・図面の整理　１

日誌・図面の整理　２

遺物洗浄

遺物洗浄

遺物注記・接合　１

遺物注記・接合　２

遺物の分類・集計　１

遺物の分類・集計　２

遺物実測　１

遺物実測　２

遺物実測　３

遺物実測　４

期末課題

シラバスを精読すること

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

各自発表の準備をすること

各自発表の準備をすること

各自発表の準備をすること

各自発表の準備をすること

各自発表の準備をすること

各自発表の準備をすること

各自発表の準備をすること

各自発表の準備をすること

発表要旨を復習すること

シラバスを精読すること

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

随時遺跡関連論文・報告書を精読

宮城　弘樹（前期）・新里　貴之（後期）
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①「履修の心構え」

１）随時課す試験・期末テスト（50％）。各自発表・平常点（50％）。
２）無断の遅刻・欠席５回以上は「不可」とする。

１）テキスト：特定のテキストは指定しない。

　　　　　佐々木憲一他『はじめて学ぶ考古学』有斐閣アルマ　2011年　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　出欠確認については、毎回厳格に実施する（遅刻・欠席は事前の[直前ではない]連絡が必要）。
　考古学はモノから歴史を学ぶ学問である。モノの取り扱いには最新の注意を払うこと。
②「学びを深めるために」
　発掘調査報告書を作成するため、専門用語・知識の理解が必要である。参考となる発掘調査報告書に目配りす

参考文献：藤本　強『考古学を学ぶ』雄山閣出版　1966年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　他多数、講義において随時紹介する。

ること。

関連科目として「南島先史学」「南島考古学Ⅰ・Ⅱ」「考古学特講Ⅰ・Ⅱ」「アジア考古学」「考古学概論２」
｡
遺跡を理解するには、多様な視点が必須となるため、社会文化学科科目を広く受講すること。

　　　　　高宮廣衛『先史古代の沖縄』　第一書房　1991年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2
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領域演習

２年

通年 4

　本演習の目的は、民俗学ならびに文化人類学の根幹をなす調査・
研究手法である「フィールドワーク」（現地調査)を通じて、対象
社会・文化の諸テーマ／トピックに対する理解を深め、その調査成
果を整理・分析し、報告書・論文としてまとめる作法の基礎を学ぶ
ことにある。　

石垣（nishigaki@oku.ac.jp）
及川（t.oikawa@okiu.ac.jp）

木４

　①テーマ設定→②関連情報の収集・検討→③フィールドワーク→
④調査データの整理・分析・発表（他者への説明・説得）。このプ
ロセスを大学時代に経験することは、学生たちが本学卒業後どの分
野に進もうとも、必ず役に立つはずである。社会文化学科の真骨頂
であるフィールドワークから、ぜひ多くのことを学んで欲しい。

　民俗学および文化人類学分野における調査・研究の基礎を理解し、フィールドワークを実践することができるようになる。

　本演習では、民俗学・文化人類学分野が扱う民俗・文化的な個別
事象を、フィールドワークを通じて理解するための基礎を学ぶ。                       ［　　　　　／演習］

ガイダンス

大学とライフ・プランニング

レジュメ作成法・発表方法

レポート・論文作法

調査準備の作法

フィールドワーク（FW）の作法（１）

フィールドワーク（FW）の作法（２）

ミニ・フィールドワーク（１）　身辺

ミニ・フィールドワーク（２）　学外

基本文献の輪読（１）

基本文献の輪読（２）

基本文献の輪読（３）

基本文献の輪読（４）

班課題発表（１）

班課題発表（２）

予備日

ガイダンス　後期のゼミの進め方・評価の仕方

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

民族誌の読解と批評

後期まとめ

本ゼミで学びたいことを整理する

大学での学びと人生設計を考える

レジュメ・発表について理解する

レポート・論文について理解する

調査準備について理解する

FWの作法を理解する

FWの作法を理解する

FWを実践する

FWを実践する

課題文献を読解する

課題文献を読解する

課題文献を読解する

課題文献を読解する

各班で発表の準備をする

各班で発表の準備をする

予備日

発表準備＆課題の発見

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

民族誌を読んでくる

前期：石垣　直　後期：及川　高
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　各自の身の回りあるいは沖縄各地で行われている祭りや行事などに関心を持ち、その内容を自身で調べてみよ

出席および演習への参加姿勢を重視し、総合的に評価する。教員によっては、期末試験あるいは課題レポート
（調査報告）を課す場合がある。

石垣：日本文化人類学会（監修）2011『フィールドワーカーズ・ハンドブック』世界思想社

う。まずは現場（フィールド）に足を運んでみること。そして、現場で見聞きしたことを（ノート、ICレコーダ
ー、カメラ、ビデオなどを用いて）記録する。その際、重要な情報を持っている人物に接触できるか、どのよう
にして必要な情報を聞き出すのかがポイントになる。文献なども踏まえながら、こうして得られた記録・資料を
何度も読み返してさらなる調査を進めるうちに、あなたはあなたが対象とした社会・文化的事象の構造・メカニ

及川：上野和男・高桑守史・福田アジオ・宮田登（編）1987『新版　民俗調査ハンドブック』吉川弘文館

ズムを徐々に理解するだろう。

沖縄文化入門、民俗学概論、文化人類学概論、アジア文化概論、アジア社会文化論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、比較民俗学、琉
球アジア文化論、文化人類学理論、etc．
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領域演習

２年

通年 4

社会文化学科では、領域演習を「専門領域における調査・研究の基
礎を構築する」科目として位置づけている。したがって、本演習で
は、歴史学の専門的な研究方法の基礎を修得させることを目的とす
る。具体的には、歴史研究に不可欠な工具類の活用法、専門文献の
収集法、基礎的な歴史概念やフィールドワークを踏まえた歴史事象
の理解を目的とする。

藤波：fujinami@okiu.ac.jp
深澤：a.fukazawa@okiu.ac.jp

木４

歴史領域の受講生は、３年次の演習Ⅰで前近代史と近現代史の２つ
のゼミに分かれることになる。そのため、演習Ⅰを担当する２人の
教員で領域演習を担当するので、３年次以降の演習選択の参考にし
てもらいたい。

（１）琉球・沖縄史に関係する基本的な歴史概念や歴史事象を理解することができる。
（２）歴史研究に必要な研究書や専門論文を収集し、概要を読解することができる。
（３）歴史研究に不可欠な工具類やデータベースを利用することができる。
（４）歴史史料読解の基本的能力を習得できる。
（５）フィールドワークに積極的に参加し、五感を活用して歴史理解を深めようとする姿勢を持つことができる。

専門分野における調査・研究能力を育成し、卒業論文作成を目的と
する「演習科目」                       ［　　　　　／演習］

ガイダンス（担当：藤波１～15回）

歴史研究の全体像

基本的な事実の把握➀（基本文献の理解）

基本的な事実の把握②（研究工具の理解）

基本的な事実の把握③（博物館の利用）

フィールドワーク実習①（県内博物館の訪問）

先行研究の調査①（CiNiiの利用）

先行研究の調査②（史学雑誌の利用）

フィールドワーク実習②（波之上地区の訪問）

歴史資料の収集①（歴史資料の多様性の理解）

歴史資料の収集②（歴史資料の所在の理解）

フィールドワーク実習③（歴史資料の収集）

歴史資料の読解①（公文書資料の読解）

歴史資料の読解②（公文書資料読解演習）

歴史資料の読解③（公文書資料読解演習の回答）

イントロダクション、後期の授業計画の確認（担当：深澤16～31回）

『沖縄県史』と県内市町村史の刊行状況

県内市町村史の資料編―文献資料集に接する―

近世琉球の地域社会－宜野湾間切我如古村の世界－

我如古旧集落のフィールドワーク

「日記総目録」の解題を読む

「日記総目録」を読む①

「日記総目録」を読む②

「日記総目録」を読む③

「日記総目録」を読む④

「日記総目録」を読む⑤

琉球・沖縄史研究と比嘉春潮

「ある筆算人の一生」を読む①

「ある筆算人の一生」を読む②

「ある筆算人の一生」を読む③

まとめ、３年次に向けて

シラバス内容の理解

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

到達目標の確認

レジュメの参考文献にあたる

課題の作成（提出は後日）

レジュメの参考文献にあたる

字我如古の小字を確認する

『琉球王国評定所文書』にあたる

史料を音読して事実関係を理解する

史料を音読して事実関係を理解する

史料を音読して事実関係を理解する

史料を音読して事実関係を図示する

課題の作成と提出

『比嘉春潮全集』全５巻にあたる

課題の作成

課題の作成

課題の作成

課題の提出、到達目標の再確認

前期：藤波　潔　後期：深澤　秋人
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①　社会文化学科２年次を対象とした学科専門必修科目である。

上記の到達目標の達成を指標として、前期、後期それぞれ100点で評価し、合算して総合成績とする。なお、担
当者ごとの評価方法と割合は、下記の通りとする。
藤波：事実確認（30％）、先行研究調査（20％）、フィールドワーク（20％）、史料読解（30％）の各課題
深澤：３回の課題（80％）、授業参加度（20％）

特定のテキストは使用せず、レジュメ・プリントを配付する。

②　１年次の学年末に提出した領域演習希望届に基づき、歴史領域に配属された者だけが履修できる。
③　ゼミは、学生の主体的な学びによって成り立つので、積極的な参加が求められる。
④　前期、後期の詳細な内容は、それぞれの担当者が１回目の授業の際に説明する。

参考文献は、適宜紹介する。

歴史領域の２年次は、領域演習の他に「社会調査法Ⅰ・Ⅱ」「外国語資料講読演習Ⅰ・Ⅱ」が必修科目となって
いる。それぞれクラス指定があるので、指定されたクラスで受講すること。
また、異文化理解科目のうち１科目以上が選択必修科目となっているが「アジア史」は必ず履修すること。
歴史研究にとって史料読解は不可欠の能力なので、「古文書講読Ⅰ・Ⅱ」は早めに修得することを勧める。

2
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学びのヒント 

授業計画 

次のステージ・関連科目

歴史学概論

１年

後期 2

本講義では、歴史を学ぶ目的を確認した上で、人間が過去の出来事
をどのように認識してきたのかについて考察します。また、歴史認
識をめぐる摩擦という現代的課題について、その問題の所在を幾つ
かの事例に基づいて把握します。これらにより、歴史を学ぶことに

09/21 ガイダンス：講義に関するルールは何か？

10/05 イントロダクション：なぜ、どのように歴史を学ぶのか？

10/12 社会と歴史認識の関係①（ギリシア・ローマ①）

10/19 社会と歴史認識の関係②（ギリシア・ローマ②）

10/26 社会と歴史認識の関係③（ヨーロッパ中世社会の特徴）

11/02 社会と歴史認識の関係④（中世社会と普遍史の成立）

11/09 社会と歴史認識の関係⑤（ルネサンス的歴史認識）

11/16 社会と歴史認識の関係⑥（啓蒙主義の時代と進歩史観）

11/23 社会と歴史認識の関係⑦（19世紀ヨーロッパ世界とロマン主義）

11/30 社会と歴史認識の関係⑧（ランケと近代歴史学の成立）

12/07 社会と歴史認識の関係⑨（唯物史観とアナール派）

12/14 現代の「歴史問題」①（独仏間の事例）

12/21 現代の「歴史問題」②（日韓間の事例①）

01/11 現代の「歴史問題」③（日韓間の事例②）

01/18 現代の「歴史問題」④（問題の所在と克服へ向けて）

レポート型学期末試験

シラバス記載内容の理解

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

ワークシートの作成・提出

レポート試験の準備

①　履修の心構え

到達目標（１）の評価　：レポート（30％）　　到達目標（２）の評価　：レポート型学期末試験（30％）
到達目標（３）（４）の評価：ワークシートの内容（25％）
到達目標（５）の評価　　　：ワークシートの提出（15％）
による総合評価とします。なお、それぞれの評価基準については、最初の講義の時に説明します。なお、出席が
講義回数の３分の２に満たない者は、レポートと試験の評価の対象外です。

特定のテキストは使用せず、レジュメを配付します。

E.H.カー『歴史とは何か』（岩波書店、1962年）、④南塚信吾『世界史なんていらない？』（岩波書店、2007年

　単に出席しただけでは、単位の修得につながりません。また、出席自体は評価の対象ではありません。講義を
しっかりと聴き、重要な点はメモを作成した上で、ノートの作成に取り組んで、ワークシートを作成・提出する
ようにしてください。
②　学びを深めるために

おける人間と社会の関係を理解し、その前提に立って歴史を学ぶこ
との意義を考えられるようにすることを目的とします。

研究室（5434）、またはfujinami@okiu.ac.j
p

火２

①　この科目は、社会文化学科１年時を対象とした、学科専門の必
修科目です。
②　「学問体系の基本を理解する」ことを目的とした「基礎科目」
として位置づけられていますので、「学問としての歴史学」を学び
ます（日本史や世界史のような通史を学ぶのではありません）。

主な参考文献は、下記の通りです。

）、他

　講義内容を振り返ることのできる、自分独自の「ノート作成術」を確立してください。ノートは、講義中に作
成する「メモ」、講義資料、板書内容等に基づいて、講義の後に復習を兼ねて作成するものです。

社会文化学科専門科目の１年次対象の基礎教育科目は、他に５科目あります。これらの科目を履修して、それぞ
れの専門分野の学問体系の基礎を学んだ上で、２年次の領域演習や、３年次以降の演習Ⅰ・Ⅱを選択するように
してください。

（１）特定の歴史理論について、その理論が登場した当時の時代や社会との関わりから説明することができる。
（２）現代社会の状況を踏まえつつ、「歴史問題」の実態を理解し、その問題の所在を自らの言葉で論理的に表現することができる。
（３）歴史認識の歴史に関わる人物や基本的な歴史理論を修得し、特定の歴史理論について論理的に説明できる。
（４）歴史認識に関係する資料を読解し、その結果を表現できる。
（５）時間外学習に主体的に取り組み、「学問としての歴史」を学ぼうとする姿勢を有することができる。

①山本博文『歴史をつかむ技法』（新潮社、2013年）、②弓削達『歴史学入門』（東京大学出版会、1986年、③

専門分野における学問体系及び調査・研究技能の基本を理解する「
基礎科目」                   ［　　　　　／一般講義］

藤波　潔
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授業計画（テーマ・時間外学習の内容含む）

次のステージ・関連科目

歴史学特殊講義Ⅰ

２年

前期集中 2集中

                  ［　　　　　／一般講義］

-近藤　健一郎


